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プロローグ







　そこはアカシックレコードにも記されていない世界。

　少女はその世界で生まれた。

　彼かの女じよはそこですくすくと育った。

　彼女には生まれながらの宿命があった。

　それは時にツラく、時に過か酷こくな、重たい運命だった。

　だが彼女に悲観はなかった。

　彼女はそれをやり甲が斐いのあることだと思ったからだ。

　彼女は不満ひとつ漏もらさず、己おのれの運命を受け入れた。

　時に戦い抜ぬき。

　時に助け合い。

　時に耐たえ忍しのび。

　時に選び取った。

　決してツラくないわけではなかった。

　過酷だった。

　重荷でなかった時などない。

　けれど、喜びもあった。

　人に感謝された時。

　人を助けられた時。

　人に励はげまされた時。

　人にやさしくされた時。

　彼女はまた頑がん張ばれると思った。

　ツラい経験が彼女の背を支え、喜びが足を前へ進ませた。

　そうやって彼女は懸けん命めいに生きてきた。

　少女は最初から強かったわけではないが、その生き方が、鋼を鍛きたえるように彼女の芯しんを強くした。

　そんなある日。

　世界に穴があいた。

　壊こわれた世界の真ん中で、少女は特大の絶望を前に立ち尽つくし――




　――それでも彼女は諦あきらめなかった。







第三章　未来世界の事情







　突とつ如じよ現れた巨きよ大だいロボ群を撃げき退たいし、俺おれはひとまず町を守った。

　しかし、放っておけば敵は未来からまたドンドンやってくる。

　そこで俺は博士に誘いざなわれ、時空渡と航こう装置で未来へと向かうことにした。

　さらわれた俺の『ヒロイン』たちを助けるために。

　そして、あわよくば彼女たちをさらった黒幕を捕つかまえる。

（博士が言うには、その〝強きよう硬こう派は〟の黒幕ってのが、『全ての戦争オールオブウオー』にも何らかの関かかわりがあるかもしれないって話だけど……）

『全ての戦争オールオブウオー』。

　ある意味で、それが全ての元げん凶きようだ。

　まぁ、アールの話ではその元凶の元凶が俺、ということらしいのだが。

　俺を巡めぐる『ヒロイン』たちの争いが発展し、全世界全次元を巻き込んだ大戦争の引き金になった……。

（改めて考えてみても現実味のない話だよなぁ）

　中でも、俺を巡って、という部分が、特に。

　俺にそんな、たくさんの『ヒロイン』たちに奪うばい合あわれるような価値があるなんて、なかなか実感が湧わかない。

　あるいは、『未来の波なみ乱だれ烈れつ火か』には、その価値があったのかもしれないが。

　が。

　その未来の俺とやらは……『全ての戦争オールオブウオー』が始まって以来、ずっと行方ゆくえ不明なのだと、さっき博士から聞かされた。

　まったく未来の俺はどこで何をやってるんだか。

　こういう時こそ、みんなが最も俺を必要とする時なんじゃないかよ。

　……自分だけど自分じゃない奴やつにツッコミを入れるって変な感覚だな。

　まぁ、それは措おいておくとして。

　実際問題、未来の俺が行方不明なせいで『全ての戦争オールオブウオー』は泥どろ沼ぬま化かしているらしい。

　何しろ『全ての戦争オールオブウオー』は未来の俺の奪い合いなのだ。

　その、いわば戦争の目的、景品、戦利品とも言うべきものがどこにあるか分からない。

　つまり、レースに喩たとえるなら、ゴールがどこにあるのか分からない状態なのだ。

　それではいつまで経たってもレース――戦争は終わらない。

　終わらせどころが誰だれにも分からないのだから、それも当然だ。

　しかも『ヒロイン』の中には、自分以外の誰かが未来の俺を監かん禁きんし、ひとり占じめしているのでは、と疑っている者も多いらしい。

　お互たがいがお互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、余計に争いがこじれていく。

　その積み重ねが『全ての戦争オールオブウオー』とも言えるようだ。

「そろそろ時間跳ちよう躍やくも終わるわ」

　ふと、博士が声をかけてくる。

　今俺たちがいるのは『時空の流れ』の中だ。

　そこではお互いの姿を視し認にんすることができず、知覚と声だけが鋭えい敏びんになっている。今も博士の声は聞こえるが、彼女がどこにいるかは分からない。

「もうすぐ未来に着くんだな」

「ええ、『時空の流れ』の中でこう言うのは変だけど、私たちの体感であと一分くらいかしら」

「ちなみに、時間跳躍が終わったら俺たちは未来のどこに出るんだ？」

「『機関』の本ほん拠きよ地ち内ね」

「なるほど」

　跳躍前は町外れの山の中にいたはずだが、時間跳躍を行うと物理的な距きよ離りも移動できるものなのだろうか？

　それとも、博士が未来から俺たちのいる過去に来る時、時空渡航装置を使ったのが『機関』の本拠地だったとか？

　まぁ到とう着ちやくする場所が分かってるならどっちでもいいんだけど。

「エル。不安？」

　博士が、今度はエルに声をかける。

「……」

　彼女の問いに、エルは無言を返す。

　巨大ロボの撃退を手伝ってくれた彼女も、俺や博士と一いつ緒しよに未来についてきてくれていた。

（そういや、エルにとっては『機関』に帰るのは複雑な気持ちがあるのか）

　エルは元々『機関』の所属だ。

　彼女とアールは同じキクルムと呼ばれる人工生命体で、博士によって造られた姉妹だ。

　最初、俺の許もとへ派は遣けんされる役はエルが担になうはずだった。

　だが、その任務にはより多機能が必要だと判断され、新たにアールが造られ、エルは任務からはずされてしまったらしい。

　本来なら彼女はその後、普ふ通つうの人と同じように生きる権利を得て生活するはずだったそうだ……しかし、彼女にはそれが不満だった。

　その結果、エルは〝穏おん健けん派は〟である『機関』から〝強硬派〟の側に鞍くら替がえし、俺を暗殺する役目を黒幕から与あたえられたそうだ。

　つまり事情はどうあれ、彼女は『機関』にとって裏切り者に等しい。

　先さき程ほどからずっと黙だまっているのも、単に古巣に帰るのに緊きん張ちようしているというだけではないのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶよ。エル」

　博士はエルを安心させるように語りかける。

「……大丈夫って、何がよ？」

「エルのことは私が守るわ。誰が何と言おうが、あなたは私の娘むすめだもの」

「は、恥はずかしいこと言わないでよ！　波乱烈火もいるんだから！」

（照れてる？）

　俺は若じやつ干かん微笑ほほえましいふたりのやり取りを聞きながら、時間跳躍が終わる瞬しゆん間かんを待った。





▽






　時間跳躍の終わりは、虹にじ色いろの光の爆ばく発はつだった。

　一いつ瞬しゆん視界が光で溢あふれて何も見えなくなり、軽い眩暈めまいを覚えた。

「おっと……」

　目が眩くらみすぎて、少しよろけてしまった。

　ん？　よろけて？

　気がつけば、先程まで感覚のなかった足がちゃんと地面についていた。

　無意識に目元にやった手の平の体温もまぶた越ごしに感じるし、どうやら肉体の感覚が戻もどってきたようだ。

　何度かまばたきをしてから開くと、どこかの室内の光景が目に入る。

　予想通り見覚えのない部屋だが、あえて近い雰ふん囲い気きと言うなら、イリスやシャーリーの宇宙船の中に似ている。

　どこか、近未来的な雰囲気。

　機械的というか、日本の一いつ般ぱん家屋ではあまり見ないような、金属の光こう沢たくが壁かべや柱から感じられる。

「ここが『機関』なのか？」

　俺は室内を見回しながら呟つぶやく。

「そうよ。ようこそ『機関』へ」

　俺と同じく時間跳躍を終えた博士が、にっこりと笑って答える。

「ふむ……」

　これが『機関』の本拠地か。思ったより狭せまい。

　というか、俺の部屋と同じくらいじゃないか？

　それになんかよく見ると散らかっているというか……妙みように生活感溢れている気がしないでもない。

　とても『機関』の重要施し設せつには見えない。

　なんか、まるで誰かの私室のような……。

「あ～～～！　もう！　また部屋をこんな散らかして！　アンタはホント私生活はダメダメなままなのね！」

　いきなり、エルがこの部屋の惨さん状じようを見て怒ど声せいをあげた。

　怒いかりの矛ほこ先さきは、博士だ。

「わっ！　エルのお小言も久しぶりね～」

「お小言ゆーな！」

　ぷりぷり怒おこるエルに対し、博士はなんだかうれしそうに答え、ニコニコ笑う。

　あー……話の流れからして、ここは彼女の部屋なのか。

　まぁ、博士って『機関』の重要人物っぽいし、その本拠地内に居住スペースを持っていたとしても別に不自然ってほどではないが。

　シャーリーとか見てると研究者ってのは、研究以外でもマメな人種かと思っていたが、どうも博士の場合はそのカテゴリに当あて嵌はまらないらしい。

　エルはプンスカ怒りながら部屋の片付けを始める。

「まったくもう……うわっ！　下着とか床ゆかに脱ぬぎ散ちらかして！」

「……！」

　俺はそちらを見ないようにしながら、そわそわと足あし踏ぶみをする。

「えっと……何で博士の部屋に出たんだ？　もっとこう、『機関』の人たちが集まっている場所とか」

　今後の相談をするなら、その方がよさそうに思えるが。

　博士は、

「まぁ、改めて状じよう況きようから説明しましょうか」

　と言って、話を始めた。

「まず、『機関』の本拠地、つまりここのことだけど、ここが〝強硬派〟の襲しゆう撃げきを受けたのがおよそ三十時間前」

　敵戦力はほとんど奇き襲しゆうに近い形でここを襲おそったらしい。

　施設や人的被ひ害がいもあったが、博士の造った防衛システムのおかげでなんとか迎げい撃げきできたそうだ。

「ただ襲撃のせいで『機関』はしばらく機能不全に陥おちいってしまったの。少なくとも私が過去へ発たつ直前まで、被害状況の確かく認にんも終わってなかったわ」

　撃退できたと言っても『機関』の被害は大きく、組織として正常に機能する力を失ってしまっていたらしい。

『機関』の機能とは、要するに俺に関する諸もろ々もろのことだ。

　俺が順調に『ヒロイン』を攻こう略りやくしてるかとか。

　今度は何の『物語』に巻き込まれてるかとか。

　俺自身の変化によって、過去の歴史にどのような影えい響きようが出ているかとか。

　生活環かん境きようの変化とか。

　健康状態とか。

　って、おい。

「俺のプライベートは!?」

「まぁ、烈火は私たちからしてみれば〝歴史上の人物〟みたいなものだから、私生活も立派な資料というか」

「あああああ！」

　確かに歴史の教科書に載のってるような戦国武将とかって、クセだの趣しゆ味みだの何でもトリビアみたいな扱あつかいで、現代人にスナック感覚で消費されてるけど！

　頭を抱かかえる俺を見て、博士は困ったように。

「だ、大丈夫よ。トイレの中とか夜寝ねる前とかはチェックしてないから」

「されてたらこの場で舌噛かむわぁ！」

　全然フォローになってない。

「……もう、いいから、話続けてくれ」

　俺は立ち眩みを覚えつつ続きを促うながした。

「うん。それで、私はアールからの緊きん急きゆう通信で烈火のピンチを知ったわけなんだけど、その回線は『機関』で使っているものとは別の、私とアールだけの独立回線だったのよ」

「独立ってことは、えーと……何が困るんだ？」

「まぁ、要するに烈火が危機に陥っているのを、私しか知らなかったのね」

　しかもその時点で『機関』は〝強硬派〟からの襲撃を受けている最中だった。

「当然、情報の共有化もままならないし、組織としてのリソースもほとんど迎撃に費やされてるしで、迅じん速そくな意思決定なんてとてもじゃないけどできなかったわ」

　組織は大きくなると小回りが利きかなくなるとはよく言うが。

　その上組織そのものが混乱状態とあっては、動くことすらままならなくなるのだろう。

「……ん？　でも博士が俺たちのところに来たのって、言うほど遅おそいタイミングだったっけ？」

　少年マンガのヒーローみたいなタイミングで、というわけではなかったけど。

　少なくとも何もかも手て遅おくれになったあとではなかった。

「充じゆう分ぶん遅かったわよ」

　フンッとそっぽを向くエル。

　博士は少し悲しそうに苦く笑しようしてから、再び話を進める。

「実際、エルの言う通りよ。本当なら私たちはもっと早く動かなければいけなかった。けど、正規の手順を踏ふんでいたら、たぶん今もまだ烈火のところへ私は行くことができていなかったと思う」

「正規の手順を？　それって、つまり？」

　なんとなく察して俺が尋たずねると、博士は頷うなずいて、

「烈火を未来に連れてきたのは私の独断なの」

　と、答えた。

「はああぁ!?　アンタ、大丈夫なのそれ!?」

　驚おどろいたエルが大声をあげる。

「正直、政治的にはとんでもなくまずいわね」

「ちょちょちょ、それいいのか？」

「よくはないけど、私はこうするしかないと判断したわ」

　博士は言う。

「〝強硬派〟に『機関』を、そして烈火の町を襲わせた、それだけでも未来がひっくり返るような大事件だわ」

「確かに」

「その上、敵は過去の『ヒロイン』をさらっていった。いえ、〝強硬派〟の動きが陽動だとしたら、『ヒロイン』を連れ去ることこそが敵の本命。いったい何をするつもりなのか、何が起こるのか、まったく予想がつかない」

　博士は俺を見る。

「あるいは、今この時こそが運命の大きな分ぶん岐き点てんなのかもしれない。その運命をよい方向に導ける者がいるとしたら、それは烈火のような、特異分岐点保持者しかいないのよ」

「……」

　大おお袈げ裟さな物言いはムズがゆい。

　だが、さらわれた皐さ月つきたちを助けたいという気持ちは俺も博士も同じなはずだ。

　その『物語』の先が……あるいはもっと大きな運命を変える『物語』につながっているというなら、それも解決する。そこに異論を挟はさむつもりはない。

　ところで。

「それはともかく、結局何で博士の部屋に俺を連れてきたんだ？」

　俺は最初の質問に戻る。

「まぁ要するに、これは全部私の独断で、烈火がここにいることは『機関』にもバレたら面めん倒どうなの」

「なるほど」

「とはいえ、ね」

　ふと博士は含ふくみのある言い方をする。

「さすがに、この三人だけで何とかできるとは私も思ってないわ。だから、とりあえず信しん頼らいできる人間をひとり、さっきここに呼んだわ」

　そういえば、エルが部屋を片づける横で、博士は何かゴソゴソとやっていた。

「誰なんだ？　その呼んだ人って」

「いちおう、烈火も知ってる人よ」

「俺も知ってる？」

　未来に知り合いなんていないはずだが。

　待てよ。

　もしかして、博士の時と同じか？

　博士の正体は、実はラピュータ王なのだと言っていた。

　要するに彼女と同じパターンで、『俺の知ってる別人』という奴だ。

「私の知る烈火……つまり『未来の烈火』と烈火のふたりの人生は、私たち『機関』とアールの干かん渉しようですでに違ちがう形になってるわ。けど、ラピュータ王がニアミスしていたみたいに、まったく違う形になっているわけでもない。同じ『物語』の『ヒロイン』を助けている場合もある。ここに呼んだのも、そういう『ヒロイン』よ」

「未来の俺も、この俺も、両方助けたことのある共通の『ヒロイン』か」

　と言われても心当たりが多すぎて誰かなんて分からない。

　その時、コンコンッと部屋のドアがノックされた。

「博士！　入れて！」

　この声……。

　若干違いはあるが、この耳によく慣れ親しんだ声の主は。

「入室許可。入って、皐月」

　博士が言うとドアの上のランプが緑に点灯し、ロックがはずれスライドする。

　スライドしたドアの向こうから現れたのは、皐月の面おも影かげがある大人の女性だった。

「……烈火！」

「わっ！」

　いきなり抱だきつかれ、思わずドキッとする。

　や、やわらかいものが……！

「烈火、烈火……！」

「皐月……なのか？」

「……うん！」
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　やはり彼女は未来の皐月のようだ。

　ていうか、驚いた。皐月、将来こんな美人になるんだな……。

　皐月だと分かっているのに、俺はドキドキしっぱなしだ。

「ねぇ、皐月。そろそろいいかしら？」

「っ！」

　彼女はしばらく経っても放してくれず、博士に声をかけられてようやく慌あわてたように体を離はなした。

「ご、ごめんなさい。烈火に会えたのが久しぶりで、つい」

　顔を赤くしながら言い訳する皐月。

「い、いや……」

　俺は気にしてないと首を振ふる。

　まだ心臓が早はや鐘がねを打ってるが。

（なんか本当に変な感じだな。知ってるのに、ある意味じゃ初対面だもんな。距離感が分からん）

　向こうは向こうで、距離感を計りかねている感があるけど。

　いきなり抱きつかれたし。

　こほんっ、と博士が咳せき払ばらいをする。

「改めて紹しよう介かいするまでもないかもしれないけど、彼女がこの時間軸じくの【大おお友とも皐月】よ。私と同じく『機関』に所属しているわ」

「えっと、はじめまして？」

　俺はとりあえず頭を下げる。

「その、こちらこそ……ごめんね。人格的にはほぼ別人だって分かってるんだけど、あまりに懐なつかしすぎて……」

　皐月は赤らめた顔を手で半分隠かくしながら、

「ずっと会いたかったから……」

　と、独り言のように呟く。

「……！」

　今のが今までで一番ドキッとさせられた。

　いや、別に俺に向けられたセリフじゃないんだけど、つい。

　しばらく妙な空気が流れたが、再び咳払いをした博士の合図で俺たちは本題に戻った。

「それで？　ここからどうするんだ？」

「そうね……」

　博士は思案する。

「その前に、烈火にはこの時代の簡単な説明をしておいた方がいいかもね」

「ああ、それは確かに。ていうか、これもずっと気になってたんだけど、ここって何年後の未来なんだ？」

「ストップ！」

「ふぇ？」

　急に博士の手で口を塞ふさがれ、俺はモゴモゴする。

　俺の間ま抜ぬけな格好に反し、博士は至し極ごくマジメな顔で。

「うっかりしてたわ。何よりもまず、その注意をしなくちゃだったわね」

「ふぇいへい？」

「ちょっと待ってて」

　博士はそう言うと、部屋中をひっくり返す勢いで何かを探し始める。

「あった！」

　五分後、彼女はワイヤレスイヤホンのようなものを見つけてきた。

　途と中ちゆう、エルからまた片づけについてお小言を言われていたが……まぁそれは措いておくとして。

「はい。烈火、これを耳につけて」

「いいけど。何だこれ？　通信機か？」

「ううん。これは、ある特定の情報について遮しや断だんする、一種のノイズキャンセラーみたいなものよ」

「ノイズキャンセラー？」

　しかも特定の情報を、とはまた随ずい分ぶんと限定的な。

　とりあえず俺はまずその装置を耳につける。

　耳の穴にスッポリ入るサイズなので、つけていても特に違い和わ感かんはない。

「それはね、今が西せい暦れき何年かとか宇宙暦何年かとか、そういった『この時代はいつなのか』が特定できてしまうような情報を、自動的にシャットアウトしてくれるものなの」

「この時代を特定できるような情報？」

　そういえばさっき俺は今が何年後の未来かという質問をしたが……。

「何でそれを俺に聞こえないようにする必要があるんだ？」

「うーん、若干説明が難しいんだけど……」

「できるだけ噛かみ砕くだいて頼たのむ」

「そうねぇ」

　博士はしばしアゴに指を当てて考える。

「未来に連れてきておいてアレなんだけれど、烈火にとって未来っていうのは本来あやふやな存在でしょう？」

「あやふや？　……まぁ、どうなるか分からないものではあるな」

「その通り。未来は変化するもの。『機関』が過去の烈火に干渉して、私たちのいる未来そのものを変えようとしているのも、そういった条理に則のつとった考えなの」

「ふむふむ」

　俺の認にん識しきも若干あやふやだが、まぁなんとなくイメージは湧く。

「けどこれはあくまで、烈火にとって未来があやふやなままである、という前提が必要なの」

「？」

「つまり、烈火にとってこの未来が、もっと具体的に言えば『全ての戦争オールオブウオー』がいつ起こるものなのか、それが知識として固着してしまうと、もう未来があやふやなものでなくなってしまうの」

「？　でも、俺はもう未来で『全ての戦争オールオブウオー』が起こるって知ってるぞ」

　こうして未来にも来てしまったし。

「『未来で戦争が起こる』っていう程度の知識なら、まだ『いつ起こるか』という時間軸の固着は起こらないわ」

「そういうものなのか？」

「ええ。時の指定がないのなら、それは何年後、何十年後、何百何千何万年後に起こるかも分からない出来事よ」

　それならば『全ての戦争オールオブウオー』は『いつか起こるかもしれない』という曖あい昧まいな状態を維い持じできるらしい。

「お、おう？」

　やっぱりよく分からないが……。

「まぁ、とにかく今が西暦何年なのかってのを、俺が知らない方がいいってことなんだな？」

「ええ」

　まぁ理り屈くつはともかく、そういうことならその通りにしよう。

「あ、ちなみにそのキャンセラーは脳の電気信号自体に作用するから、視覚情報や触しよつ覚かく情報からもこの時代に関する情報が読み取れなくなるわ」

「なんか凄すごい装置なんだな」

「それほどでも。けど、烈火自身もなるべく気をつけて。たとえば皐月に『今何なん歳さい？』とかデリカシーのないこと訊きかないようにね」

「ちょっ!?」

　いきなり話題を振られ、皐月が慌てる。

　その顔はみるみる赤くなっていった。

「烈火の前で年ねん齢れいの話しないでよ！」

　わりと本気で、皐月が怒ど鳴なる。

「いいじゃない別に。具体的には言ってないんだし。それに私なんて、出会った当初から何百歳とかだったのよ？」

「博士は気にしないかもしれないけど私は気にするの！　しかもこの烈火はまだ高校生なんでしょ!?　余計に知られたくないわ！」

「あっ、ちなみに烈火。皐月は森しん羅らの大だい魔ま法ほうでいろんな魔法を調べられるから、私と同じで見た目通りの年齢とは限らないわよ」

「キャアアアア！」

　皐月は顔を完全に真っ赤にして博士に掴つかみかかる。

「あっ、あっ、あなたねぇ！」

「待って首、首絞しまってるから……しょうがないのよ。ヘタに烈火が頭の中で皐月の今の年齢が何歳かなとか考えて、それが知識として固着したらマズいの」

　博士は皐月の腕うでをパンパン叩たたきながら説明する。

（確かにちょっと考えてたかも）

　だいたい大学生か新社会人くらいの歳かな、とか。

　皐月はとりあえず掴みかかっていた腕を離しはしたが、しばらくフーッフーッと博士を威い嚇かくするように睨にらんでいた。

「え、えーとちなみに宇宙では不ふ老ろう長ちよう寿じゆの手術とか、異世界なら不死の霊れい獣じゆうから作った妙みよう薬やくとか、あとは私みたいにクローンに人格転写とか、いろんな技術やアイテムが氾はん濫らんしてるから、ほかの『ヒロイン』と会った時も何歳だろうとか考えないようにね？」

「りょ、了りよう解かい」

　俺はふたりのやり取りにやや気け圧おされながら頷く。

　マンガとかではよく見るけど、歳の話ってのは女の人にはやっぱＮＧなのか……。

　アールがいたら何かしらのツッコミが飛んできそうである。

「……」

　その代わりに、エルが呆あきれ果はてた目で俺たち三人を見つめていたが。

「あー、それで何の話だったっけ？」

　博士が首の辺りを擦さすりながら言う。

「確か、今の時代がどういう状況か、って話じゃなかったか？」

「あー、そうそう。この時代についてね」

　ようやく話が最初に戻る。

「この時代について話すなら、やっぱり『全ての戦争オールオブウオー』の始まりをいくらか話しておく必要があるわね」

「『全ての戦争オールオブウオー』の始まり……」

「そうね。と言っても、何か大きな核かく心しんや事件があったというわけではないのだけれど」

　博士はそう前置きする。

「……」

　皐月は横で、黙って話を聞いていた。

　その表情は沈ちん痛つうだ。

　博士は話し始める。

「最初は、ただの、いつも通りの烈火の取り合いかなと思ってたの。積極的な子も多かったし、彼かれを挟んでの軽い諍いさかいなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだったから」

　それはまぁ俺にも覚えが山程ほどある。

「だいたいいつもは烈火が仲ちゆ裁うさいに入ってそれで終わり、って感じだったんだけど……段々と『ヒロイン』同士のぶつかり合いが増えていったの。それでもまだ、誰も違和感には気づかなかった」

「……」

　まぁ、俺の日常を思い返してみても、たとえば皐月とイリスが喧けん嘩かするなんてしょっちゅうだ。

　おまけに未来の俺とやらは、俺よりもずっと多くの『ヒロイン』を助けていたと聞く。

　そうなると〝日常〟の騒さわがしさは俺の比ではなかったのだろう。

　博士や皐月が気づかなかったとしても仕方がない。

「で、口論とかが増えていく中で、徐じよ々じよに盤ばん外がい戦せんとかも増えていったの。誰かが用意してた烈火へのプレゼントがなくなったとか、明らかに誰かの仕し業わざと分かる嫌いやがらせがあったとか」

「……！」

　何とも言えず、俺は沈ちん黙もくする。

　俺おれの周りでは、そういう……言葉は悪いが、こう、陰いん湿しつな、密ひそかに人を貶おとしめる、みたいなこと、なかったと思うから。

「あっ！　言っておくけど、それまではそんなこと、全然なかったのよ！」

　俺の表情で察したのか、博士は慌ててフォローを入れる。

「こほんっ。とにかく、なんだかそういうことが増えていって、烈火の知らないところで『ヒロイン』同士が険悪になるなんてケースが積み重なっていったの」

　それまでは、何かあっても未来の俺が間に入って仲裁していた。

　けれど、そういう手の届かない場所での諍いが広がっていって、徐々に対処が遅おくれるようになっていったらしい。

「そうしてみんなのフラストレーションがたまりにたまったところで、ふたつの大事件が起こったわ」

「ふたつの大事件？」

「ひとつは、大銀河連れん邦ぽうの中心議会テロ事件」

「テロォ!?」

　思わぬ物ぶつ騒そうな単語に驚きよう愕がくしてしまう。

「しかも大銀河連邦って……イリスは大丈夫だったのか？」

「……イリスさん本人は無事だったわ。でも、彼かの女じよのお父さんは……」

　皐月が横から小さな声で答える。

「……！」

　彼女が言えなかった最後の部分を、俺は表情から察する。

　イリスの親おや父じさんとは俺も会ったことがある。

　あの人は大銀河連邦の一席を担ってた。中心議会だかなんだか知らないが、ともかくそういう集まりがあったのなら、きっと参加していたのだろう。

　そこでテロに巻き込まれて、そして……。

「もちろん、それだけでも充じゆう分ぶん大事件よ」

　言葉を失う俺に対して、博士は話を続ける。

「けど、さらに運が悪かったのか、あるいは意図的なのか、その中心議会には偶ぐう然ぜん、烈火、あなたも来ていたの」

「いっ!?　な、何で俺が？」

「イリスが強ごう引いんに連れて行ってたの。あなたをお父さんに会わせて、まぁ、何かしらの既き成せい事実というか、将来の約束を取りつけようとしていたみたい。その辺りは本人の言だから、何とも言えないけど」

「イリスならやりそうだ……」

　俺は若干脱だつ力りよくしながら頷く。

　それにしても間が悪いってレベルじゃ……いや、博士の話じゃ、あるいは意図的に狙ねらわれた、かもしれないのか？

「で、その最中に未来の烈火が行方ゆくえ不明になってしまったのがふたつ目の大事件」

「そこで未来の俺はいなくなったのか……」

　さらわれたのか、跡あと形かたもなくなったのか。

　後者はあんまり想像したくねーな。

「そして、大事なのはここからなんだけど……」

「ああ」

「件くだんの大事件が起きたあと、急に『ヒロイン』たちの間でとある噂うわさが流れ始めたの」

「噂？」

　俺はオウム返しに尋ねる。

「そう――誰だれかが烈火を隠して独どく占せんしている、ってね」

「！」

　そういえば時間跳ちよう躍やくの最中にも、似たような話は聞かされていた。

　未来の『ヒロイン』たちは、誰かが未来の俺を独占していると疑い、互たがいに争あらそっていると。

「全員が全員、その話を鵜う呑のみにしたわけじゃないわ。でも、『ヒロイン』全員の間にたまっていたフラストレーションが、それで爆発したの」

　恋こいの鞘さや当あてに近かった諍いは、段々と争いへと発展していった。

　互いが互いを疑い、疑ぎ惑わくばかりが膨ふくらむ。

　その疑いは、やがて傷心のイリスにも向けられた。

「どうしてイリスに？」

「烈火がいなくなった時、一番近くにいたのがイリスだから。それに、元はと言えば烈火をあそこへ連れて行ったのも彼女。何かを企たくらむなら、彼女が一番都合のいい立場にいた」

「でも！　イリスの親父さんはその時のテロで……！」

「ええ……だからこそ、イリスの怒りは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものがあったわ」

　疑いの目を向けられたイリスは怒り狂くるった。

　彼女は自分を疑った『ヒロイン』を逆に疑い、烈火を奪うばった犯人捜さがしに躍やつ起きになったらしい。

　だが、イリスに疑われた『ヒロイン』も黙ってやられているわけがない。

『ヒロイン』同士の争いはやがてシャレで済まない領域に足を突っ込んでいった……。

「……ん？」

　そこでふと気づく。

　俺の目は自然と、この部屋にいる皐月へと向けられた。

「ちょっと待った。ていうか、人捜しなら皐月っていう、森羅の大魔法使いがいるじゃねーか」

　森羅の大魔法はこの世のアカシックレコードにアクセスする魔法だ。

　アカシックレコードにはこの世の過去から現在までが全すべて記されている。

　当然、俺の居所など一発で分かるはずだ。

「それはまぁ……そうなんだけど、ね」

「……」

　博士と皐月は微び妙みような顔をする。

「？　あれ、何か間ま違ちがったこと言ったか？」

「ううん。間違ってないわ。でも……」

　皐月は悔かい恨こんするようにそう述じゆつ懐かいする。

　当時、彼女も同じように考え、いない未来の俺の代わりにみんなを仲裁しようとしたらしい。

　だが。

「私の森羅の大魔法をもってしても、あの時烈火の居場所は分からなかったのよ」

「……何だって？」

　俺は眉まゆを顰ひそめる。

「そんなことあり得るのか？」

「あり得ないはずだったわ。ただ、そんな言葉であの時のみんなをなだめることはできなかったの」

　未来の俺が救った『ヒロイン』の数は数百にのぼると聞く。

　それはつまり、関かかわった『物語』の数も膨ぼう大だいということだ。

『物語』が膨大であれば、当然その舞ぶ台たいもまた膨大。

　それこそ俺以上に宇宙の隅すみ々ずみの星や、異世界の数々、地球上の表に出ない裏世界や失われた文明、オーパーツ、超ちよう技ぎ術じゆつ、遺失魔法にその他諸々、数え上げればキリがないほどのとんでも異能やアイテムが目め白じろ押おしだったに違いない。

　そしてそれは、中には森羅の大魔法からすら波乱烈火を隠し通せる裏技を、誰かが持っているかもしれないという疑惑を生むには充分な根こん拠きよだった。

「森羅の大魔法もあくまで魔法の一種には違いないわ。魔法から身を護まもったり、あるいは探査魔法から逃のがれるだけの方法ならたくさんある。同じ魔法や科学技術、異世界のアイテムでもそれは再現可能だわ。同じように、森羅の大魔法からも逃れる術を誰かが密かに用意していたとしても、何の不思議もない」

　いわゆる悪あく魔まの証明だが、そんな裏技はないと、誰にも立証できなかった。

　虱しらみ潰つぶしに調べ尽くそうにも、助けられた『ヒロイン』と『物語』の数が逆に足あし枷かせとなって、それも現実的にほぼ不可能。

　そうして誰にも止める手立てのないまま争いはドンドン大きくなり、『ヒロイン』と『ヒロイン』だけの争いだったはずが、やがて組織と組織、世界と世界、次元と次元の争いになっていってしまった。

「……なるほど。分かったよ。『全ての戦争オールオブウオー』の始まりって奴やつは、だいたい」

　重い、重い話だった。

　自分が無関係とは言えないところが、余計に。

（アールの奴、わざと冗じよう談だんっぽく俺のせいで起きた戦争とか言ってたんだな……）

　今になって彼女の気き遣づかいが分かる。

　大袈裟すぎる話は、リアルな話をされるよりも冗談っぽく聞こえるため、心的ダメージが低い。

　出会った直後というのもあっただろうが、彼女は俺にショックを与あたえないように気遣ってくれていたのだろう。

「そういった流れで『全ての戦争オールオブウオー』は起きて、で、今に至るわ」

「『全ての戦争オールオブウオー』を止めるために『機関』ができて、〝穏おん健けん派は〟と〝強きよう硬こう派は〟が争ってってことか？」

「そう」

　博士と皐月は頷く。

「で、この時代の情勢について覚えておいて欲ほしいことがひとつ、いえ、四つあるわ。それは、この世界における四つの派は閥ばつについてよ」

「派閥？　それって、〝穏健派〟〝強硬派〟みたいな？」

「そうよ。というか、そのふたつも四つの派閥に含まれるわ。私が言いたいのは要するに、この世界における『波乱烈火及および全ての戦争オールオブウオーに対する思想の派閥』だから」

「俺に対する思想？」

　また何か難しそうな話だ。

「そう構えることはないわ。そこまで難しい考えでもない。まず〝穏健派〟は知っての通り、烈火の生存を望み、烈火の決断によって『全ての戦争オールオブウオー』を根本から解決しようという思想よ」

　俺の決断というのは、要するに誰かひとりの『ヒロイン』を選んで、ということだろう。

「次に〝強硬派〟。これも知っているでしょうけど、烈火の死を望み、烈火の殺害によって『全ての戦争オールオブウオー』の根本を取り除こうという過激な思想。もっともこれは過去への渡と航こう手段を持つ『機関』内で生まれた分派で、対外的にはあまり知られてないわね」

「……」

〝強硬派〟にはいろいろされてきたので、あまりいい感情を持たない。

　俺自身命を狙われたのもそうだし、エルを誑たぶらかしたり町を破は壊かいしたり、ついには皐月（目の前に未来の皐月もいるからこの言い方はややこしいが）たちまでさらった。

　だが根っこにあるのは戦争の終結――世界平和なのだと考えると、絶対悪というわけではないのかもしれないが……。

「で、ここからははじめて聞くだろうけど、三つ目は〝戦争派〟。要するに『全ての戦争オールオブウオー』を続けて何もかも決着をつけましょうって思想」

「戦争をやりたいなんて奴らがいるのか？」

「……ある意味で、未来の烈火とあなたは別人だからね。中には、『別人の判断で私たちの恋の行く末まで決められたくない』って思う『ヒロイン』もいるわ」

「……」

　そうか。それは、確かにある意味でその通りだ。

　未来の俺と、この俺は人格的に別人だ。

　俺が、たとえば『ヒロイン』の誰かを好きになったとして、未来の俺もその『ヒロイン』が好きであるとは言えない。

　そこに不満を覚える『ヒロイン』がいないわけがないだろう。

　戦争を続けるのが正しいとは思わないが、彼女たちの考えを別人の俺が非難するのもお門かど違ちがいだ。

「最後に四つ目。これは、私たち〝穏健派〟に近しい〝平和派〟ね。『機関』のやり方を全面的に支持するわけではないけれど、戦争自体はもういい加減終わりにしたい、そんな思想よ。わりと中立に近いけど、〝平和派〟でも戦争自体は続けている国や勢力はあるわ」

〝穏健派〟。

〝強硬派〟。

〝戦争派〟。

〝平和派〟。

『全ての戦争オールオブウオー』が続く中で、多くの主義主張や思想が生まれたり消えたりしたが、今現在においては概おおむねこの四つの思想が世界の主流らしい。

「ただこの四つのどこにも属さない、それどころか烈火の奪い合いから始まった『全ての戦争オールオブウオー』の趣しゆ旨しも知らない、なんて連中も戦争に加わっているわ。中には、なぜ戦っているのかすら知らない人たちもいるはずよ」

「なんだよそれ、そんなの……」

「もちろん、ヒドい話だわ。でも、『全ての戦争オールオブウオー』は文字通り全てを巻き込んで、大きくなりすぎて、もはや終着点が誰にも分からなくなってるの。だから、そういった悲劇も多く生まれてくる……」

「……」

　俺は言葉もなく、ただ拳こぶしを握にぎり締しめた。

　ずっと、ずっと前から話に聞いていた『全ての戦争オールオブウオー』。

　俺にとって、『全ての戦争オールオブウオー』は遠い未来の話だった。

　曖昧で、どこか現実感のない出来事。

　だが、その、具体的な話を聞いて、否いやが応おうでも現実味が増す。

　それでも、俺は未来に来て、まだこの部屋の外にすら出ていない。

　外に出て、未来で起きている出来事をこの目で見れば、話に聞いただけでツラくなるようなこの気持ちは、さらに重く俺にのしかかるだろう。

「……」

　博士の話で、未来の状じよう況きよう、『全ての戦争オールオブウオー』のあらましはおおよそ把は握あくできた。

「……とまぁ、未来の話はここまで。ここからは、過去で起きた事件の解決のための話し合いをしましょう」

　博士はそう言って話を区切る。

　過去で起こった事件……つまり、俺の町が〝強硬派〟に襲しゆう撃げきされた事件と、過去の『ヒロイン』たちの誘ゆう拐かいだ。

　皐月も博士から俺がここにいるというメッセージを受け取った時に、過去で起きた事件については一いつ緒しよにテキストが添てん付ぷされていて、把握しているらしい。

「とりあえず、まずは試ためせるところから試しましょう。皐月の森羅の大魔法で、烈火の『ヒロイン』がこの時代のどこにいるか調べてもらえる？」

「やってみるわ」

　そう言って、皐月は森羅の大魔法を起動する。

　青い魔ま力りよくが光を放ち、室内に溢あふれる。

　その光は突とつ如じよとして矢のように部屋の天てん井じようを突つき抜ぬけ、天へと昇のぼった。

　そうして、彼女の魔力がアカシックレコードにつながる。

　しばらくして……。

「……ダメね。まるであの時みたいにアカシックレコードにも彼女たちの居所が検けん索さくできない」

「そう。予想はしてたけど、やっぱり〝強硬派〟の黒幕が絡からんでるのかしら。あいつに関する情報も森羅の大魔法で調べられないし、何か情報をシャットアウトする手段を持っているのか……」

　博士は小さくため息をつく。

「でも、逆に言えば、その黒幕が今回の件に深く関わってる可能性が高くなったんだろ？　だったらまずは、〝強硬派〟の拠きよ点てんに乗り込む方針で手段を考えないか？」

「現状、ほかにアテもないわね。でも、それだって簡単じゃないわよ？　なにしろ私たち、たったの四人しかいないし」

　博士の言うことはもっともだ。

　あんな巨きよ大だいロボを所有している組織を相手に、さほど戦せん闘とう力りよくに特化した面子メンツでもないこの四人で乗り込むのはあまりに無む謀ぼう。

　だがそれはある意味でいつものことだ。

　俺に力が足りないのは通常運転。

　なら、俺が最初にやるべきことは……。

「まずは仲間を増やそう」

「仲間を？」

　俺のセリフに、博士と皐月は少し首を傾かしげる。

「未来の俺がどうなのか知らないけど、俺は基本的に無力だ。誰かの助けがなけりゃ何もできない。だから、何をするにしてもまずは仲間の助けが必要だ」

　我ながら随分情けないことを言っている気がするが、まぁ事実なのでここは断言しておく。

「でも、その仲間のアテってあるの？」

「そりゃまぁ、俺が頼たよれるのは『ヒロイン』しかいない。この時代の『ヒロイン』に協力を仰あおいで、仲間になってもらう」

　俺は続ける。

「必ず説得できるかどうかは分からないけど、とにかくまずは説得できる可能性の高いところから順に当たっていこう」

　俺は博士たちの顔を順に見る。

「皐月以外にも、俺と未来の俺とで攻こう略りやくした『物語』がかぶっている『共通ヒロイン』って、たぶんまだほかにもいるんだろ？　さっきイリスの名前も出てきたし」

「ええ、それはいるけれど」

　俺の質問に博士は首しゆ肯こうする。

「まずはそこから当たっていこう。同じ『物語』を経へてるなら、ある程度はこの俺ともつながる部分があるはずだ」

　さっきの皐月ではないが、俺と未来の俺が『同じ別人』であることを最大限に利用して、『ヒロイン』たちの感情に訴うつたえていき、説得するのが一番成功の可能性が高いと思う。

「できれば……そうだな。さっき言ってた〝穏健派〟か〝平和派〟の中で、そういう『共通ヒロイン』っていないか？」

「少し待ってて。今すぐ『機関』の端たん末まつからリストを出すから」

　そう言って博士は部屋のコンソールをイジり始める。

　その時ふと視線に気づいて、俺は皐月の方を見た。

　彼女は、ほんの少しだけ微笑ほほえんで、

「……やっぱり、烈火なのね。本当に頼もしくて、なんだか泣きそう」

　と、潤うるんだ瞳ひとみで呟つぶやいた。
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第四章　未来の絆きずなを探す旅







　未来の『ヒロイン』の協力を募つのる。

　ひとまずの方針は決まったとはいえ、そのためにはまず外に出なければならない。

　俺もまぁ別人とはいえ『波なみ乱だれ烈れつ火か』だ。

　ヘタに見つかって正体がバレると大変な騒ぎになる。

　ただでさえ博士は『機関』に無断で俺を未来に連れてきたのだ。

　この本ほん拠きよ地ちを出るまでの間、正体をしっかり隠かくし通さなければならない。

　それは一時〝強硬派〟に鞍くら替がえしていたエルも同じだ。

「まぁ、エルが〝強硬派〟側に属していたのは、私とアールで隠してたから、そこは問題ないんだけどね」

「そうなのか？」

「ええ」

　さらりと頷うなずいているが、結構それって危ない橋を渡わたってるんじゃ？

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、博士とアールならそれくらいやりそうだという気もした。

「……ちょっと待って、私それ初耳よ？」

「あらそう。じゃあ黙だまっててね、皐さ月つき」

「はあ、まぁいいけど」

　皐月はため息をついて頷く。

「でも、エルがずっと行方不明だったのには変わりないでしょう？　私だってさっきここに呼ばれた時に聞かされて驚おどろいたんだから」

「……あんまりそうは見えなかったけど？」

　エルはジト目で皐月を見上げる。

「そ、それは、その……烈火がいたから」

　皐月は言いにくそうに指をツンツンと合わせた。

　どうやら俺との再会に気持ちを全部持って行かれて、エルに対するリアクションが取れなかったようだ。

　なんだか俺も恥はずかしくなって頬ほおを掻かき、エルはさらにジト目になった。

「こ、こほんっ。と、とにかく、エルのことを知ってる職員はここにはたくさんいるんだし、見つかったら騒ぎになるのは変わらないわ」

　まぁ、行方不明だった人間が突とつ然ぜん帰ってくれば、そりゃ大おお騒さわぎにもなるか。

　結局、俺もエルも正体を隠す必要があるようだ。

（ハリッサがいれば透とう明めい化かの魔ま術じゆつでこっそり出られるんだが……）

　こういう時のいつもの解決法とハリッサの顔を思い出す。

　早く、過去の、この俺の『ヒロイン』たちも見つけ出さなければ。

　と、そこでエルが、

「偽ぎ装そうホログラム装置ならあるわよ」

「何だそれ？」

「ホログラムを投とう影えいして姿を偽装する装置よ」

　そう言ってエルは小さなクリスタルを取り出す。

「こうやって頭の上に浮うかせて」

　エルの言う通り、彼女がクリスタルを掲かかげるとその小さな結けつ晶しようは自分で宙に浮いた。

　それからほんの一瞬点てん滅めつしたかと思うと。

　突然、エルの姿が怖こわいヤクザに変わった。

「うわっ！」

「こんな感じよ」

　ヤクザの口の動きに合わせてエルの声が聞こえる。

　かなりシュールだが、声も声帯模写で変えられるそうだ。

「身長まで変えられるって便利だな」

「皮ひ膚ふの上に直接偽装スキンをかぶせてるわけじゃないから」

　要するに頭上のクリスタルが光の屈くつ折せつなどを操あやつって、エル自身の姿を消しつつ、別の姿を空気中に映し出しているらしい。

　口の動きや仕草などはエルのモーションがトレースされるため、かなり自然に動かすことができるそうだ。

　ほかにも何か物を持った場合、上う手まくホログラムの方が持っている風に対応してくれるそうだ。

　ただし、その持った物を使う場合は注意がいるらしい。

　たとえばレーザー銃じゆうをただ持っている分には問題ないが、実際に撃うつ場合、放たれるビームの発射点は当然エル本人が構えている銃から発射される。そのため、身長差のあるホログラムを投影していた場合、レーザーの発射点がズレる。

　ほかにもあくまでホログラムなので、他人から物理的に接せつ触しよくされるとバレてしまう。

「鍵かぎを開けたりコンソールをイジッたりするくらいは問題ないけどね」

　それくらいなら装置の方が上手くフォローしてくれるそうだ。

　要するに、何かを射出するような道具を使う時は注意が必要ということらしい。

「あと問題は、この装置が一個しかないのよね」

「っておい、それが一番問題じゃねーか」

「しょうがないでしょ。予備にもう一個持ってたのに、あのグレムリンの子に壊こわされちゃったんだから」

「グレムリン……ファムか」

　ファムは機械類を狂わせるグレムリンという種族だった。

　普ふ段だんは額当てでその能力を抑おさえていたはずだが……エルはファムに何をやらかしたんだ？

　まぁ、それは措おいておくとして、装置がひとつしかないのは困る。

「博士か皐月はこの偽装ホログラム装置ってのは持ってないのか？」

「ないこともないけど、『機関』の備品ね。使用には申しん請せいがいるわ。今はどこも混乱してて業務どころじゃないし、勝手に持ち出そうとして警報でも鳴ったらさらに面めん倒どうに……」

「うーん、なるべく穏おん便びんに外に出たいところだしなぁ……」

　俺はちょっと部屋を見回す。

　肝かん心じんの外がどうなってるか見てみたかったのだが……生あい憎にくとここには窓がなかった。

「なぁ、そういやこの本拠地って宇宙にあるって話だけど、どこかの惑わく星せいに建てられてるのか？」

「いいえ、違ちがうわ。ここは宇宙コロニーよ」

「コロニーっていうと、あれか、宇宙に浮かぶ居住地的な」

　某ぼう有ゆう名めいアニメのイメージを思い出しながら俺が呟くと、だいたいその通りね、と博士は頷いた。

『機関』の本拠地であるコロニーは意外と大きなものでもないらしく、広さ的には俺が住んでいた町の四分の一ほどの大きさらしい。

　職員は千人弱で、全員がコロニー内で生活しているとのこと。

「ちなみに、この部屋もコロニー内の職員居住ブロックにあるわ。宇宙へ出るための宇宙船は隣となりのブロックよ」

「了解」

　しかしここが宇宙コロニーとなると、宇宙船か宇宙服でもないと外に出られないってことになる。

　こう、俺とエルだけ適当な窓から外に抜け出して、博士と皐月には宇宙船を取ってきてもらい、どこかで拾ってもらうというプランは使えなそうだ。

　やはり全員でコロニー内を移動して、宇宙船に乗り込む必要がある。

「……しゃーない」

「「「？」」」

　ため息をついた俺に、三人が首を傾げる。

　この策はあんまり言いたくなかったんだよなぁ……エルが嫌がりそうだから。

　まぁ背に腹は替かえられない。

「えーと、エル。ひとつ提案なんだが」

「……」

　言いにくそうに切り出した俺に対して、何かを察したのかエルは心底嫌そうな顔をしつつ耳を傾かたむけてきた。





▽






　俺たちは博士を先頭にコロニーの廊ろう下かを歩いていた。

　廊下もやはり博士の部屋と同じく機械的な外装の壁かべや床ゆかをしていて、イリスの宇宙船内の通路みたいな雰ふん囲い気きがする。

　相変わらず廊下に窓はなく、微妙に息が詰つまりそうだ。

　なんて思ってたら。

「……ぐえっ」

「ちょっと、変な声出さないでよ」

「いや、エル、首絞しまってる。太もも緩ゆるめてくれ」

　俺は頭上に向かって小声で話しかける。

「アンタがフラつくのが悪いんじゃない」

　エルはブツブツと呟きながら、俺の肩かたに乗せた脚あしの力を抜いた。

「烈火。エル。ふたりの会話は外に駄だ々だ漏もれなんだから、なるべく喋しやべらないでね。私から見ると独り言言ってるみたいに見えるわ」

　おっと。

　俺は皐月に注意され、慌あわてて口を噤つぐむ。

　ひとつしかない偽装ホログラム装置をどうするか？

　その解決法として俺が提案したのは、俺がエルを肩かた車ぐるまする、という案だった。

　これならエルの頭上の偽装ホログラム装置を浮かべれば、理り屈くつ上ひとつの装置でふたりとも姿を変えることができる。

　モーショントレースの設定などを少しイジる必要があったが、それは博士がやってくれた。

　ついでに部屋を出る時にボロボロの服を着き替がえてきたが、偽装ホログラム装置を使っているので今のところあんまり意味なかった。

　肝心の外見については、適当に居住ブロックから離はなれた場所で働いている男の職員の姿を借りることにした。

　件の職員の外見は博士がコンソールから呼び出した写真から取り込んだ。

　ちなみに上半身の挙動はエルが、下半身の挙動は俺が担当する形になっている。

　ただ皐月の言う通り、声は基本駄々漏れだ。

　今みたいに俺とエルが会話すると、大の男が独り言を言いながら歩いているように他人からは見えてしまう。

（ていうか、声帯模写はエルしかできないんだし、俺はずっと黙ってた方がいいのか）

　さっきのはちょっと迂う闊かつだった。

　幸い、廊下を行き交う職員たちの中で、俺たちに注意を向けている人はいない。

　誰も彼かれも忙いそがしくて、他人に構っている余よ裕ゆうはないといった風だ。
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〝強硬派〟の襲撃による混乱状態は未いまだに続いているらしい。

　博士はこんな混乱の中、過去の俺おれの許もとへと来てくれたのか。

　彼女が迅じん速そくに行動してくれなければ、俺は今でも〝強硬派〟から続々と送られてくるロボットの大軍に追いかけられていたかもしれない。

　奴らも、ターゲットである俺がこの時代にいる以上、もうロボットを過去へ送るような真ま似ねはしていないだろう。

　そういう意味で、俺が未来に来ただけで、少なくとも現代の世界は危機を脱だつしたと言える。

　でも、それだけじゃきっと足りない。

　さらわれた『ヒロイン』を取り返すのは当然として、この未来の諸問題も、何かしらの解決をしなければ。

　そうしなければ、今回のような事件は何度でも起こる。

　何度も何度も俺の町を壊されちゃたまらない。

　何としても、この事件の黒幕を倒たおさなければ。

「……」

　廊下の角を何回か曲がり、エレベーターで下へと降りると、目的の宇宙船格納庫に到とう着ちやくした。

（デカっ）

　さすがと言うべきなのか、学校の体育館など比べものにならない広さだった。

　天井なんて首を九十度仰あお向むけないと見えない。

　そんな広い空間に、見える範はん囲いだけで二十基以上の宇宙船が、数人乗りの小型船から百人以上乗れそうな大型船まで所ところ狭せましと並んでいた。

「ごめんなさい。いいかしら」

　博士は出航を管理している受付に声をかける。

「はいはいはいどなた、って、あっ！　ラピュータ博士。ど、どうされましたか？」

　受付の人は書類から顔を上げ、相手が博士と知ると慌てたような表情で応対し始めた。

　どうやらこの人も何か別の仕事を片づけている最中だったらしい。

　本当にどこもてんやわんやの大おお忙いそがしのようだ。

「ちょっと××××の方から呼び出しがあったわ。私が直接出向くから、小型宇宙船を一基用意してちょうだい」

　××××のところは、何か奇き妙みような発音で聞き取れなかった。たぶん宇宙語とかだろう。

　まぁ、何にせよ呼び出しというのは口から出任せに違いない。俺たちはとにかく移動するための宇宙船が欲しいだけなのだから。

「博士が直接ですか？」

「今回の件でね。事情説明が必要なのよ。あそこからの支し援えんを切られたらウチらは立ちゆかなくなるわ。だから、私がね」

「なるほど。少々お待ちください」

「亜あ光こう速そくワープ搭とう載さいのにしてね」

「分かりました」

　受付の人はガサゴソと机から何かを引っ張り出し始める。

「えー、搭とう乗じようするのはラピュータ博士に」

「大おお友とも皐月」

「エ……じゃなくて、オルマット・ディーンズ」

　エルは自分の名前を言いかけたが、偽装した男の職員の名前をキチンと名乗った。

（ふぅ、危ない）

　一瞬ヒヤッとしたが、受付の人にはバレなかったようだ。

　そのまま受付は済み、博士は小型宇宙船のキーを受け取る。

「ありがとね」

「いえ、お疲つかれ様さまです」

「それじゃあ――」

　博士は受付の人に軽く手を振ふって、俺たちと格納庫の方に下りようとして。

　急にピタリと固まった。

「？」

　何だと思って俺とエルも彼かの女じよの視線を追う。

　すると。

「……あれ？」

　すぐそこに、ちょうど格納庫の下から階段をのぼってきた男性が立っていた。

　ん？　いや、待てよ。

　なんか見覚えがあるような……それもつい最、近っ!?

　ていうか、もしかして！

（げっ、本物!?）

　思い出してみれば、博士に見せてもらったオルマット・ディーンズの写真そっくりだ。

　それより何でここに……？

　博士の話じゃ、居住ブロックとかから離れた場所で働いてるはずじゃ。

　いや、あるいは今『機関』が混乱状態だからこそ、普段は行わないような業務もたくさん発生しているのかもしれない。彼も何か突とつ発ぱつ的てきな用事が生まれて、偶ぐう然ぜんここへ来ていたのかも……！

　どっちにしろマズい状況だ。

「あれ？　オルマットさんが、ふたり？」

　受付の人も同じ男がふたりいるのに気づいたようだ。

　空気が固まっている。

　予想外の事態に、みんな動けなくなっているようだ。

（誤ご魔ま化かす？　いや）

　適当な言い訳でゴリ押おすこともできるかもしれないが、失敗した時のリスクが高い。

　ここで変にこじれれば、外へ出る手段の一いつ切さいを失う可能性すらある。

　何としても宇宙船は手に入れなければならないのだ。

「走れ！」

　俺は叫さけんで、呆あつ気けに取られているオルマットさんに足あし払ばらいをかけた。

「うわっ！」

　不意をつかれた彼は驚いて倒れる。

　俺はエルを下ろし、まだ動けないでいる博士と皐月を振り返った。

「ついてこい！」

「「！」」

　強い言葉で怒ど鳴なると、ふたりはビクンッとしたのちにようやく走り出した。

　俺は彼女たちを先に行かせ、最後に階段を駆かけ下おりる。

「だ、誰だれか！」

　後ろから、受付の人が叫ぶ声が聞こえる。

　同時に、格納庫内にアラーム音が鳴なり響ひびいた。

「れ、烈火!?　ど、どうするの!?」

「いいから宇宙船はどれだ!?」

　俺は博士に向かって叫ぶ。

「43……43……あ、あれよ！」

　博士は一基の小型宇宙船を指差す。

　俺たちはその43の数字が刻印された宇宙船目指して走る。

　博士がカード式のキーを扉とびらのパネルにかざすと、ブンッと扉が消えた。

　俺たちが中に入ると再び扉が現れ、船内の明かりが自動で点つく。

　そのまま俺たちは操縦席のあるコクピットへとドタドタと駆け込んだ。

「よし！　このまま飛び立て！」

「無む茶ちや言わないでってば！」

　操縦席に座すわった皐月は悲鳴をあげる。

「管制室から出ないと格納庫のハッチは開けられないわ！」

「む……んじゃなんかビームとか撃てないのか？　それで穴開ければ……」

「そんなことしたら格納庫にいる職員が宇宙に投げ出されちゃうでしょ！」

「あ、そうか。ここ宇宙だったな」

　穴を開けたりしたら宇宙に吸い出されて、その勢いで人が飛ばされてしまう。

　となると、ちょっと参ったな。

「……いちおう、外がい壁へきには自動修復機能があるからコロニーそのものは大だい丈じよう夫ぶでしょうけど、近くにいる何人かは巻き込まれるでしょうね。警報のせいで人が集まってきてるし」

「そりゃマズいな……」

　緊きん急きゆう事態とはいえ、無関係な人を巻き込むわけには……。

「皐月」

「何？　烈火」

「ほら、確かこの宇宙船にはワープ機能がついてるんだろ？　それ使って、格納庫内から外にワープできないか？」

　そうすれば格納庫のハッチが開かなくても外に出ることができる。

　その案に、博士も乗ってきた。

「それなら可能かもしれないわ。ショートワープを使って外に出ましょう」

「ショートワープにだって、ある程度船体を加速させる必要があるでしょう？　そんなの無理よ」

「格納庫内を旋せん回かいしながらスピードを上げればギリギリ何とかなるわ」

「そんなアクロバティックな操縦できると思う!?」

「頑がん張ばって」

「頑張ってどうこうなるレベルじゃないわよ!?」

　博士の提案に皐月は激しく反対した。

「……ねぇ、やっぱり一度降りて、みんなを説得した方がよくない？　偽装ホログラムの件は見み間ま違ちがいってことにするとか」

「廊下にも格納庫にも監かん視しカメラがあるわ。誤魔化すのはちょっと無理があるわね」

「あそこで逃にげたのは、俺の判断ミスだったか……」

　俺たち三人が焦しよう燥そうに駆られながら頭を悩なやませていると。

「しょうがないわね。どいて」

　エルが、グイグイと皐月を押して、自分が操縦席に座った。

「私がやるわ」

「エルが？　でもお前はその……ドジっていうか」

「誰がドジよ！」

　心配する俺に食ってかかるエル。

「言っておくけど、転んだりするのはこの子供の体のバランスが悪いだけなんだからね」

　エルは不ふ機き嫌げんになりながら、着物の袂たもとから一本のケーブルを取り出す。

　それから、そのケーブルを操縦席のコンソールに挿さした。

「私は人工生命体よ。このタイプの宇宙船なら、電子的アプローチでも操縦できる。私の演算能力があれば、ショートワープくらい余裕よ」

「……よし！　頼たのむぞ、エル！」

「私たちはとりあえずシートベルトを締めましょう！」

　博士に言われて、俺と皐月はそれぞれ空いている席に座り、シートベルトで体を固定した。

「行くわよ！」

　エルの声と同時に、宇宙船の船体が動き出した。

　窓の外に少し視線をやると、集まっていた職員たちがわらわらと散っていた。動き出した宇宙船を見て、危険だと判断したんだろう。

　徐じよ々じよに船の高度が上がる。

　地球の飛行機は滑かつ走そう路ろを走って揚よう力りよくを得ないと空に浮くこともできないが、この宇宙船は制止した状態からまっすぐ上へ上じよう昇しようすることが可能なようだった。

　そうして充じゆう分ぶんに船体を浮かせたあと、エルは宇宙船を格納庫内で旋回させ始める。

　そのスピードはドンドン加速していって……。

「うっ、気持ち悪……」

「酔よいそう」

　皐月と博士が青い顔で口に手を当てる。

　俺もわりと吐はきそうだった。

「ちょっとは我が慢まんしてなさい！　跳とぶわよ！」

　エルが叫ぶ。

　宇宙船はすでにショートワープ可能な速度まで加速していた。

　彼女が言った数秒後、船体が不思議な光に包まれ、宇宙船はワープ空間へと飛び込んでいった。

「ふぅ……」

　エルは小さく息を吐きながらケーブルを引っこ抜く。

「で？　これからどこに行くの？　まぁどこに行くにしても、一回ショートワープが終わってからじゃないと次のワープはできないけど」

「目的地の星の座標は皐月が調べてくれてる。俺たちが最初に説得するのは、『全ての戦争オールオブウオー』が始まって以来どの勢力にも属せず、ひたすら中立を保ち続けてる『ヒロイン』――リアのところだ」
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『機関』の本拠地を脱だつ出しゆつして、実時間で約三時間後。

　俺たちの乗る小型宇宙船はとある惑星の近くまで来ていた。

「……あそこにホントにリアがいるのか？」

　俺はやや呆ぼう然ぜんとしながら呟いた。

　件くだんの星はすでに肉眼で見える距きよ離りにある。

　で、その見える星の有り様が問題だった。

　何と言えばいいのか……俺の知ってる知識で例を挙げるなら、太陽系の木星？

　とりあえず、大きさについては措いておくことにしよう。人間のサイズからすれば星なんてみんなデカい。

　まずその星だが、星全体を茶色い雲が覆おおっている。

　雲、というか砂？　まぁとにかくそいつのせいで地表がまったく見えない。

　しかもその雲の色は均一ではなく、ところどころ黄おう斑はんのようなものが見受けられ、微び妙みように渦うず巻まいている様も見て取れた。

「たぶん、あれは砂すな嵐あらしね。星全体が砂の惑星みたい。この分じゃ、地表に光が届いてるのかも怪あやしいわね」

「あの星に人って住めるのか？」

「地球人が何の装備もなく『住める』状態にするとなったら、星を丸ごと改造するテラフォーミングが必要でしょうね。まぁ、キチンと装備さえ調ととのえれば、地表に降りて活動するくらいならできるでしょうけど」

　博士は質問に答え、眉まゆを顰ひそめる。

「……リアは宇宙全体から見ても非常に強力な個体よ。全力を発揮できれば、惑星一個分の軍事力に匹ひつ敵てきするわ。彼女は自分の力を他者に利用されないように、あんな星に隠れ住んでいるんだと思う」

「……とりあえず、行こう」

「リアさんがこの星のどこにいるか調べるわ」

　俺たちは皐月のナビゲートに従い、その砂の星へと降下する。

「うわっ、ホントに砂だらけだな」

　おまけに砂嵐がヒドい。

「ギリギリ、ライトなしでも見えるは見えるけど、砂嵐のせいでロクに視界も確保できないわね」

　明るさは曇くもりの日の外くらいか。

　だが博士の言うように、荒あれ狂くるう砂のせいで一メートル先も見えない状態だ。

「どっちに行けばいいのよ？」

「まずはまっすぐ降下して。大体の座標は合ってるはずだから」

　操縦するエルの傍そばで皐月が細かく指示を出す。

　彼女の森しん羅らの大だい魔ま法ほうがなければ、とてもじゃないがこの星からリアの居場所を見つけることはできないだろう。

　やがて宇宙船は地表近くにまで降下する。

　そこで改めて皐月は森羅の大魔法を使い、リアのいる座標を正確に割り出した。

「ここから五十メートル前進させて。そこに小さな岩屋があるわ」

　前へと進むと、皐月の言った通り小さな岩屋があった。

　自然にできたものというより、地面から突つき出でた岩がん塊かいに横から穴をあけたという感じだ。

「ここにリアが……」

「外に出るには、まず防護服を着てちょうだい」

「分かった」

　博士に従い、俺たちは防護服を着る。

　防護服は全身をすっぽり覆いつつも、俺の知ってるような宇宙服と違い、そんなモコモコとしておらず動きづらい印象はなかった。

　どちらかというとスキューバダイビングに使うような、全身にフィットした服＋頭を覆う防護ヘルメットだろうか。

「リアさんと会うのは私の――ぶりね」

「？」

　今、皐月のセリフが一部唐とう突とつに途と切ぎれた気が。

（ああ、例のキャンセラーか）

　俺は博士に渡され、耳に嵌はめたキャンセラーの存在を思い出す。

　おそらく、話の前後からして皐月は、何年ぶりにリアに会う、みたいなことを言ったのだろう。

　それをキャンセラーが自動的にカットしたのだ。

　どうやらこの装置はしっかりと機能しているようである。

「じゃあ、外に出るわよ」

　そんなことを確かめつつ、博士の先導で俺たちは船から下りる。

「うおっ！」

　物もの凄すごい風だ！

　俺は吹ふき飛とばされないように踏ふん張ばりつつ、両りよう隣どなりの博士と皐月の手を咄とつ嗟さに掴つかむ。

「こりゃ手をつないどいた方がいいだろ。離したらあっという間に迷子になりそうだ」

　たとえ数メートル先の岩屋に行くだけとはいえ、一瞬でも方向を見失えばたちまち遭そう難なんしてしまう。

　それはこの星ではどう考えても致ち命めい的てきだ。

「いちおう防護服にも遭難ビーコンはついてるけど……そうね、念のため、手をつないでましょうか。ほら、エルも」

「私はいいわよ。子供扱あつかいしないで」

「遠えん慮りよしないで。大人だって手をつないでるんだから」

「フ、フンッ！　仕方ないわね」

　博士とエルも手をつないだようだ。

　一方、反対側の手をつないでいる皐月は、なんだか体が強こわ張ばっているようだ。

「皐月？　大丈夫か？」

「え、ええ！　大丈夫よ」

「そうか？　じゃあ行くぞ！」

　俺たちは四人横並びになって歩き出す。

　足あし許もとの砂はまるで新雪のようで、一歩進むごとに地面が沈しずむ。

　危あやうくするとそのまま転んで、風でゴロゴロと飛ばされそうだ。

　絵面は間ま抜ぬけだが、危険度は高い。

　俺はとにかく慎しん重ちように歩を進め、例の岩屋に辿たどり着ついた。

「ふぅ……」

　さすがに岩屋に入ると風が弱まり、飛んでくる砂も入ってこないので視界も確保できるようになる。

　ただ明かりがないため、岩屋の奥おくの方は暗くら闇やみになっていた。

「誰だ？」

　その時、奥から誰すい何かの声がする。

「―――」

　聞き覚えのある声だ。

　今がいつの未来なのかは知らないが……変わってないな。

「どこの者か知らないが……私は誰の側にもつかない。ただみんなが無む駄だな争いをやめてくれるよう祈いのるのみ」

「リア。俺だ」

　俺は岩屋の奥に向かって声をかけた。

「……！　その声は……」

　彼女の声から動どう揺ようが伝わってくる。

「俺だ。波乱烈火だ」

　再度声をかけると、奥から物音がした。

　静かな、よろめくような足音。

　やがて暗闇の中から、よく見知った、長い赤あか髪がみの女性が姿を現した。

　砂除よけのためか、長いベールというかマントというか、体をすっぽり覆えるような布を頭からかぶっているが、その顔はまさしく俺の知る『ヒロイン』――リヴァイアサンのリアだった。

「れっ、か……！」

　リアは赤い髪を振り乱し、俺の方へと駆け寄ってくる。

　そして、そのまま俺を抱だき締しめた。

「うおっ！」

　リアは俺よりも若じやつ干かん背が高い。

　なので、未来の皐月に抱きつかれた時よりも、かなり顔が近く、吐と息いきを耳元に感じる。

「何で、どうして……いつ戻もどって……いや、生きていてよかった」

「えっと……」

　俺は確かに波乱烈火だけれど、彼女の知る【波乱烈火】とは別人だ。

　そのことを説明したいが、嗚お咽えつを漏もらして涙なみだする彼女に、それを俺の口から言い出しづらい。

（ていうか、未来のリアは俺の知ってるリアとほとんど姿形が変わらないな。彼女がリヴァイアサンだからか？）

　未来の皐月は見るからに成長している感があっただけに、これといった変化のない未来のリアと比べると変なちぐはぐ感がある。

　まぁその辺は博士にも考えないで欲ほしいと言われていたので、あまり深く突き詰めないことにするが。

「えーと、リア。申し訳ないけど、その烈火を放してもらえる？」

「……ラピュータ？　それに、皐月？　お前たちもいたのか」

　リアは今気づいたという風に呟つぶやく。

　俺以外のことがまったく目に入っていなかったようだ。

　その様子に、仕方ない、とでも言うように博士は苦く笑しようし、

「あなたをガッカリさせてしまうかもしれないけど、どうか私たちの話を聞いてくれる？　そんなに時間は取らせないから」

　と、頼んだ。
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　数十分後。

「……」

　俺が過去の波乱烈火だと聞いた時はショックそうな表情を浮うかべていたが、俺たちがここに現れた理由を話すにつれ、リアは難しい顔になっていった。

「用件は、分かった」

　リアは小さく頷うなずく。

「じゃあ」

「その前にひとつ約束してくれ」

「？」

「烈火に力を貸すのは構わない。だが、『ヒロイン』同士の戦いに私の力は使わないで欲しい。……私は、あの日々をともに生きたみんなを傷つけたくない」

　あの日々、というのは、この時間軸じくの『ヒロイン』たちと過ごした過去の日々のことだろうか？

　思えば、俺の助けたリアも、『ヒロイン』の中で一番他の『ヒロイン』に対して寛かん容ような性格だったかもしれない。

　それは彼女が、万年を超こえる歳さい月げつを封ふう印いんの中で過ごしたことがあるからなのだろうか。

「ああ。時間軸が違ったって、俺もみんなを傷つけるつもりはない。俺は、ただ全部を助けたいだけなんだ」

「……やっぱり烈火は烈火だな」

　リアは微笑ほほえみ、頷く。

「分かった。私も協力しよう」

「ありがとう、リア」

「ああ、ところで……」

　そこで不意に、リアは頬ほおを赤らめて、

「何か食べ物はあるか？　この星に引きこもってから、もうずっと何も食べてない」

　と、恥はずかしそうに尋たずねてきた。
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「さて、次はどこへ行く？」

　博士がそう言って、『ヒロイン』のリストを寄よ越こしてくる。

　このリストは、俺と未来の俺とで『物語』攻こう略りやくがかぶっている『ヒロイン』たちの名前だ。

「むぐむぐ」

　宇宙船のコクピットの後ろでは、リアが宇宙食をパクパク食べている。

　封印されていた時にも万年単位の断だん食じきをしても大丈夫だったと聞いたことがあるが、食べる時はいくらでも食べられるのがリアだ。

　今は久しぶりの食事を存分に味わっていてもらおう。

「うーん……？」

　俺はリストを眺ながめながら、ふと気づく。

「そういや……なんかこのリストの名前、俺が一学期の頃ころに助けた『ヒロイン』が多いな」

「ん？　ああ、まぁそれはそうね」

　博士は頷く。

「烈火と未来の烈火は、『機関』の干かん渉しようで運命が変わったとはいえ、スタート地点は同じ十六歳さいの誕生日。そこからいきなり運命が百八十度反転したわけじゃないもの」

「そっか」

　確かに、言われてみればそうだ。

『機関』の干渉――『アールの物語』に巻き込まれたか否かの違ちがいはあれど、元々は同じ人間。

　住んでいた場所は同じ地球の日本の片かた田舎いなかだろうし、幼少期の育ち方や交友関係だって同じだろう。

　アールとの出会いがこの俺の運命を変えていたとしても、その変化は徐々にだ。

　最終的に大きく違ったとしても、スタート地点付近の位置取りはそんなに変わらないはず……。

「そういえば」

「ん？」

「前々から気になってたことで、もうひとつ聞きたかったことがあるんだけど」

　俺は博士、皐月、リアの順に顔を見回す。




「俺とみんなが知ってる未来の俺って、実際のところどのくらい違うんだ？」




　俺はみんなに向かって質問した。

　まぁ、違いを知ってどうこうというものでもないんだが。

　自分と違う自分というのは、少し気になる。

　ほぼ完全に興味本位だ。

　三人は顔を見合わせる。

「どのくらい、と言われると微妙に難しいわね」

「外見は瓜うり二ふたつだし」

「根本的な部分は変わらないな」

　彼女たちは口々にそう言い合う。

　ふむ……意外とそんなに変わらないものなのか？

「あっ、でも一個、というか、一点だけ、あなたたちふたりの烈火の間で、大きく違う部分があるわ」

「ん？　それは何だ、博士？」

「それは――」

　博士は、

「――未来の烈火は、もう人間じゃなくなってるわ」

　と、言う。

「……人間じゃ、ない？」

　俺はオウム返しに尋ねた。

（人間じゃないって……どういうことだ？）

　俺は頭の中がクエスチョンマークでいっぱいになる。

　当然のことながら、この俺は純度百パーセント人間そのものだ。

　だが未来の俺は人間じゃないらしい。

　いったい、何があったんだ？

「ごめんなさい。少し言い方が悪かったかもね。正確には、人間を辞やめた、でいいのかしら？」

「同じだろそれ」

　俺はついツッコミを入れる。

「そう？　やむを得ずなのか自らの意志なのかは結構重要だと思うけど」

　博士は頬をかく。

「そうか……。けど、何で俺が、人間を辞めたんだ？」

「それはもちろん」

　博士は自分や皐月たちをそれぞれ指差す。

「『ヒロイン』たちを助けるために決まってるじゃない」

「―――」

「あなたにも身に覚えのひとつやふたつあるでしょう？　『物語』の最中、人間を辞めたり、人じん智ちを超こえたりする、そんな選せん択たく肢しを迫せまられたことが」

「……あるな」

　確かに言われてみればそういう機会はたくさんあった。

　皐月と契けい約やくしていれば森羅の契けい約やく者しやになっていただろうし。

　ロザリンドに血を吸われていれば吸きゆう血けつ鬼きになっていたし。

　レインの星を救った時も、ラウールの不死の肉がなければ、シャーリーの作った薬の効果で肉体は変異して元に戻らなかっただろうし。

　鬼き欲よくの面の呪のろいに負けていれば、俺おれはあのまま鬼になっていたはずだ。

　ほんの少し何かが違えば、俺だって人を辞めていたかもしれない

　こうして考えてみると、よくもまぁ今まで人のままでいられたなぁ……。

「ちなみに、未来の俺は人間辞めて何になったんだ？　吸血鬼か？」

「「「……」」」

　俺の質問に、三人は顔を見合わせ……何かを指折り数え始めた。

「確か森羅の契約者で吸血鬼で精せい霊れい契けい約やく者しやで魔ま神じん犠体者で血契魔ま術じゆつ師しで……えーと、あとは？」

「竜りゆうと水妖と山妖と九きゆう尾びと鬼と魔族と天使と悪あく魔まと第四・第五宇宙生命体と第七次元観測者と……あと何の血を取り込んでましたっけ？」

「サイボーグ化しているのはどことどこだったか覚えていないな。あと古代文明のオーパーツをいくつか内蔵していたと思うが……？」

「うん。もういい。ありがとう」

　想像以上に人間辞めてた、未来の俺。

　つーかもはや一人間どころか、一主人公の枠わくすら飛び出してないか？

　いったいいくつの属性抱かかえ込んでるんだよ、ホントに。

（そんな未来の俺が行方ゆくえ不明って……仮に誰かにさらわれたとして、もはや誰だったらさらえるんだって話じゃないか？）

　なんか魔ま王おうや隕いん石せき程度じゃどうにもできなそうに聞こえるんだが。

　それが、たかが――たかがって言い方も変だが――テロくらいでどうこうできる相手なのか？

　多少疑問に思ったが、今考えても答えは出そうになかった。

　それよりもまずは目の前のことに集中するか。

「よし。次は彼女のところに行こう」

　そう言って、俺は床ゆかにリストを広げ、そこに記されたひとりの『ヒロイン』の名前を指差した。
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　未来において、異世界への渡と航こう手段は技術として確立されているらしい。

　それは地球・宇宙の科学者たちと、ひとりの魔術師によって作られたそうだ。

　元々はその魔術師が得意とする召しよう喚かん・転移の魔術を応用し、既き知ちの世界間同士にゲートを設け、その通路を使って行き来するというものだった。

『全ての戦争オールオブウオー』発生後は皮肉にも、それが互たがいの世界を侵しん攻こうし合うルートとなってしまったらしいが……。

　件の魔術師――ハリッサ・ホウプが、俺たちが次に仲間にしようと考えた『ヒロイン』だった。

「けど、何で次はハリッサちゃんなの？」

「ん？」

　皐月に問われ、俺はそちらを振ふり返る。

「理由はふたつある。ひとつは、ハリッサが例の〝平和派〟の人間だからかな。比ひ較かく的てき〝穏おん健けん派は〟に近い『ヒロイン』なら、ある程度協力を仰あおぎやすい」

「もうひとつは？」

「もうひとつは、ハリッサの持つ魔術だ」

　俺は答える。

「リアとも約束したけど、俺たちの目的は『ヒロイン』の仲間を集めることで、誰かと争あらそうつもりはない。ハリッサの魔術はそれを大いに助けてくれる」

　召喚や転移もそうだが、彼かの女じよには透とう明めい化かの魔術や治ち癒ゆ魔ま術じゆつが使える。

　特に透明化の魔術には何度も助けられてきた。

　あれは隠おん密みつ行動に役立つし、逃げるのにも最適だ。

　それに、ハリッサは俺にとって最初に助けた『ヒロイン』でもある。

　スタート地点付近に近ければ近いほど、俺と未来の俺の間の差異は小さいとするなら、未来のハリッサは俺の知るハリッサにかなり近い経いき緯さつで出会い、助けたはずだ。

　それはつまり未来の俺が救った『未来のハリッサの物語』と、俺が救った『ハリッサの物語』の間に、そんなに差異はないはず、ということだ。

　いやまぁ、その後の展開は違うのかもしれないが……。

　ともかく。

　未来の『ヒロイン』の説得において、最も注意すべきは俺と未来の俺が違う人間であるという点だ。

　そこを踏み違えると、きっと痛い目を見る。

　だから、『物語』の間に差異がないということは、そういった踏み間ま違ちがえを減らすのに役立つはずだ。

　さて。

　そういった諸もろ々もろの理由から、俺たちは異世界――ハリッサの故郷であるアブラアム王国へとやってきた。

　さっき異世界へ渡航する手段は確立されていると言ったが、誰でも簡単に渡わたれるというわけではない。

　地球でも国境を越えるにはまずいろんな審しん査さや検査をパスしなければならない。

　戦争中の相手なら、当然門もん前ぜん払ばらいだ。

　その点、〝穏健派〟でも名の通っている博士は、それなりに各勢力に顔が利きく。

　それにアブラアム王国には何度か外交で来たこともあるそうで、ひとまずゲートを潜くぐるまでは何の問題も起きなかった。

「ここがアブラアムの王都か……？」

　俺は宇宙船の窓から王都を見下ろして呟く。

　アブラアムは前に訪おとずれた時……って、この時間軸だといったい「いつ」以来になるのか分からないけど。

　王都は大きく様変わりしていた。

　俺の知っているこの異世界はまんま中世の王国といった感じの、レンガ造りの城とか家がひしめいていたんだが。

　眼下に広がる王都の様は、まるでファンタジーと未来の複合都市だ。

　王都の外がい縁えんにレンガや木造の家々があるが、中心に向かうに従い、綺き麗れいに区画整理された未来都市のようなビル群が聳そびえ立たっている。

　それでいて、遠目に見える城は見覚えのある中世風だ……どうなってんだ？

「なんか、やたらチグハグな都市になったな」

「これもいろんな世界が入り乱れた弊へい害がい……って、まぁ必ずしも悪いことみたいに言うこともないんだけど」

　博士は言う。

「ここアブラアムにも私たちの世界の地球やら宇宙の技術が流入してるの。街並みの文明レベルが均一じゃないのはそのためね。お城は王家の伝統とか象しよう徴ちようとかで、外見はそのままの形を保ってるけど、中身は結構変わってるわよ」

「そうなのか……」

　博士の説明に俺は頷く。

「戦争も一種の異文化交流だから、こういうことも起こるわ」

　そんな言葉を聞きながら、俺たちは王城傍に造られた宇宙船専用の駐船場に着陸する。

　この駐船場も、宇宙文明との外交を行うようになってから造られたものらしい。

「んじゃ、エル。頼む」

「……状じよう況きようが状況だから文句は言わないけど、なんかアンタに肩かた車ぐるまされるのって屈くつ辱じよくだわ」

「文句言ってんじゃん」

　エルはブツブツ言いつつ、俺の肩に脚あしを乗せる。

　それからまた俺たちは偽ぎ装そうホログラム装置で他人に変装し、博士たちと一いつ緒しよに船を降りた。

「ようこそ、『機関』の方々。どうぞこちらへ」

　王国の外交官と思おぼしき男が俺たちを出で迎むかえる。

　その服装もどこかチグハグな感じがしたが、まぁ、この時間軸のアブラアムではこれが普ふ通つうのファッションなんだろう。

　彼かれの案内で俺たちは城の中へと入る。

　博士の言う通り、外観は変わらないが城の中はだいぶ変わっていた。

　なんとエレベーターがあった！

　昔修学旅行で見学した大おお阪さか城じようにもエレベーターがあったが、あの時と同じくらい驚おどろいたよ！

　いやまぁ、俺はエルを肩車しながら移動しているので、エレベーターがあるのは正直助かったけど。

　そうして、俺は以前も二度ほど入ったことのある王の間へと通された。

（王の間だけはあんまり変わってないんだな）

　この辺が伝統と近代化との兼かね合あいなんだろうか？

　その辺の基準が俺にはよく分からないが、まぁとりあえず脇わきに措おいておく。

「よく来られましたな、『機関』の方々」

　まず俺たちに声をかけたのは、王様の横の大臣らしきおっさんだった。

　あのハゲ、どっかで見たことあるような……？

　もしかして、昔この城で会った大臣の子孫だろうか？

　まぁ、向こうは気づいていないだろうし――というか俺のことなんて知らないだろうし――気にしないでおこう。

　で、その大臣に対して、博士がそっと社交辞令の笑え顔がおを返す。

「急な来訪失礼致いたしました。本日は、折り入ってお願いがございまして」

「ほう？」

　お願い、と言われて大臣はほがらかな笑えみを浮かべる。

　けど目がたいして笑ってない。

　作り笑い感が半はん端ぱないな……。

「『機関』はどの勢力に対しても中立不干渉がモットーかと思っておりましたが？」

「ええ、もちろん。各勢力のいずれかに肩かた入いれするような真ま似ねはしませんわ」

「左様でしょうな」

「はい」

「ではどういったご用件で？」

「それは当然、私たち『機関』の悲願のためですわ」

　博士はいよいよ本題を切り出す。

「過去の波乱烈火に対してアプローチすることで、『全ての戦争オールオブウオー』そのものを未然に防ぐ……それが我々の長年の目的であることは、そちらもご存じかと思われます」

「それはもちろん」

「お願いというのは、その目的達成のためのお願いなのです」

「……具体的には？」

　大臣の質問に、博士は一度息を吸ってから答える。

「貴国の王宮魔術師ハリッサ・ホウプの協力を仰ぎたいのです」

「……」

「無論、一時的な話です。お恥ずかしい話ですが、我々『機関』の活動に少々問題が発生しまして、どうしても彼女の力を借りたいのです」

「ふーむ、それは大変なお話ですなぁ」

　大臣はヒゲを撫なでながら、さも同情するように言った。

　何だろう……なんか、あんまり相手にされてない感じがする。

　俺がそう感じていると、大臣は、

「ですが、ハリッサ殿どのは我わが国くにきっての大魔術師。そう簡単に国外に出てもらっては我々も困りますので、簡単にはお返事できませんなぁ」

　と、答えた。

「無理を言っているのはこちらも承知しています。そこをどうか」

「そう言われましてもなぁ」

「せめて、ハリッサさん本人と話がしたいのですが」

　博士が本人と直接話せないかと交こう渉しようするが、大臣は首を横に振る。

「ハリッサ殿はいつも多た忙ぼうです。それに他勢力からも常に命を狙ねらわれている。とてもではありませんが国外の方と会わせるわけにはいきませんなぁ」

「……俺たちがハリッサを暗殺するってのか!?」

　大臣の言い方があんまりだったので、つい大声をあげてしまった。

「？」

　アブラアムの大臣や官かん僚りようたちの目がこちらへ向く。

　っと……めだつのはまずかったか。

「こほんっ」

　大臣は不ふ機き嫌げんそうに咳せき払ばらいをする。

「とにかく！　ハリッサ殿をそう簡単に国外に出せないということはご理解いただきたい。どうしてもと言うのでしたら、それなりの誠意を見せていただきたいですな」

「……」

「……さて、みなさんお疲つかれでしょう。迎げい賓ひん館かんの方に部屋がありますので、そちらで一度お休みになってはいかがですか？　これ以上のお話があるようでしたら、また明日いらっしゃってください」

「……そうですね。では御お言こと葉ばに甘あまえましょう」

　こうして、俺たちとアブラアムの大臣との最初の話し合いは、ハリッサに会うこともできずに幕を閉じたのだった。
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　迎賓館。

　王城の南庭に建てられた建物で、名前の通り俺たちのような客人が宿しゆく泊はくするための施し設せつらしい。

　部屋の造りはとても豪ごう華かだったが、そんなもので俺の気は晴れなかった。

「あークソ！　何なんだあの大臣！」

　よりにもよって俺がハリッサを殺すかもしれないから会わせられないだなんて……。

　そりゃ、戦時下なんだろうし警けい戒かいも必要なんだろうが、それでも怒いかりが湧わくのを抑おさえきれなかった。

「まぁまぁ、落ち着いて烈火」

「ああ……」

　俺は頭を冷やそうと額に手を当てて大きく息を吐はく。

　博士と皐月は椅い子すに座すわり、エルはベッドの上に上半身を投げ出していた。

「何か飲むか？」

　そう聞いてきたのはリアだ。

　彼女はやたらデカい冷蔵庫を開けて、こちらを見ている。

　ていうか、異世界に冷蔵庫って。

　ホントいろんな文化や技術が入り交じってるんだな。

「じゃあ何か甘い奴やつを……」

「分かった」

　リアがこちらへ投げて寄越したのは、薄うすいアルミのようなものでできた水すい筒とうだった。

　ペットボトル、というかプラスチックはないらしい。

　俺は水筒のふたを開けて、中身を飲む。

（ぶどうジュースだ……）

　冷え冷えである。

　リアはほかのみんなにもジュースを配り、ベッドに腰こしを下ろした。

「しかし、どうにも難航しそうだな」

「誠意とか、思いっきり賄わい賂ろ要求されたしね」

　リアの呟きに、博士がため息をつく。

「でも、どうなの博士？　状況が状況だし、ハリッサちゃんに会うためなら多少のことは……」

　その博士に、皐月が尋ねる。

「まぁ、それができればいいんだけど。ほら、私たち騒そう動どう起こして『機関』出てきちゃったでしょ？」

「ああ……」

「だいいち〝強きよう硬こう派は〟の襲しゆう撃げきのせいで現場が混乱してるし、経理の連中なんて今いま頃ごろ目を回してるはずだわ。そんな最中に賄賂に使うから金品送れとか言ったらブッ殺されるわよ」

「確かに、お金にはどこもうるさいからね」

　今度はふたり揃そろってため息。

「でもどうすんのよ？　このままじゃ、ここで無駄な時間過ごす羽目になるわよ？」

　エルが寝ね転ころがりながら厳しい意見を言う。

「どうにもならなそうなら、もう別の『ヒロイン』の協力仰ぎに行った方がいいんじゃない？」

「うーん、そう簡単に諦あきらめるのも……そもそもまだハリッサ自身に会えてすらいないし」

　俺は迎賓館の窓から王城の方へ目をやる。

「なぁ、皐月か博士は、ハリッサが今どこにいるか知ってるか？」

　リアはずっと隠いん遁とん生活を送っていたのでその辺のことは疎うといだろうと思い、俺はふたりの方に尋ねる。

「たぶん、魔ま術じゆつ塔とうにいるんじゃないかしら？」

　答えたのは皐月だった。

「魔術塔？」

「ほら、あれよ」

　皐月は窓の傍そばに寄り、王城の方を指差す。

　俺もそちらへ行って指先を辿ると、王城の近くに巨きよ大だいな塔とうが建っているのが目に入った。

「あれって確か……」

　あれはコロナたちと一緒に、地球へ戻るための方法を模も索さくしている時だったか。転移魔術に必要なアカイイトを得るために、俺たちが向かった国家魔術師の研究施設――あの建物があった場所だ。

「今ではアブラアムの魔術はあの塔の中で研究・改良が行われていて、その技術は門外不出とされているの。技術を外部に漏らさないために、これに携たずさわる魔術師は許可無く外出もできないそうよ」

「そこにハリッサが？」

「ハリッサちゃんはこの国の魔術研究の第一人者だもの」

「そういや、俺の知ってるハリッサも新しい転移魔術とか自力で発明してたっけ」

　やっぱりそちら方面の才能があったんだな。

　しかし、困った。

　話を聞く限りだと、ハリッサに会うのは相当難しいようだ。

「こっそり忍しのび込むのも無理そうか？」

　こういう時こそハリッサの透明化の魔術が頼たよりになるのだが、肝かん心じんの彼女は塔の中である。

「うーん、潜せん入にゆうに使えそうな魔ま法ほうも、アカシックレコードから検けん索さくすれば見つかるだろうけど……」

　皐月は若干困った顔をする。

「ここでもし私が魔法を使ってハリッサちゃんをさらったりしたら、間違いなく外交問題になるわ。『機関』の活動は中立性を保っているから成り立っている部分もあるから、それはかなりまずいわね」

「そうか……」

　俺は腕うで組ぐみをしてうなる。

　確かに今の状況で、俺たちの方から塔に忍び込み、ハリッサを連れ出したらそれは誘ゆう拐かいみたいなものだ。

「せめてハリッサちゃんと直接話せればね……烈火の頼たのみだって知れば、あの子もきっと協力してくれるんだけど。あの大臣がいる限り、タダでは会わせてくれなそう」

「……そうだ！」

　皐月の呟きを聞いて、ピンときた。

「何か思いついたの？」

　博士が期待を込めた眼まな差ざしを俺に向ける。

　それに対して、俺は、

「こっちから忍び込むのがマズいなら、向こうから来てもらえばいいんだよ」

　と答えた。
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　俺たちが「その策」を実行に移して約十分後。

　コンッコンッ

　ふと部屋の窓が叩たたかれ、俺たちの視線がそちらに集まる。

「そっちから来たのか」

　ここは二階だ。

　おそらく魔術か何かで空を飛んできたらしい。

　傍にいたリアが窓を開ける。

　すると、びゅうっ、と風が入ってきて、何かが床の上に、タンッ、と降り立った。

　それから。

「わっ！」

　俺は何かに押おし倒たおされ、ベッドに倒れ込む。

　どうやら誰だれかに飛びかかられた、というか抱だきつかれたらしい。

　今日は誰かに抱きつかれてばっかりだな。

　とか思っていると、俺を押し倒した相手の姿が見え始める。

　そうして現れたのは透明化を解いた魔術師――ハリッサの、未来の成長した姿だった。

　白い王宮魔術師のローブを羽織り、大人っぽく成長した姿になっている。

　家で同居している時も、どこか妹っぽく思っていただけに、その成長して大人になった姿には違い和わ感かんと、ドギマギする感覚を覚える。

　ていうか、その……胸も成長して……大きくなったなぁ。

「レッカさま……」

「よ、よう？」

　ハリッサは涙なみだぐんでいて、俺の体にギュゥと腕うでを回して離はなれない。

　彼女を呼ぶ作戦というのは単純で、波乱烈火がここにいる、と皐月の魔法で伝えてもらっただけだ。

　たぶん来てくれるだろうと思ったし、実際上う手まくいったが……

（俺が過去の波乱烈火で、未来の俺とは別人だって説明するのがツラい……）

　というか良心が痛む。

　ある意味、騙だましたようなものだし……。

「えーと、とりあえず話を聞いてもらっていいか？」

「はい」

「あと少し離れてもらっていいか？」

「……もう少しこのままで」







　数十分後。

　椅子が足りなかったので床の上に車座になった俺たちは、これまでの経緯をハリッサに詳くわしく話し終えた。

「そうですか……過去のレッカさまの許もとで、そんなことが」

　話を聞き終えたハリッサは沈ちん痛つうな表情で頷うなずく。

　彼女は愛用の杖つえを両手で握にぎり締しめた。

「お話は分かりました。ウチも力をお貸しします」

「……！　ありがとう！」

　俺は感謝して頭を下げる。

「そういうことでしたら、早さつ速そく暇ひまをもらいに国王様のところへ行ってきますね」

　ハリッサはそう言いながら立ち上がる。

　俺もつられて立ち上がりながら、ふと思い出したことがあって、あっ、と声を漏もらした。

「？　どうかしましたか？」

「いや、そういやこの国の大臣……名前は知らないけど、なんか結構俺たちがハリッサを連れてくことに反対してたんだよな、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺が懸け念ねんを伝えると、ハリッサはクスリと笑い。

「あの方はこの国の魔ま導どう技術を他国に売ることに執しゆう心しんしていますから、わりと戦争賛成派なんです」

「え？　それってますます大丈夫じゃないんじゃ……」

「平気です。国王様は比較的〝平和派〟ですから、ウチが行きたいと言えば賛成してくれますし、ウチと国王様のふたりがかりなら、いくらあの大臣さんが反対しても最終的には向こうが折れますから」

　ハリッサはそう答えた。

　おお……なんか頼もしくなってる。

　なんだか自分の見知った少女が一足飛びに成長した姿を見せられた感じがして、不思議な感覚だ。

「……」

　ハリッサはふと俺をジッと見てから、スススッとこちらへ近づく。

「レッカさまは、ウチと出会ったばかりの頃ころのレッカさま、なんですよね？」

「ん？　ああ、まぁ出会ったばっかりって言っても半年くらいは一緒に過ごしたあとだけど、それが？」

「いえ」

　ハリッサは俺と並んで立って、自分の頭の上で手の平を水平に動かす。

「どうですか？　出会った頃に比べると、今のウチとレッカさまの身長差ってだいぶ縮まったと思いませんか？」

「あ、うん」

　それは最初に抱きつかれた時から思っていた。

　俺が頷いたのを見ると、ハリッサはイタズラっぽい笑みを浮うかべ、

「昔のウチはまだちんちくりんだったかもしれませんけど、こんな風に成長するんですよ？」

　彼女はその場でくるりとターンしてみせる。

「だから、『ヒロイン』さんの中から誰かを選ぶ場合は、ウチみたいな未来の成長も加味して選んでみてもいいんじゃないですか？」

「ちょちょちょストーップ！」

　そこで慌あわてた様子で博士が待ったをかける。

「ハリッサ！　そういう烈火の意思を誘ゆう導どうするようなことは言わないでってば！」

「むぅ、いいじゃないですか。昔のウチが子供っぽすぎる理由で選ばれなかったら不ふ憫びんですもん」

「そういうのアリなら私だって！」

「ナシ！　ナシだからね!?」

「ぬ……私はあまり変わってないから不利だな」

「だからナシだって！」

　皐月とリアもそれぞれ参戦してきそうになって、博士は悲鳴を上げる。

　その様子を見て、ハリッサはクスクスと笑っている。

「ハリッサ。微び妙みように性格変わった？」

「成長して小こ悪あく魔まっぽくなったわね」

　俺の呟つぶやきに、エルが腕組みしながら答えた。

　しばらくして騒さわぎも収まり。
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「では改めて国王様のところへ行ってきます。場合によっては一日ほどお待たせしてしまうかと思いますが、戻もどってくるまでこちらで待っていてください」

「分かった」

　俺は頷き、再び窓から出て行く彼女を見送った。





▽






　翌日。

　迎賓館で夜を明かした俺たちのところへ、予告通りハリッサは戻ってきて、無事に国王と大臣を説得してきた旨むねを告げた。

「さすがに無期限とはいかず、一週間以内に戻ってくるようにと条件をつけられてしまいましたが……」

「充じゆう分ぶんだ」

　俺たちはそれから小型宇宙船に乗り込む。

　ハリッサの同どう僚りようたちに見送られ、俺たちは元の世界とつながるゲート目指して飛び立った。

「さて、リアとハリッサの協力は得られたけど、次はどうする？」

「うーん、そういや〝強硬派〟ってどのくらいの戦力を抱えてるんだ？」

　おそらくさらわれた『ヒロイン』たちがいる〝強硬派〟の本ほん拠きよ地ち。

　俺たちはそこへ『ヒロイン』を取り戻しに乗り込むため行動しているわけだが、そこがどの程度の戦力、要するに防衛能力を持っているかいまいち分かっていない。

　過去へ送られてきたあの巨大ロボ群を見ると、結構強そうだが。

「どうかしらね？　過去に送った自立兵装もいくらか烈火が破は壊かいしたし、『機関』の本拠地を襲撃してきた奴らも防衛装置がかなり損害を与あたえたし、それなりに弱体化していると思うけど……」

　博士が答えかけたところで。

　不意に、宇宙船のコンソールにビビビッと電子音が響ひびいた。

「何だ？」

「メッセージね。送り主は……『機関』からだわ」

「うぇ」

「ここまでいろいろと無む茶ちややったから、ついにお叱しかりが飛んできたかしら？」

　博士は軽く言っているが、格納庫での一件など、結構な騒ぎを起こしてしまったはずだ。

　組織そのものが混乱していたから、これまで対応が遅おそくなっていたのだろうが、いざとなると『機関』が博士や俺おれたちに対して厳しい態度を取るのか、怖こわくて予想がつかなかった。

「本当にヤバそうだったら俺が勝手にみんなを動かしたってことにしていいからな？」

　俺は『波乱』で彼女たちは『ヒロイン』だ。

　俺の言うことに彼女たちが従わされたというなら、多少は説得力があると思う。

「私から頼んで未来に来てもらったのに、そんなことしないわよ。っと、どれどれ」

　博士は軽い調子で笑ってからメッセージを読み……。

　その微び笑しようが凍こおりついた。

「何だ？　何て書いてあったんだ？」

　俺は焦あせりを覚えながら尋たずねる。

　だが返ってきたのは、予想外の答えだった。

「……『機関』が、大銀河連れん邦ぽうから宣戦布告を受けたそうよ」
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第五章　幾億の星を越こえて







「宣戦布告……？」

　俺はノドの奥おくが渇かわくのを感じながら問い返した。

「ええ……このままだと二十四時間後に、『機関』の本拠地に大銀河連邦軍の大だい艦かん隊たいが襲撃に来るわ」

　博士も信じられないような声こわ音ねで頷いた。

　大銀河連邦といえば、確かイリスの所属する勢力だ。

　それがなぜ今『機関』に宣戦布告を？

「……うん。声明文を読んでみたけど、これは……」

「何て書いてあったんだ？」

　俺が尋ねると、博士は言いづらそうに、

「要約すると、『機関』が波なみ乱だれ烈れつ火かを秘ひ密みつ裏りに確保して匿かくまっているから、だそうよ」

「―――！」

『機関』が波乱烈火を？

　この場合、烈火っていうのは未来の俺じゃなくて。

「……もしかして、俺のことか？」

「たぶんね」

　博士は頷く。

　俺は絶句する。

「俺のせいで……」

「それは違ちがうわ。さっきも言ったけど、あなたを未来に呼んだのは私よ」

　博士は自責する俺の言葉を一いつ蹴しゆうする。

　だが、仮にそうだとしても、大銀河連邦が『機関』に攻こう撃げきを仕し掛かけようとしている事実は変わらない。

「……そうだ！　大銀河連邦に俺を差し出せばいいんだよ。そうすりゃイリスと会うこともできる」

　要するに『機関』が大銀河連邦に降こう伏ふくするということだが、戦争するよりマシだろう。

　それにイリスの目的が俺だというなら、きっと彼女と面会するチャンスもあるはず。その時に当初の目的通り説得して、協力を取りつけることも不可能ではないはずだ。

　しかし、博士は難しい顔をして。

「それはある意味最終手段だけど、問題は、波乱烈火がここにいるっていうことを公おおやけにしなければならないことなのよね」

「……そうなのか？　確かに今までは混乱を起こさないために正体を隠かくしてたけど、こうなったらもう仕方ないだろ」

「そうかもしれないけど……烈火。あなたはいわば歩く戦争の火種なのよね」

「俺が火種？」

　よく分からず、俺は首を傾かしげる。

「今回の大銀河連邦が顕けん著ちよな例だけど、『波乱烈火が誰だれ々だれのところにいる→ならそこに攻せめ込んで波乱烈火を奪うばおう』って図式が、どの勢力でも成り立つの。大銀河連邦にあなたの身み柄がらが渡ったら、今度は大銀河連邦からあなたを奪おうと別勢力が戦争を吹ふっかける。その連れん鎖さが延々と続いてしまうの」

「……！」

　それは……言われてみれば、確かにその通りだ。

　俺を奪い合うことで始まったこの戦争。

　未来の俺が所在不明であるからこそ戦争は泥どろ沼ぬま化かしたわけだが、もし俺の（仮に未来の俺とは別人だとしても）居場所が判明すれば、博士の言うような事態になるのは火を見るよりも明らかだ。

「それにしても、どこから情報が漏れたのかしら？」

「確かに、それが問題ね」

　皐さ月つきと博士は互たがいに思案顔になる。

「『機関』が監かん視しカメラの映像を解かい析せきして偽装ホログラムを見破ったとしても、その情報を適当に拡散するとは思えないわ」

「まぁ結果として大銀河連邦の宣戦布告を受けているわけだしね。さすがにあり得ないでしょう」

　博士は皐月の意見を肯こう定ていする。

「アブラアム王国では？　迎賓館では偽装ホログラム切ってたわよね？」

「いちおう、魔法で警戒はしていたわ」

「国王様に暇をもらいに行った時に話した感じでは、特にバレている感はありませんでした」

　ハリッサも話に加わり、意見を述べる。

「私がいた星には人っ子ひとりいなかったから、誰にバレるということもないだろうしな」

　リアもそう言って首を傾げた。

　全員、頭をひねって唸うなる。

　いったい誰が俺が『機関』にいるなんて情報を大銀河連邦に密告したのか？

（俺がこっちに来てから移動した範はん囲い内ないでバレるような要素はなかったはずだ）

　それは今博士たちも話し合っていた。

　なら、考え方を変えるか。

　どこでバレたかではなく。

　誰なら俺が『機関』にいると知ることができる可能性があるか？

「……」

　俺と『機関』が、あるいは博士と接せつ触しよくした事実を知っているのは誰か？

　俺が未来に来ていると知っている、あるいは最低限推測できるのは誰か？

　俺が過去の時間軸じくにいないのを観測し得るのは誰か？

　問いを重ねていくと、自然とひとつの答えに行き着いた。

　即すなわち。

「〝強硬派〟だ」

「え？」

「〝強硬派〟の連中なら、俺が博士と接触していたことや、俺が未来に来ていることや過去の時間軸にいないことを知ることができるはずだ」

　奴らの巨大ロボは俺と博士が一いつ緒しよにいたのを見ている可能性が高い。

〝強硬派〟は時空渡と航こう装置を所持しているはずだし、ある程度過去の時間軸を監視することができるはずだ。

　確定情報とまではいかずとも、俺が博士とともに未来に来ている、という推理を成り立たせる最低限の情報は手に入れられる。

「そうね。確かに、今のところはほかに考えられないわ」

　けど参ったわね、と博士は天てん井じようを仰あおぐ。

「〝強硬派〟が相手じゃ抗こう議ぎや撤てつ回かいを求めても無む駄だだろうし、政治的な搦からめ手てで封ふう殺さつするのも難しいわ」

「……」

　結局、大銀河連邦を止めることはできないということか。

　どうする？

　どうする？

　博士はああ言ったが、俺が来たせいで新たな戦争が起こるなんて笑い話にもならない。

　何か……何か手は？

「こうなったら、イリスに会うしかないんじゃないか？」

　その時、リアがおもむろに呟く。

　全員が驚おどろきとともに彼かの女じよを見た。

　彼女は特に動じもせず。

「いくらイリスが〝戦争派〟とはいえ、烈火の言葉を無下にはしないだろう。仮にそうならなかったとしても、〝戦争派〟はあくまで未来の烈火と過去の烈火が『違う人物』だという前提の上に立つ者たちだ。『機関』とともにいるのが過去の烈火と分かれば、素す直なおに手を引くのではないか？」

「……なるほど」

　確かに筋は通ってる。

「よし。それじゃあ」

「けど難しいわよ」

　俺が、そうしよう、と言いかけたところで、博士が素す早ばやく口を挟はさむ。

「メッセージによると、イリスは自ら大艦隊を率いて『機関』を攻め落とすつもりらしいわ。つまりイリスに会うには大艦隊の砲ほう火かを潜くぐり抜ぬけながら、彼女のいる旗き艦かんまで辿たどり着つく必要がある」

　けど、と博士は続ける。

「私たちが乗るこの小型宇宙船にそこまでの快速性はないわ。どこかで撃げき沈ちんされるのは確定事じ項こうよ」

「確定か……」

　博士は何も俺たちを萎なえさせるために言ったわけではないのだろう。

　彼女の頭脳でシミュレートした結果、このまま突っ込んだら確実に全員命を落とす、そう結論づいたからこそ、こうして忠告しているに違いない。

「……でも、この船もワープなら使えるんだろ？　それでイリスの旗艦傍にワープすれば」

「ワープって、実は物もの凄すごく見つかりやすいのよ。ワープアウト地点の空間には歪わい曲きよくが生じて観測されやすいし、ワープのエネルギーを探知するレーダーだって開発されてる。たぶんワープから出た瞬しゆん間かんに十字砲火を浴びて轟ごう沈ちんするわ」

「そうなのか……」

　案外、ワープも万ばん能のうではないらしい。

「せめて足の速い戦せん闘とう艦かんが一基あればね……」

「『機関』にはないのか？」

「『機関』は専守防衛が旨だから、戦闘艦や快速艦は所持してないわね」

「どこかから借りるとか？」

「大銀河連邦を相手にそんなことしてくれる勢力を、今から短時間で見つけるのは困難ね。『機関』は敵に回す旨うま味みもないけど、逆に助ける旨味もない組織だから」

「傭よう兵へいはどうかしら？」

「結論は一緒よ」

　全員であれこれと打開策を話し合うが、どうにもいい意見が出ない。

「……そうだ！　ハリッサの透とう明めい化かの魔ま術じゆつを宇宙船にかけて、ステルスで近づくっていうのはどうだ？」

　俺はハッとして意見を述べるが、博士は首を横に振ふる。

「透明になっても熱源までなくなるわけじゃないでしょう？　間ま違ちがいなく相手艦のレーダーに引っかかるわ。宇宙服でも着て、泳いでいきでもしない限りね」

「そうか……」

　宇宙遊泳で大艦隊の間を縫ぬい、イリスのいる旗艦に近づく……それが無茶なことくらい、さすがの俺でも分かる。

「なら、私が行こうか？」

　その時、リアがふと手を挙げる。

「私なら多少宇宙空間でも活動できる」

「そうなのか？」

「ああ。何だ、そっちの私は宇宙での戦闘を烈火に見せたことはなかったのか？」

「ないな……」

　というかどういう状じよう況きようだったんだ、それ。

　いや、まぁいい。それよりも。

「リアなら戦せん艦かんのレーダーに引っかからないのか？」

「……それは確かにそうだと思うわ。今の宇宙戦を想定したレーダーの主流は、敵てき艦かんの熱源を探知するタイプだから、生身の生物が発するレベルの熱源ではそうそう探知されないはずよ」

　博士は答える。

　リアはそれを聞いて頷きながら。

「リヴァイアサン形態になれば宇宙でも飛べるから、イリスのいる宇宙船にまで近づくこともできると思うぞ」

「そうか！　それなら」

　俺は喜びかけるが、博士は眉まゆを下げる。

「いいえ、それでも結局リアがイリスのいる旗艦を視し認にんできる距きよ離りまで近づかなきゃいけないし、そこまで近づいたら必ずあちらのレーダーに引っかかる。一度捕ほ捉そくされたら、この船じゃ逃にげ切きれないわ」

「そ、そうか」

「それにリアがひとりで行っても、たぶん意味ないわ。イリスに話を聞いてもらうには、やっぱり烈火が直接行かないと」

　イリスのいる旗艦は大艦隊の奥。

　そこへ辿り着くには艦隊の砲火を潜り抜けることに加え、彼かれらのレーダーの目からも逃のがれなければならない。

　リアならレーダーに引っかかることもないが、相手の索さく敵てき範はん囲いは非常に広大だ。

　その範囲外からでは相手艦を視認することができず、目的の旗艦に辿り着けない。

　仮に、様々な問題が解決してリアが旗艦に辿り着けたとしても、彼女ひとりではイリスを説得できるか怪あやしい。

「となると、やっぱり俺がイリスのところにまで辿り着く手段が必要ってことか。しかもイリス以外の人には誰にも見つからずに……」

「そうね。結局、相手の懐ふところまで潜もぐり込める船が必ひつ須すなのに変わりはないわ。あと、それを操あやつれる船長と乗組員もね」

　足の速い宇宙船か……当然、俺はそんなもの持ってな……！

　そうだ！

　俺は急いで、ポケットから折おり畳たたんだ紙を取り出す。

　それは前に渡わたされたかぶっている『ヒロイン』のリストだ。

　この中に、確か、彼女たちの名前が……。

「あった！」

「「「「「？」」」」」

　唐とう突とつに声をあげた俺の方をみんなが振り向く。

　俺はリストの紙を見せながら。

「宇宙人の『ヒロイン』ならイリス以外にもいる！　彼女たちなら力を貸してくれるかもしれない！」

　俺たちが欲ほしいのは勢力とか傭兵とか、そういう戦力じゃない。

　あくまで必要なのはイリスの許へと駆かけつけるための手段だ。

　だから、『機関』を助けてもらうのではなく、俺を――波乱烈火を助けてくれる仲間を探す方が見つかる可能性は上がる。

「このリストだと、ファムに、レインに、シャーリー……凄すごい宇宙船を持ってそうなのはこの辺りか？」

　ファムは元宇宙海かい賊ぞくシーガイストのメンバー。

　レインはとある星の王女様。

　シャーリーは博士にも劣おとらぬ宇宙科学の天才だ。

　この中になら、前記の条件に当あて嵌はまる『ヒロイン』がいるかもしれない。

　博士は俺の話を聞きながら、今挙げた三人の名前を順に見る。

「そうね……この中でなら」

　そうして彼女は、ひとりの名前を候補に挙げた。
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　俺たちは再び森しん羅らの大魔法とワープを駆く使しして大移動を開始した。

　と言うのも、その『ヒロイン』は一箇か所しよに拠きよ点てんを持たず、船に乗って宇宙中を移動し続けているからだ。

　なので彼女を追うのは、森羅の大魔法が使えても凄く大変だった。

　一回のワープには一～数時間はかかるので、こちらがワープしている間に向こうも移動してしまう。向こうもワープを使って移動されるとさらに大変だ。

　そうして何度かの追いかけっこの末に、ようやく俺たちは彼女に追いついた。




　で、捕つかまった。




　俺たちは彼女の率いる船団に取り囲まれ、為なす術すべなく降伏したのだ。

　どうやらこちらがワープで追いかけているのがバレていたらしい。博士が事前に言っていた通り、ワープというのは簡単に探知されてしまうもののようだ。

　で、ワープポイントを取り囲まれてあえなく捕まったわけだ。

　俺たちは宇宙船から下ろされ、海賊たちの船へと連行された。

「チョット、大丈夫なの？」

　俺の横で縄なわに縛しばられたエルが小声で聞いてくる。

　ちなみに俺はもちろん、他のみんなも縄と手て錠じようで拘こう束そくされていた。

　捕まった俺たちが集められているのは、船の艦かん橋きようらしき場所の、一段低いスペースだ。

　上の段には海賊たちがひしめいて俺たちを見下ろし、船長が指揮を執とるらしい一等高い高台と椅い子すは今は無人だ。

「大丈夫だって。相手は海賊なんだから、捕まえた獲え物ものの検分は船長がやるだろ？」

「それ、映画の見過ぎじゃない？」

「うっ」

　非常にもっともな指し摘てきを受け、俺は黙だまる。

　だが、もし万が一の事態になればハリッサの透明化と転移の魔術で脱出するつもりだ。

　おとなしく捕まったのは、無む闇やみに争あらそわないためでしかない。

　とにかく俺たちの目的は、この海賊を率いる彼女に会うことなのだから。

　その時、カツンッ、と高い音を立てて、誰かが高台の上に現れた。

「さっきからあたしたちをやたらと追い回してたってのはお前たちか？」

　現れたのは緑みどり髪がみの、コートを羽織ってブーツを履はいた少女だった。

　ハリッサと同じく彼女も俺の知る姿から格段に成長を遂とげていたが、その角を覆おおう形の額当てには見覚えがある。

「――ファム」

「あ？　何であたしの名前……」
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「俺だ。波乱烈火だよ」

「はい？」

　ファムは目を細め、マジマジと俺の顔を見つめる。

　それから段々と目を見開いていって。

「……うそ」

　ポロリと呟くや否いなや――ダンッと高台から飛び降りた。

　俺のいる場所からファムのいる高台まで、高さは大体三メートルほどある。

「烈火にーちゃん！」

「ちょっ！」

　俺は咄とつ嗟さにファムを抱き留め、そのまま彼女に押し潰つぶされた。

「ぐおっ……腹が」

「烈火にーちゃん烈火にーちゃん烈火にーちゃん！」

　ファムは俺の呻うめき声ごえなど聞こえていないようで、人の胸の上でワンワンと泣いた。

　さっき上から見下ろされた瞬間は、随ずい分ぶんと大人っぽく見えたが。

（ファムはまだ子供っぽいところが残ってるみたいだな）

　そこはなんだか安心した。

「……スマン。ファム。角が刺ささって痛い」

「あっ！　ごめんね烈火にーちゃん」

　ファムは素直に俺から離れてくれた。

　離れて、ズビッと鼻をすすって、ファムは目元の涙を自分で拭ぬぐう。

「ていうか、烈火にーちゃん見つかったんだ。皐月ねーちゃんたちが見つけたの？」

「そういうわけじゃ、ないんだけど……」

　皐月は言いにくそうに口ごもる。

　俺は彼女を手で制し、首を横に振った。

　説明するのは俺の役目だ。

「ファム。実は俺は、ファムの知ってる波乱烈火とは違うんだ」

「え？　……どういうこと？」

「実はな」

　俺はこれまでの経いき緯さつをファムに話した。

「そっかー……烈火にーちゃんは昔の烈火にーちゃんなんだなー……」

　話を聞いたファムは悲しそうに声を落とす。

「……ワリィ。騙すような真ま似ねをして」

「ううん。気にしてないよ」

　ファムは繕つくろうようにニカッと笑う。

「もう一回烈火にーちゃんに会えたみたいで嬉うれしかったしさ。謝あやまることないって」

「……」

　今日は謝ったり許してもらったりしてばっかりだ。

　俺は俺であることを利用して彼女たちの協力を得ているけれど、この姿で彼女たちの前に現れることは、あるいはヒドく残ざん酷こくなことなのかもしれない。

「……」

〝強きよう硬こう派は〟の中心人物――正体不明の黒幕って奴やつは、もしかしたら『全ての戦争オールオブウオー』の根っこの部分に関かかわってるかもしれないって話だけど。

　もし本当にそうだったとしたら、何が何でもブッ飛ばしたくなってきた。

　そいつが、彼女たちから未来の俺を奪って、こんな戦争だらけの世界にしちまったんだろ？

　黒幕って奴がどうしてこんなことをしたのか知らないが、到とう底てい許せるようなことじゃない。

　だが、今はまず目の前のことだ。

「ファム。図ずう々ずうしいのは分かってるんだが、俺の頼たのみを聞いて欲しい」

「頼み？」

「ああ。ファムにしか頼めないんだ」

　俺は語る。

　敵の策略により、イリスが『機関』の本拠地を攻めようとしていること。

　俺が直接イリスに会って説得しなければ、戦闘の回かい避ひは難しいこと。

　そのためにはファムの協力が必要なこと。

「あのイリスねーちゃんがなー」

「頼む。イリスを止めたいんだ。力を貸してくれ」

「……烈火にーちゃんは相変わらずだなー」

　ファムはなぜか苦く笑しようする。

「でも、船を貸すんなら、あたしだけじゃなく乗組員たちも危険にさらすことになるんだ。無条件に力は貸せないよ」

「というと？」

「要するに、烈火にーちゃんの〝勝算〟を教えて欲しいんだ。正直、あたしたちの快速船でも大艦隊のド真ん中までは突とつ入にゆうできないよ」

　上下左右のない宇宙戦の場合、艦隊は中心の旗艦を護まもるように球状に広がりながら行軍する。

　そのため中心の旗艦に近づけば近づくほど、あちこちから砲ほう撃げきを受けやすくなり、また砲火の密度も上がる。

　イリスが率いてくる艦隊の規模にもよるが、ファムたち熟練の船乗りたちでも、〝球〟の中に半分侵しん入にゆうするのがやっとだと言う。

（となると、残り半分の道程をどうするか、か）

　それが分からなければ手は貸せない。

　ファムの言うことはもっともだ。

　いくら子供の頃の面おも影かげがあろうとも、彼女はこの船の船長。部下の命を護る責任がある。少なくとも無意味な特とつ攻こうにつき合わせるなんて判断をくだすはずがない。

　一度、整理しよう。

　必要なのは大艦隊の中心にいる旗艦にまで俺が辿り着く手段。

　そして、俺――あるいは少なくとも事情を説明する俺の仲間たち――だけでイリスに会う方法。

　俺の手て許もとにあるのは。

　ファムの率いる海かい賊ぞく船せん。

　だがこれはイリスのいる旗艦までの距離の半分にしか辿り着けない。

　ハリッサの透明化の魔術。

　だが宇宙船のエンジンなどの熱源は隠せないため、相手艦のレーダーに引っかかる。

　リア。

　彼女単独なら宇宙空間を宇宙船と同じだけの速さで飛べるが、イリスのいる旗艦が視認できる距離からでないと方向を見失う。

　今手許にあるものはそんなところか。

　これらを使って、イリスの許まで俺は辿り着けるか？

　その方法を示せなければ、この交こう渉しようは失敗に終わる。

　考えろ。

　考えろ。

　それだけが俺の取り柄えだ。

　未来の俺のような特別な力は持ってない。

　自力では何もできない俺が、『物語』を救うには、みんなの力を借りるしかない。

　有あり難がたいことに、ファムも、その方法さえ示すことができれば、力を貸してくれるようである。

　未来の彼女たちにとって、極論、俺は他人のようなものだ。

　それでも、俺が【波乱烈火】であるというだけで、力を貸してくれている。

　利用しているようで心苦しい面もあるが、ただただ彼女たちの気持ちに感謝するほかない。

　そんな、彼女たちと同じ未来の『ヒロイン』であるイリスが、〝強硬派〟の連中に利用されて、無駄な血を流そうとしている。

　本来なら彼女を止め、助けるべきは未来の俺なんだろうが。

　そいつがいない以上、俺が代役を務めるほかないだろう。

　なにしろ俺は【波乱烈火】なのだから。

　力を貸してくれる彼女たちに報むくいるにはそれしかない。

　だから、考えろ。

　ひとつひとつを単純に使おうとするな。

　彼女たちの持つ力をひとつひとつ組み合わせて、最大限に活いかして、唯ゆい一いつ解かいを導け。

　そうやって、考えに考え抜いて、

「ファム。みんな。聞いてくれ」

　俺は、口を開いた。
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　さて、実は俺たちにはあまり時間がなかった。

　メッセージを受け取った時点で、大銀河連邦軍が『機関』に攻め込むまで二十四時間あったが、ファムとの追いかけっこで軽く半日近く時間を取られていた。

　彼女を説得し、海賊団の中で一番足の速い船を選び、ついてきてくれる乗組員を厳選するのにさらに二、三時間。

　準備を整えた俺たちは皐月に大銀河連邦軍の進路を調べてもらい、急いでその手前まで先回りするためワープに数時間。

「ふぅ、何とか間に合ったか？」

　ワープアウトした時点で、まだ視界内にイリスたちの大艦隊が見えていないことに俺はひとまず安あん堵どする。

　戦せん端たんが開かれてから着いたのでは意味がない。

　俺たちは戦闘そのものを回避するために来たのだから。

「予測だと、あと十分ほどでお互いのレーダーの探知範はん囲いに入るはずよ」

「いよいよか」

　俺は深呼吸する。

　失敗は許されない。

　何としてもイリスを説得して止めなければ。

「おうおう！　辛しん気きくさい顔すんなよ兄貴！　俺たちがついてらあ！　大だい丈じよう夫ぶさ！」

　その時、海賊のひとりが俺を励はげましてくれる。

　どう見ても俺より一回りは年上で、自らこの作戦に志願してくれた団員だ。

「いや、兄貴ってやめてくれよ」

「なに言ってんだ！　アンタ、あのスクアーロ大親分を救った恩人なんだろ？　だったら俺たち全員の恩人さあ！」

「あ、ははは」

　スクアーロか、懐なつかしい名前だ。

　この宇宙海賊シーガイストの初代船長。ファムの育ての親だ。

　どうやら未来の俺おれも俺と同じく、ファムのためにスクアーロを救っていたらしく、こんな俺の都合に多くの海賊団員がつき合ってくれているのはそのためらしい。

「ていうか、何度も言うけど俺と未来の俺はいちおう別人だからな？」

「細かいこと気にすんな！」

　念のため訂てい正せいするも、海賊の男は気に留めずガハハと笑う。

（俺が気にしすぎなのか……？　いや、それはひとまず措おいておくか）

　これだけたくさんの人たちが力を貸してくれている。

　絶対に、ひとりの犠ぎ牲せいも出さない。

　そのために全力を尽つくそう。

　俺が決意すると同時に、艦橋の巨きよ大だいなディスプレイに、いくつものビーコンが灯ともり始めた。

「来たわ！」

　ビーコンの反応は宇宙艦の船せん影えいをレーダーが捕ほ捉そくしたことを示す。

　つまり、このビーコンの数イコール相手艦隊の数ということだ。

　その数は優に百を超える。

「キャプテン！　やっこさんは球状陣じん形けい。セオリー通りの布ふ陣じんでさあ！」

「よし！　陣形密度も早く割り出せ！」

　船長席に座すわり、部下に指示を飛ばすファム。

「向こうから所属確かく認にんの通信が入りやした！」

「適当にあしらっとけ」

「へい！」

「警告入りました。〝さっさとそこどけ！〟だそうです！」

「無視しとけ」

　忙せわしなく動き回る乗組員たちを見ながら、俺も気合いを入れる。

　本当の本当にどうしようもなくなれば、俺の身柄を大銀河連れん邦ぽうに引き渡すことでいったん戦闘は終わるだろう。

　だがそれは新たな戦争への道だ。

　俺がここにいるということを知られてはいけない。

　この乾けん坤こん一いつ擲てきの奇き襲しゆうで、イリスを止める。

「艦隊の旗艦の位置を割り出しました！」

「最短ルート構築完かん了りよう！」

「敵前衛、陣形展開。砲撃準備に入ったと思われます！」

「よし！　突っ込めぇぇえ！」

「「「「ウオオオオオオオ!!」」」」

　ファムの号令一下、海賊たちが気き炎えんを上げる。

　同時に、海賊船が大銀河連邦艦かん隊たいめがけて突とつ撃げきを開始した。

「……！」

　艦橋にいる俺たちにスピードは分からないが、ドンドン加速しているらしいことが前から後ろへ流れていく星の光で見て取れる。

「敵長ちよう距きよ離り高エネルギー砲ほう発射確認！　熱線、十五秒後に到とう達たつ！」

「回避！　左側面ブラスター噴ふん射しや仰ぎよう角かく七十！」

　瞬間、船が大きく揺ゆれて、船体が右へとズレた。

　急激な進路変へん更こうの直後、巨大なビームらしき光の渦うずが先さき程ほどまで船のあった箇所を通り抜けていく。

　これが宇宙戦って奴なのか。

　なんつー長距離での撃うち合あいだ。

　レーダーのおかげで相手がどの辺りにいるのかは分かるが、お互いの距離はまだ一万キロ以上離はなれているのだ。

　肉眼で見るなどまず不可能な距離である。

　それでいてさっきの長距離砲も直ちよく撃げきすれば轟沈は免まぬがれないのだろう。

　そんな命いのち懸がけのやり取りを続けながら、相手艦隊の陣形の中心――イリスのいる旗艦が視認できる距離にまで近づかなければならない。

　今いま更さらながら、俺がどれだけ無む茶ちやなことをファムに頼んだのかを実感する。

「大丈夫だよ、烈火にーちゃん！」

　その時、ファムが笑って俺の方を振り返った。

「そりゃ、相手が本気だったらあたしたちなんかひとたまりもない。でも、そうはならないよ」

「な、何でだ？」

「だってあたしたちの船はたったの一基。長距離砲も積んでない中型艦だ。そりゃ所属不明艦を無条件で近づけさせてなんてくれないけどさ、全力で叩たたき潰つぶすほどの相手じゃないってのは向こうだって分かってるはずだよ」

　それに大銀河連邦の本命は、戦う相手は、あくまで『機関』の本ほん拠きよ地ちだ。

　博士の造った防衛機構の強きよう靱じんさはかなり広く知れ渡っているらしく、それを舐なめてかかるような真似は大銀河連邦もしないはずだ。

　確かに今俺たちの乗っている海賊船は、向こうからしたら怪しいことこの上ない。

　だが、言ってしまえば足の速いだけの船など、完全武装の宇宙戦艦からすれば鬱うつ陶とうしい小バエのようなもの。

　近づけば払はらいのけもするが、全身全ぜん霊れいを傾かたむけて排はい除じよするほどの敵かといえば、そうでもない。

『機関』という本番を控ひかえた状態で、艦のエネルギーを使いすぎたり、ましてや使い切ったりするような真似をするはずがない。

　というのが、ファムの読みだ。

　そして、それを証明するかのように、ファムの指揮する海賊船はドンドン大だい艦かん隊たいの前衛に迫せまっていく。

　相手からの攻こう撃げきはもちろん続いていたが、どこか散発的で、何というか、無む駄だ弾だまを撃ちたくないという感じのする迎げい撃げきばかりだった。

　これなら、と俺の中で淡あわい期待が浮うかぶ。

　だが。

「さ……こっからが本番だね」

「え？」

　俺が思わず声を漏もらすと、ファムはまた振り返って。

「もうすぐ向こうの陣形の〝内側〟に入り込むからさー。さすがに相手も多少は本気を出してくると思う」

「……マジか」

「こっからがあたしたちの腕うでの見せ所だね！」

　ファムはこちらを安心させるつもりなのか、ニッと笑う。

「じゃあ、烈火にーちゃんたちもそろそろスタンバってよ。イリスねーちゃんのいる旗艦が見える距離まで行ったら、そっから先は烈火にーちゃんたちの出番なんだから、気合い入れといてよね！」

「……おう！　任せとけ！」

　俺は頷うなずき、胸を叩く。

　ファムを心配する気持ちはもちろん湧わいたが、それこそ今更だ。

　彼女と、ついてきてくれた乗組員たちに報いたいなら、俺自身が言い出したこの作戦を成功させるよりほかない。

「行こう、みんな」

「ええ」

　俺は皐月たちと一いつ緒しよに艦かん内ないを移動する。

　あらかじめ教えられていたルートを辿ると、小さな格納庫のような場所に出て、そこで数人の男女が待っていた。

「来やしたね！　じゃあほら、早くこれ着て！」

　そう言って彼らが寄よ越こしてきたのは、砂の星でも着た宇宙服だ。

　俺たちはそれを手早く着て、宇宙服に不備がないかを乗組員の方たちに確認してもらう。

「いや、私は着ないでも大丈夫だ」

　唯一リアだけは宇宙服を断り、目を閉じて精神を集中させていた。

　俺と皐月、ハリッサに博士、エルの五人も準備を終える。

　着き替がえを手伝ってくれた男女は、この場は危険なので格納庫を離れていった。

　俺たち五人は緊きん張ちようしながら、静かな格納庫の中でファムからの合図を今か今かと待つ。

　その時、ドンッ、と衝しよう撃げきが船を襲おそい、格納庫が揺れる。

「きゃあ！」

「っと！」

　俺はフラついた皐月とハリッサを支える。

「何だ!?　大丈夫なのか!?」

　まさか艦隊の攻撃が直撃したんじゃ……不安が脳のう裏りをよぎる。

　その時。

「ダイジョーブだよ。ちょっと掠かすっただけだって」

　背後からそんな言葉をかけられ、俺たちは振り返る。

「って、ファム!?　何でここに!?」

「あたしも行くよ。指揮は部下に任せてきたから、あたしたちが出ると同時に船もここを離れる」

　艦橋にいたはずのファムはそう言いながらハシゴを下り、格納庫の床ゆかに降り立った。

　ちゃっかり宇宙服もすでに着ている。

「あたしってば艦内戦なら結構役に立つんだぜ？　久しぶりにイリスねーちゃんたちにも会いたいし、一緒に行かせてよ」

「……しゃーない！　分かった、行こう！」

　俺たちが愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていたらこの船もここを離り脱だつできない。

　俺は決断し、リアの方を振り向く。

「リア！　行こう！」

「了りよう解かいした」

　リアは返事をすると同時に、その身を変化させる。

　大人の女性の姿から、神話の獣けものリヴァイアサンの姿へ。

『乗れ。みんな』

　十二、三メートルほどまで胴どう体たいを伸のばし、格納庫いっぱいにまで大きくなった彼かの女じよは、テレパシーで俺たちに呼びかける。

　応じて、俺たちは彼女の長い胴体の背に乗り、器具で体をくくりつける。

　もし彼女の背から落ちたら宇宙空間の闇やみの中へ落ちていってしまうので、それを防ぐための措そ置ちだ。

　それからファムが合図を送ると、先程の乗組員たちが格納庫の後部ハッチを操作し、外への扉とびらを開ける。

　直後、ゴウッと風がうなり、格納庫内の空気が宇宙へと出て行く。

　だがそれも一いつ瞬しゆんで、リアは風が止まるのを待ってから、格納庫を飛び立った。

「エアリム・ネクラム！」

　ハリッサの声がして、透明化の魔術がリアを含ふくむ俺たち全員にかけられる。

　さらに俺たちが格納庫から出たのを確認し、ファムの海賊船も即そく座ざにこの場を離れていった。

　それは彼らの身の安全を護るためでもあるが、船を狙ねらう攻撃の流ながれ弾だまが俺たちに飛んでこないようにするためでもある。

　船を降りた俺たちは当然生身で、レーダーにも引っかからない。

　さらに透とう明めいになったことで視覚的に発見される危険性もなくなった。

『イリスのいる船はどっちだ？』

『あの前方にあるひと際きわデカい砲ほう門もんを前面に備えた大戦艦がそうだよ』

　テレパシーでつながったファムがリアに向かって答える。

「……！」

　ひと際デカい砲門の大戦艦……そのヒントを頼たよりに、俺もその船を探す。

　事前に教えてもらっていた宇宙服の機能を使い、バイザーに映る視界をズームにする。

　……いた！

　ファムの言う通り、艦の正面に巨大な砲門がついた宇宙戦艦が見える。

　つーか本当にデケェ。

　あんなものでビーム撃ったら、地球にだってドーナッツみたいな穴があくんじゃないかってくらいデカい。

（あそこにイリスが……！）

　俺はリアの背に掴つかまりながら、イリスの許へ向かう。

　艦隊の砲撃はまだ続いていたが、それらは全て離れていく海賊船へ向けてのものだ。

　俺たちの存在は誰だれにも気づかれていない。

　いかに高性能なレーダーとはいえ、元々宇宙船を探知するためにデザインされた物で、生身の生物を発見することはできないようだ。

『にしてもホント、これ人から見たら相当間ま抜ぬけな格好ね！』

『まったくだ！』

　エルのため息交じりのセリフに俺も同意しておく。

　こんなリヴァイアサンの背にしがみついて特攻してくるなんて、こんなバカげた方法、誰も想像しないのだろう。

　だけどそんなバカげたやり方が、唯一イリスに近づく方法だ。

『もうすぐだ』

　リアがテレパシーで伝えてくるまでもなく、俺たちの目にも見えていた。

　イリスのいる旗き艦かんは、もう宇宙服のズーム機能を使わなくても肉眼で見えるほど近くにある。

『適当な乗じよう艦かんハッチを探して』

『了解した』

　リアは旗艦の周囲を飛び回り、人が乗艦するための扉を見つける。

『さてと、ちょっと私に時間ちょうだいね』

　そう言って、博士は自分をリアにくくりつけていた器具をはずし、乗艦ハッチの方に取りつく。

　それから彼女は背せ負おっていたバックパックから、小さな端たん末まつを取り出した。

　そこからケーブルを伸ばし、乗艦ハッチ脇わきのコンソールに差し込む。

『エルもちょっと手伝ってくれる？』

『何？　ハッキング？　それくらいアンタひとりでもできるでしょ』

　と言いつつ、エルも乗艦ハッチの方に向かい、袖そでからケーブルを引っ張り出して博士の手伝いを始める。

　時間にして一分強ほどだろうか。

　赤いランプが灯っていたコンソールが突とつ然ぜん緑色になる。

『開いたわ。と言っても扉は固いから、リアさん開けてくれる？』

『分かった。その前に烈火たちも降りてくれ』

　リアは戦せん艦かんの方に身を寄せる。

　俺たちはそれぞれ器具をはずし、博士たちと同じように戦艦の凹おう凸とつに手をかけて取りついた。

　それを確認したあと、リアは元の人間形態に戻もどり、乗艦ハッチの方へ近づく。

　彼女は扉の取っ手に手をかけ、人じん智ちを超こえた力で思いっきり扉を開けた。

　瞬しゆん間かん、艦内から大量の空気が外めがけて溢あふれ出でてくる。

『早く入って！』

『そ、そうは言われても！』

　風の勢いが強くて、なかなか中に入れない。

『私が手伝おう』

　そう言ってリアは力任せに俺たちを艦内に押おし込こんでいく。

　何度も風にすっ飛ばされて宇宙に放ほうり出だされかけるが、お互たがいに体を支え合い、最後にリアが入って扉を閉め、ようやくひと息つけた。

『さて、またちょっと待ってね。さっき下ろしておいた隔かく壁へき上げちゃうから』

　博士はそう言って、再び端末を取り出す。

　どうやら艦内の空気やら中身やらが全部外に飛び出さないように、あらかじめ通路の隔壁を下ろして、乗艦ハッチ付近を隔離しておいたらしい。

　彼女はその隔壁を再び上げ直し、ふぅ、と息を吐はく。

『緊きん急きゆうアラームはあらかじめ切っておいたけど、艦内気圧の変化は誤ご魔ま化かしきれないから、たぶん何かしらの異常があったことは向こうにもバレてるわ。気をつけていきましょう』

『了解。じゃあみんな、打ち合わせ通り静かに行こう』

　俺たちは動きやすいように宇宙服を脱ぬぎ捨すて、無言で、なるべく音を立てないように移動を開始した。

　戦艦内の通路は無重力になっていて、壁かべを蹴けるようにして移動するものらしかった。

　そのため通路自体がかなり広く、何人も同時にすれ違ちがえるように設計されている。

　透明になっているとはいえ実体はあるので、何より懸け念ねんすべきは通路を行き交う乗員たちとぶつかってしまうことだ。なので、スペースに大きな余よ裕ゆうのある通路の造りは非常に好都合だった。

　だがそれでも博士の言った通り、艦内に異常があったことは向こうも察知しているらしく、あちこちを人が慌あわただしく行き交っていた。

　そのため俺たちはひたすら慎しん重ちように、彼かれらに気づかれないことを念頭に置いて、静かにゆっくりと移動を続けた。

　まだこの大艦隊が『機関』の本拠地に着くには時間があると分かっていても、なかなか進めないジレンマは俺の心を急せかせた。

『烈火。落ち着いて』

『ああ』

　その度に俺をなだめてくれたのは、テレパシーでつながった仲間たちだ。

　声を出さずにやり取りできるテレパシーは、この隠おん密みつ活動に非常に役立った。ハリッサの透とう明めい化かの魔ま術じゆつと合わさり、驚きよう異い的てきなステルス性能を発揮する。

　そうやって仲間の力に支えられながら、俺はみんなとともに広い戦艦内を移動し、ようやく目的地である司令部艦橋の近くにまで辿たどり着ついた。

　しかし、さすがに全体の情報が集まる司令部なだけあって、人の出入りが激しい。

『なかなか人の流れが途と切ぎれないな』

『ヘタに動くと誰かにぶつかりそうね、一度隅すみに寄りましょう』

『そうだな』

　俺たちは博士の提案に従い、通路の隅へと寄る。

　目の前の行き交う乗員たちの列は途切れず、次から次へと司令部への報告を持った人々が通路を行ったり来たりしている。

　やたらと司令部への報告が多い気がするが、それも仕方ない。

　海賊船の謎なぞの特攻と離脱。

　原因不明の乗艦ハッチ開閉。

　特に後者は侵しん入にゆう者しやの可能性を臭におわせる（実際に侵入している俺たちが〝臭わせる〟とか白々しい物言いなことこの上ないが）ものだ。

　実際、ここに来るまでも侵入者を捜さがす小隊を何度もやり過ごしてきた。

　それに加え、この艦かん隊たいは今から『機関』へ総そう攻こう撃げきをかけようとしているのだ。

　検証すべき事こと柄がらに緊きん急きゆう性せいを要する事柄、それに当初の目的に関する諸もろ々もろの情報伝達まで加わるのだ。

　上も下も、この艦に乗り込んでいる人間たちはみんなてんやわんやだろう。

　だがこれではいつまで経たっても司令部艦かん橋きようの中に入れない。

『うーん、作戦に必要なメンバーだけに絞しぼった上で、少数で強ごう引いんに司令部に突入するべきか？』

『強引に行けば当然混乱が生まれるわ。その時に私たちが離れ離ばなれになったらマズいし、ハリッサの魔術が解けてしまう可能性だってある』

『むぅ、確かに』

　いまいちいい案が思い浮かばず、このままジッとしてタイミングを待つべきかとも思う。

　と、そこで。

『なあなあ、みんな』

『何だ？　ファム』

　ふと手を挙げたファムが、トントン、と自分の額――正確にはそこに生えた角を指で叩いてみせ、

『混乱でダメなら、いっそ大混乱させちゃうとかどう？』

　と、みんなに提案した。
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　ファムの提案した作戦は、確かにこの場に大混乱をもたらすものだった。

　ある意味で危ない賭かけだが、メリットもある。

　司令部付近で大混乱が起これば、艦隊の行動に支障が出る。

　それはつまり『機関』との戦せん闘とうを遅おくらせられるということ。

　さらに混乱が起きてくれれば、俺たちがイリスを説得する時間も稼かせげる。

　やや楽観的というか、都合のいい予想も含むが、現状を打開する方法としては充じゆう分ぶん条件を満たしていた。

『よし！　やるよ！　みんな準備はいーい？』

　ファムの言葉に、全員頷く。

　と同時に。

　彼女の額から電磁波が迸ほとばしる。

　瞬間。

　フッ、と通路の照明が消えた。

「何だ!?」

「どうした!?」

「明かりが!?」

　通路を行き交っていた乗員たちが驚おどろきの声を上げる。

　その脇を、俺たちは壁を蹴ってすり抜ぬけた。

「おいっ！　おいっ！　……クソッ、通信装置まで壊こわれてやがる」

　暗くら闇やみの中、あちこちから悪態が聞こえる。

　だが、通信でも何でも、機械を介する何かをしようとしても無む駄だだ。

　ファムはグレムリン。彼女の額の角からは、精密機器を狂くるわせる電磁波が出る。

　俺の知っている子供のファムはまだその能力をコントロールしきれていなかったが、未来の彼女にはそれができるらしい。

　なら何でまだ電磁波防止の額当てをしているのかと思ったが、それは単にお洒落しやれのようだ。スクアーロからもらった思い出の品というのも理由だそうだが。

　ともかく、周囲一帯は大混乱に陥おちいった。

　宇宙船なんて精密機器の塊かたまりみたいなものだ。

　通信、警報、防犯、あらゆる機能が麻ま痺ひしている。

　こういう時に俺たちみたいな侵入者を防ぐ諸々の装置だって全部だ。

　乗員たちが持っている武器もほとんどがレーザー銃じゆうなどの光学兵器。それらも全すべてお釈しや迦かになってる。

　これもまたファムの案に乗るメリットのひとつだ。

　相手に武器がなければ撃たれることもない。

　そうして安全に、俺たちは司令部の扉にまで辿り着いた。

「フンッ！」

　扉もまた自動で開閉する精密機械だが、それはリアが無理やりこじ開けた。

　司令部の中に突入する。

「何が起こっている!?」

「ダメです！　艦の制せい御ぎよ装置の三十パーセントがダウン！　原因不明！」

「さっきの海かい賊ぞくどもが何かしたのか!?」

「それよりも侵入者だ！　脱ぎ捨てられた宇宙服は見つかったのに、その中身はまだ見つからんのか!?」

　司令部内もまた怒ど号ごうが飛とび交かい、混乱しているのが分かった。

　非常灯のおかげか真っ暗ではないが、だいぶ薄うす暗ぐらい。いくつか生きているモニターの光が一番眩まぶしい光源だった。

『イリスはどこだ？』

『夜目は利きくが、こう人が多いとな……』

　リアもすぐには見つけられないようだ。

　その時。

「落ち着きなさい！」

　女の人の声が場を一いつ喝かつし、怒号が止やんだ。

　俺たちも釣つられて、声のした方に視線をやる。

　そこに――いた。

　ツインテールをやめて髪かみを下ろしているが、あれは間ま違ちがいなく。

『イリス！』

「生きている通信を使って全艦に通達！　一時進軍を停止させなさい！　他の艦にも異常が起きていないか確認よ！　艦の兵器が使えるかの確認はあと回しにして、まずは制御を第一！」

「ハッ！」

「それと乗員の安否を確認！　艦内通信が途と絶だえている場所にも人を送って必ず確認させなさい！」

「はい！　すぐに人を送ります！」

「それと侵入者だけれど、乗員全員に武器の携けい帯たいと交戦の許可を出しておきなさい！　重要設備は優先的に確認！　その後は虱しらみ潰つぶしに艦内を捜そう索さくよ！」

「分かりました！」

　イリスの矢や継つぎ早ばやの指示に、部下の男たちが次々に返事をする。

　全員が彼女に従っている。

　それはつまり、この場のあらゆる人間が彼女に意識を向けているということだが。

　この場から、誰にも気づかれずに彼女を連れ出す！

　そのためには。

『ハリッサ！　リア！　やるぞ！』

『分かりました！』

『うむ』

　俺たち三人は、いったん皐月たちから離れる。

　司令部内を動き回る乗員たちを避よけながら、イリスに近づき。

　そして。

『ハリッサ、頼たのむ！』

『はい！』

　ハリッサは杖つえを掲かかげ、

「エアリム・ネクラム」

　透明化の魔術を、イリスにもかけた。

「！」

　イリスの表情が一瞬で変わる。

　透明化の魔術は人や物を文字通り透明にする魔術だが、その魔術がかけられた者同士の姿は見える。

　魔術をかけられたことで、イリスにも俺たちの姿が見えるようになったのだ。

「ハリッサ!?　それにあ――」
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　イリスがそれ以上喋しやべる前に、背後に回ったリアがその口を封ふうじる。

　彼女は暴れたが、リアには敵かなわない。

「イリス様!?」

「イリス様はどこだ!?」

「誰か、何か見た者はいないか!?」

　そして、司令部はさらなる混乱に陥る。

　当然だ。彼らからすれば、イリスがいきなり消えたように見えたはずなのだから。

　だが、透明になっているとはいえ、同じ室内に留まっていてはいつバレるか分かったものではない。

　見つかる前にここを出て、どこか人気のない場所への移動が必要だ。

　俺はまだ暴れているイリスの傍そばへと近づく。

『リア。イリスにもテレパシーをつないでくれ』

　俺が頼むと、リアはイリスを押さえつけながらこくりと頷く。

『……イリス』

『！』

　テレパシーで声をかけられ、イリスがビクンッと反応する。

　それはテレパシーそのものに対する驚きなのか、それとも今までパニックになっていて、俺の存在に気づいていなかったのか。

　どちらにせよ、彼女は俺を見て、目を見開いた。

『え……ウソ？』

『イリス。どうしても話したいことがある。人にバレちゃマズいんだ。頼むから、おとなしくついてきてくれ』

『……』

　イリスはしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて無言でコクリと頷いた。

『よし。じゃあこっちへ』

　俺たちは頷き合い、イリスを伴ともなって司令部からこっそりと出て行った。





▽






　戦艦の、備び蓄ちく庫こ。

　基本的に人がおらず、重要度も低いため、侵入者を捜している乗員たちも確認に来るのはしばらくあとになる。

　イリスに話をするのにちょうどいい場所としてここを教えてもらい、俺たちは透明になったまま移動してきた。

「透明化はそのままにしておきますね。話をするのには支障ないですし、もし誰か来た時に見られたら困りますから」

「頼む」

　と言っても、備蓄庫は広いし、奥おくの方まで移動してきたので、そう滅めつ多たなことでは見つからないと思うが。念のためだ。

「それで……話って？」

　少し不ふ機き嫌げんそうに、イリスは尋たずねてきた。

（やっぱあの話してから機嫌悪いな）

　あの話、というのは、例の俺が未来の俺ではなく、過去の波乱烈火だという話だ。

　ここへ来るまでの道中、もはや恒こう例れいの儀ぎ式しきというか、【波乱烈火】との再会に感かん極きわまったイリスに抱だきつかれたのだ。

　あまりに激しく抱きついてくるので移動すら困難になり、仕方なく先にそのことだけ話しておいたのだ。

　その結果がこれである……まぁ仕方ないというか、今までみんな素す直なおに受け入れてくれたのが有あり難がたいことだったんだよなぁ。

「……えーと、イリス？」

「あなたがアタシを親しげに呼ばないでよ」

「あー……じゃあ、サイファーコールさん？」

　俺おれはイリスの名字を思い出しながら言う。

　ずっとイリスと呼んでいたから、なかなか名字が出てこなかった。

　が、それを聞いた彼女は。

「……やっぱりイリスって呼んで。その顔でそう呼ばれると、なんだか悲しくなるわ」

　イリスはムスッとした顔で言い、目を逸そらした。

　……その物もの憂うげな表情が、凄すごく大人っぽかった。

　下ろした髪と、先程からの落ち着いた態度も相まって、余計にそう感じる。

（って、そんなとこで動どう揺ようしてる場合じゃないだろ）

　俺は自分にツッコミを入れ、気持ちを立て直す。

　正直、心証はよくない気がするが、それでも事情を説明し、彼女を説得しなければならない。

　少なくとも『機関』への攻撃を辞やめさせることは絶対だ。

　いや、そちらはいちおう、何とかなりそうか。

　要するに事実を話してしまえばいいのだ。

「イリス。聞いた話じゃ、『機関』が【波乱烈火】を匿かくまってるって情報が大銀河連れん邦ぽうに伝わったらしいが、それは俺のことだ。イリスの捜してる……本物の波乱烈火じゃない」

　自分を偽にせ者もの扱あつかいするのは変な気分だったが、まぁこう言った方が意図を伝えやすいだろう。

　彼女は〝戦争派〟、『機関』の手に解決を委ゆだねるのではなく、あくまでこの戦争の中で未来の――本物の波乱烈火を探し出そうとしている派は閥ばつだ。

　だからこそ、目的のものがないと分かれば退いてくれるはず。

　そう思った。

　だが。

「まぁ、あなたが皐月と行動をともにしてる時点で予想はしてたわ」

「じゃあ」

「でも、今更おめおめと艦隊を引き返させるわけにはいかないわ」

　イリスは俺の言葉を先読みしたように、そう言った。

　その答えに、俺はしばらく口をぽかんと開けた。

「……なっ、何で!?」

「これだけの規模の艦隊を動かしたんだもの、勘かん違ちがいでしたじゃ済まされないわよ」

　イリスはぶすっとした顔で答える。

　そんな顔……したいのはこっちだ！

「勘違いは勘違いなんだから仕方ないだろ！　何で艦隊を止められないんだよ!?」

「ひと言で言っちゃえば政治よ。大銀河連邦みたいな大所帯だとね、いろいろあるの……高校生の烈火には分からないだろうけど」

「……！」

　突つき放はなすように言われて、俺はグッと言葉に詰つまる。

　でも……頷くわけにはいかない。

　このままではこの艦隊は、『機関』の本拠地を襲うのだ。

　それだけは、絶対に止めなければ！

「政治とか、確かに俺には分かんねーよ！　けど人の命より大事なもんなんてないだろ!?　頼むから……やめてくれ！」

「人の命が大事だから、アタシはアタシを引きずり落とそうとする奴やつらに隙すきを見せるわけにはいかないのよ」

「？」

「皐月か博士なら分かるでしょ？　アタシの言ってる意味」

　イリスが急にふたりに話を振ふったので、俺もそちらを見る。

　俺の視線を受けて、博士は若じやつ干かん苦い顔をして頷いた。

「まぁ……確かにこれが〝失点〟になって、イリスが大銀河連邦での立場が悪くなると困ると言えば困るわね」

「何でだ？」

「……できるだけ簡単に言うとね」

　博士の話は、こうだった。

　つまり、大銀河連邦全体は〝戦争派〟ということで纏まとまっている。

　だが、内情を細かく分類すると、ふたつの思おも惑わくがあるそうだ。

　ひとつはイリスの派閥。

　これは何度も言うように、波乱烈火の奪取を至上目的として戦争を行う派閥だ。

　で、もうひとつ。

　これがとにかく厄やつ介かいで、その思惑というのが……。

「とにもかくにも『効率のよい戦争で利り潤じゆんを挙げよう』という派閥よ」

「……何だよそれ？　そんなの全然『全ての戦争オールオブウオー』の目的にそぐわないじゃないか」

『全ての戦争オールオブウオー』とは『ヒロイン』同士の【波乱烈火】争そう奪だつ戦せんだ。

　その戦争に対するスタンスがいろいろあるのはすでに聞いているが……戦争による利潤の追求なんて、以前聞いた四派閥のどこにも当あて嵌はまらない。

「……私たちはね、長く戦いすぎたの」

「……？」

「そのせいで戦争の規模は大きくなりすぎて、無関係の人間を巻き込みすぎた。結果として、本来の目的とはまったく違う目的を持った人々も数多く生んでしまったの」

「そんな……」

　そういえば最初の説明で、『全ての戦争オールオブウオー』の趣しゆ旨しを理解していない人間も戦争に参加している、という風な話を聞いていた。

　俺はてっきり、それは戦争に〝巻き込まれた人間〟のことを指すのだとばかり思っていた。

　だが、中には、そういった連中もいるのだ。

「あなたもアタシを助けてくれたならたぶん知ってるんじゃないかしら？　その戦争を商売にしようって連中の筆頭がサタモニア大王って奴で、これが本当に性質たち悪いの」

「あのガマ野や郎ろうか……」

　かつてイリスに婚こん姻いんを迫せまり、俺がそれを阻そ止ししたサタモニア星の大王。

　どうやら未来においても奴の性しよう根ねは腐くさったままらしい。

「けど、あの大王相手なら、イリスは奴の弱よわ味みを握にぎってるんじゃないのか？　確か、あいつが宇宙のあちこちで悪事を働いてたっていう」

「ああ、あれ？」

　イリスはため息をついて、自分を指差す。

「アタシも、言ってみれば『全ての戦争オールオブウオー』の発ほつ端たんになった女よ？　そんな奴が、どうやって他人の悪事を弾だん劾がいしろっていうの？」

「―――！」

　イリスの表情を見て、俺は背筋が冷えた。

『全ての戦争オールオブウオー』が始まった経いき緯さつに、彼女が深く関かかわっているのは聞いている。

　だが、その責任の全てが彼女にあるなんて、俺は思ってない。

　思ってない……思ってないが、それが何だって言うんだ？

　イリスが今浮うかべた冷たい、自じ虐ぎやく的てきな、苦しそうな表情に、彼女がこれまで抱かかえてきた苦く悩のうの全てが詰まってる。

　他人の俺の、ただの〝感想〟を伝えて、それが何になる？

「……」

　俺はどうすることもできなくて、唇くちびるを噛かむ。

「まっ、そういうことよ」

　イリスは手をひらひらと振って。

「アタシがいなくなると、大王たちを抑おさえられる人間がいなくなる。そうしたら、大銀河連邦っていう巨きよ大だいな組織が、あちこちに兵器やら兵士やらを高値で売りまくるわ。それが悪化していけば、戦争をやめさせないための戦争、なんてものまで起こるようになるかもしれない」

「……なら、どうすれば『機関』への攻こう撃げきをやめてくれるんだ？」

「そうねぇ」

　イリスはしばし考える。

「大前提として、『機関』の全面降こう伏ふく。その上で二案。ひとつ目は、あなたを【波乱烈火】として大銀河連邦に連れ帰る」

　それは俺たちも考えていた最終手段だ。

　この戦いの目的そのものである俺がイリスの許に行くことで、戦闘を回かい避ひするという方法。

「……でも、正直そのあといろんな演技が必要になると思うわ。アタシはそんなのしたくないし、仮に全部上う手まくいったとしても、次は別の勢力がアタシたちに戦争を吹ふっかけてくることになるわ」

「やっぱりそうなるのか」

　それも博士たちが話していた。

　結局、俺が〝いる〟というのが問題なのだ。

　たとえこの局面を一時的に乗り切ったとしても、俺の存在が公おおやけになった時点で、この先いくらでも血が流れる。

「で、第二案だけど、『機関』の技術の全て……っていうか、ぶっちゃけると博士の身み柄がらね、それを大銀河連邦に引ひき渡わたしてもらう」

「……やっぱりそれしかない？」

　博士は嫌いやそうに片かた眉まゆをひょいっと上げる。

「そりゃね。博士の頭脳なら戦果としては充分だもの。ていうか、サタモニア大王たちが今回の出しゆつ撃げきに賛成したのも、大部分それが理由でしょうしね。でなければもう少し意見調整に時間がかかったし、艦隊の規模も小さかったわ」

「断っておくけど、私が造ってるのは防衛装置よ？」

「そうね。でも、兵器にも使えるでしょ」

「……」

　博士は押し黙だまる。

　彼かの女じよが大銀河連邦に連れて行かれた場合、その類たぐい希まれなる頭脳を兵器開発に使うことを強要されてしまうことになる。

（それだって、到とう底てい容よう認にんできることじゃない……）

　なら、どうすればいいんだ？

「要するに、これだけの規模の艦隊を動かしたなら、それに見合った戦果を持って帰らなきゃいけないってことか？」

「まぁ、そうなるわね」

　その戦果として、イリスが例に挙げたのは俺か博士の身柄。

　それがどちらも出せないとなると……。

「『機関』にはほかに何か、凄い価値のあるものはないのか？」

「そうねぇ……」

　博士はチラッと皐月の方を見やる。

「それはナシな」

　俺は先に釘くぎを刺さす。

　皐月を差し出すなんて、当然ダメだ。

「分かってるわよ。でも、私たちに見合うものなんて、正直ないと思うのよねぇ。設備投資に使っちゃってるからお金もなくて貧びん乏ぼうだしねぇ」

　博士は天てん井じようを仰あおぐ。

　それから、またイリスに視線を戻し。

「けど、イリスも無意味な戦争を望んでるわけじゃないでしょう？」

「そりゃあね。アタシは本物の烈火が欲ほしいだけだもん……今回は騙だまされちゃったけど」

「過去は措おいておきましょう。気にしても仕方ないわ」

　博士は話を進める。

「で、正直どのくらいまでなら誤魔化せる？」

「どのくらいって？」

「まず、『機関』とやり合うことについて。最低でも一回戦闘があればいいわけ？　それで、もしたとえば艦隊と『機関』が引き分ければ、そこで諦あきらめて帰るとか」

「言ったでしょ？　今回はサタモニア大王たちも賛同したから、艦隊の規模がかなり大きいの。いくら博士の防衛装置がある『機関』の本ほん拠きよ地ちだって、落とせませんでした、のひと言で済むはずないわ」

（……そうか）

　ふたりの会話を聞きながら、俺はなるほどと気づく。

　若干勘かん違ちがいしていたが、元々戦争の戦果なんてものは不確実なものなんだ。

　極論、戦いに負けてしまえば得られるものはない。

　逆に勝ったとしても、必ずしも何もかも奪うばえるとは限らない。

　イリスたちが話し合っているのは、「俺や博士を大銀河連邦が手に入れられなかった」というストーリーの無理のない筋書きについてだ。

　どんな話をでっち上げれば、これほどの規模の艦隊が目的を果たせなかったという結末に誰だれも違い和わ感かんを持たないか。

　やっと俺にも考えるべき思考の方向性が分かった。

　だが、それでもこの問題を解くのは難しい。

　なぜなら、この大銀河連邦の大だい艦かん隊たいが『機関』に「負ける」というストーリーには、明らかに無理があるからだ。

　大銀河連邦が勝利したのに、『機関』から何も奪わないで帰る、というのもお話として整合性が取れていない。

　勝ったからには戦果を持ち帰る必要が出る。

　勝ったけど何も持って帰りませんでした、ではサタモニア大王たち戦争利潤派には通じない。

　戦争という、ある種の奪い合いのゲームで、勝っても何も奪わないという結果は、やはりおかしい。

　……何か。

　何かないか？

　どうすれば、イリスたちが「何も『機関』から奪わずに帰る」という結末に、誰もが納なつ得とくして頷うなずいてくれる？

　この大艦隊の戦力を鑑かんがみれば、『機関』には絶対に勝ってしまうのに……。

（…………常盤ときわ先せん輩ぱい）

　俺は軽文部の部長の顔を思い出す。

　彼女は作家を目指していて、いつも部室で小説を書いている。

　話作りなら、俺の知っている『ヒロイン』たちの中で最も秀ひいでている。

　たとえば話作りに詰まった時、彼女はどうすると言っていた？

『……そういう時はね……前提を変えちゃえばいいんだよ』

　彼女が耳元で囁ささやいたセリフを思い出す。

　前提を、変える。

（変えると言っても、どこを変えるんだ？）

　お話にははずすことのできないパーツというものがある。

　たとえば今回の場合なら、「大銀河連邦の大艦隊」「『機関』」「イリス」「波乱烈火」というキャストは絶対にはずせない。

　さらに「大銀河連邦が『機関』と戦ったら絶対に勝つ」という筋書きも、よっぽどのことがない限り変へん更こうはできないだろう。

　そのよっぽどのことがあるとすれば、たとえば『機関』の本拠地に、この大艦隊の戦力を上回る超ちよう兵へい器きが存在するとかだが……。

　そうすると今度はこの艦隊に大損害が出る。

　それはそれで犠ぎ牲せいが出るし、結局イリスは責任を取らされる羽目になるだろう。そうなったらさっきの話に戻もどってしまう。

「戦闘が起きる前に『機関』は全面降伏。でも情報はガセで、烈火はどこにもいなかった、っていう筋書きなら無理はないと思うけど？」

「その場合、降伏の条件に博士の身柄を要求されるわよ？」

「ああ、そっか……」

　博士とイリスも話し合いを続けているが、進しん捗ちよくは芳かんばしくない。

（どこだ？　どこなら変えることができる？）

　大銀河連邦は勝利するが、波乱烈火も博士も手に入らない。

　どうすればその筋書きに無理がなくなる？

　いや、無理をなくすだけなら、たとえば俺と博士に逃にげられたとか、そういうオチをつけさせることは可能だ。

　だがそれもおそらくイリスの失態になる。

　……ああクソッ、本当に何も思いつかない！

　いっそ最初のリーク情報から何から全部、間違いだったってことになれば……。

　待てよ。

　間違い。違い。勘違い。

「イリス」

「ん？　何？」

　博士と話していたイリスは俺の方を振り向く。

「ちょっと思い出して欲しいことがあるんだけど――大銀河連邦にリークされた情報ってのは、正確にはどんな情報だったんだ？」

「？」

　イリスは一いつ瞬しゆん訝いぶかしげな表情を浮かべる。

　だが、特に何も言わずに、今俺の言ったことを思い出そうとうなり始める。

　しばらくして。

「……結構一方的に送られてきた情報だから、そこまで細かい内容じゃなかったわ。複数の技術や魔ま法ほうによって【波乱烈火】の現時空内における存在の確かく認にん証明とか、その存在を『機関』が確保しているとか……」

「ストップ」

　俺はそこで一度イリスの話を止める。

　で、大事な部分を尋ねる。

「その『機関』が俺を確保してる云うん々ぬんって部分なんだけど……『機関』の〝どこが〟確保してることになってた？」

「？　『機関』って言ったらひとつしかないじゃない」

「やっぱり！」

　俺は思わず膝ひざを手で叩たたく。

「……？」

「何がやっぱりなの？　烈火」

　イリスだけでなく、博士も俺の態度に疑問を持って尋ねてくる。

「ほら、博士言ってただろ？　〝強きよう硬こう派は〟ってのは『機関』の中だけで生まれた派閥で、対外的にはあまり知られてないって」

「ええ」

「てことは要するに、外から見たら『機関』はひとつの組織だけど、『機関』としてはふたつの派閥があるんだよ」

「……あ！」

　博士も俺と同じことに気づいたのか、目を丸くする。

「つまり、何なのよ？　よく分からないけど、『機関』もよくある組織と同じで一枚岩じゃなかったってことでしょ？　それがいったい……」

「――波乱烈火を確保して匿ってたのは〝強硬派〟だ」

「え？」

「そういうことにすればいい」

『機関』はひとつの組織だが、内部には完全に分かたれたふたつの派閥がある。

　それが〝穏おん健けん派は〟と〝強硬派〟だ。

〝強硬派〟は〝穏健派〟と完全に袂たもとを分かっていて、俺が未来に来て最初に見た『機関』の本拠地とは別の場所に拠きよ点てんを持っている。

　つまり、〝強硬派〟の拠点を攻せめても、「『機関』を攻める」ことになるのだ。

「イリスはこのあと艦かん橋きように戻って、こう言えばいい――本当に波乱烈火を匿ってるのは『機関』の〝強硬派〟だと分かった、ってな。〝強硬派〟相手に大銀河連邦が勝利したって問題ない。だって博士は〝穏健派〟なんだ。〝強硬派〟とは関係ないってキッパリ言っちまえば、大銀河連邦だって博士の身柄を引き渡せなんて言えないだろ？」

「……どうなの？　その理り屈くつを無理やりにでも通せるくらい、〝穏健派〟と〝強硬派〟って〝別物〟なわけ？」

　俺の提案に対し、イリスは博士の方に質問の矛ほこ先さきを向ける。

　博士は頷いて、

「ええ。それはもうとんでもなく仲が悪いわ。仲が悪いっていうか、思想が正反対すぎるもの、完全に別物よ」

　と答える。

「ふーん。ちなみに、その〝強硬派〟って奴らの拠点はどこに？」

「それなら、エルが知ってるだろ？」

「まぁね」

　俺がそちらを振り向くと、エルは軽く頷いた。

　一時期は〝強硬派〟に身を寄せていた彼女だ。その拠点の場所は当然把は握あくしているだろう。

（大銀河連邦が絶対に勝ってしまうなら、戦う相手を変えちまえばいい……前提を変えるってこうやるんですかね、常盤先輩？）

　もしかしたらそんなんじゃないと怒おこられるかもしれないが、彼女と部室でしていた雑談が解決の糸口を見つけるキッカケになった。

　俺は心の中で彼女に感謝する。

「〝強硬派〟ってのを攻めても、情報通り『機関』を攻めたと言い張ることはできる。間違ってないんだから、大王たちもアタシを非難できないってわけな。それでいて、〝強硬派〟には烈火も博士もいないから、それが大銀河連邦に渡る心配もない、か」

　イリスは状じよう況きようを声に出して整理しながら、ジッと俺を見た。

「な、何だ？」

「……別に。ただ」

「？」

「懐なつかしいな……と思って。アタシとか皐月とか、あとハリッサとかを助けた時は、本物の烈火もかなり普ふ通つうの人間だったから。こうやって知ち恵えを振り絞しぼってアタシたちを助けてくれたわ」

「……」

　未来の俺はその後多くの『物語』を経へて、人間をはるかに超こえる力をドンドン手に入れていったと聞いている。

　自おのずとその『物語』の解決法は、この俺とはだいぶ異なるものだっただろう。

　彼かれにはきっと知恵よりも力で『物語』を解決できたことの方が多かったはずだから。

　どっちがいいなんて話でもないだろうが、俺みたいなやり方がイリスにとって「懐かしい」というのには、なるほどと納得がいく話だ。

「とりあえず、筋書きはできたわ。あとはアタシが戻らなきゃ。消えた理由と侵しん入にゆう者しやについては、適当に言い訳をでっちあげるわ」

「あっ、待ってくれ」

　立ち上がったイリスに、俺は慌あわてて声をかける。

「何？」

「いや、もうひとつ頼みたいんだけど」

「……何かしら？」

　イリスは軽く腕うでを組んで俺を見る。

「できれば、〝強硬派〟の拠点にも攻撃を加えないで欲しいんだ」

「どうして？」

「俺の『ヒロイン』が囚とらわれてるかもしれないから、それを助け出す時間が欲しい……ってのも理由だけど」

　俺は本音を答える。

「……あんま、人が死ぬのは見たくないんだ」

　まぁ、結局、それだ。

　俺の、本当にガキっぽい、そんな願いを口にすると。

　イリスは、

「……そういうところは、全然変わらないね」

　と言って、俺の額を指で軽く小こ突づいて微笑ほほえんだ。
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第六章　俺の前に立ちはだかるのは







「まずはこの大艦隊で囲んで降伏を促うながしてみる。よっぽどのことがない限り抵てい抗こうはしないと思うわ。これに勝てる奴らなんて滅多にいないもの。その間に好きに動いて」

〝強硬派〟はまだ俺たちとイリスたちがつながっていることまで知らないはずだ。

　だが過去の『ヒロイン』の誘ゆう拐かいは、誰からも隠かくし通とおしたい大問題には違いない。

　イリスたちの艦隊に囲まれて降伏するしかない状況になったとしても、降伏する前に『ヒロイン』たちをどこかに隠そうとする可能性はおおいにある。

　なので、俺たちはイリスが〝強硬派〟たちに向かって降伏の勧かん告こくと交こう渉しようをしている間に、奴らの拠点に潜せん入にゆうし、どこかに捕とらえられている『ヒロイン』を捜さがし出す手て筈はずとなった。

「行くか」

　拠点への侵しん入にゆうには、イリスから小型宇宙船を借りた。

　それにハリッサが透とう明めい化かの魔ま術じゆつをかけ、大銀河連邦の艦隊からそっと離はなれる。

「けど、透とう明めいにしただけで大だい丈じよう夫ぶですか？」

「たぶん大丈夫だろ」

〝強硬派〟のレーダーに見つからないように、とびきりステルス性能の高い奴を選んでくれたと言っていた。

　ダメだったら別の手段を考えるとしよう。

　しかし、そんな心配は杞き憂ゆうだったようで、俺たちは何の問題もなく〝強硬派〟の拠点――というか、もはや気分的には敵の親玉のアジトに到とう着ちやくした。

〝強硬派〟の拠点は月の四分の一ほどの大きさの小しよう惑わく星せいにあった。

　星全体をテラフォーミングしてあるらしく、大気がちゃんとあり、宇宙服なしでも活動できるのはありがたかった。

　俺たちはアジトの建物から念のため少し離れたところに着陸し、各おの々おの装備を整えて地表へと降り立った。

「リアは、今回もし〝強硬派〟との戦いになったら力を貸してくれるか？」

「『ヒロイン』同士の戦いにならなければ」

「ふむ……」

　俺は博士と皐さ月つきの方を振り返る。

「〝強硬派〟には『ヒロイン』っているのか？」

「少なくとも私は把握してないわね」

「私も」

「了りよう解かい」

　俺は博士と皐月の言葉に頷く。

（基本は救出だけど、万が一は起こり得るからな。未来の『ヒロイン』さえ出てこないなら、リアを頼たよりにできそうだ）

　確か、未来の世界においてもリアはかなり強力な『ヒロイン』と言っていた。

　まぁ、つみきの暗黒物質ダークマターがないので全力を発揮できるわけではないだろうが、それでも充じゆう分ぶんな戦力だ。

（俺たちの町を襲おそったあの巨大ロボがまだ残ってたら厄介だけど……大銀河連邦の艦隊に囲まれた状態で、あんなもんまで出してこないかな？）

　若干、楽観が入っているが、少なくとも今から〝強硬派〟のアジト内に侵入するのだ。さすがに建物の中であの巨大ロボは動けないし、建物を破は壊かいしてまで俺たちを踏ふみ潰つぶそうとはしないと思う。

　そういう意味で言うと、宇宙船からアジトまで歩く道中が最も危険なわけか。

「じゃあ、みんな。ここからは慎しん重ちように」

「そんなのアンタに言われるまでもないわよ」

　エルが憎にくまれ口ぐちを叩きつつ、先頭を進む。

　アジトの内部に一番詳くわしいのは彼女だし、キクルムが持つ各種センサーでトラップなどの発見・解除ができる。先頭を歩くのには適任だ。

　俺たちは彼女の小さな背に従い、草一本生えていない星の大地を歩く。

　足底から伝わる感かん触しよくは土に似ている。

　重力も地球とさほど変わらない。

　これなら動き回るのに問題はなさそうだ。

「ストップ」

　先頭のエルが俺たちを制止する。

「電でん磁じ壁へきがあるわね。このまま進むと焼かれるわよ」

「何も見えないぞ？」

「人間にはね」

　エルはそう言って嘆たん息そくする。

「強ごう引いんに穴をあけてもいいけど、そうしたら警報が鳴るでしょうね。正規の門を開けた方がいいでしょうから、ちょっと探してくるわ」

　そう言って、エルは粒りゆう子し化転移装置で姿を消す。

「……」

　もう〝強硬派〟のアジトは目と鼻の先だ。

　あそこに俺おれの……過去の『ヒロイン』たちがいるのかどうか。

　絶対とは言い切れないが、少なくとも手がかりくらいはあるはずだ。

　全すべての糸を引いている黒幕か。

　最低でも、その黒幕の正体に迫るヒントくらいは見つけたい。

　というか、見つからないとさすがにキツい。

（何もない……ってことはないと思うけど、微び妙みように不安要素もあるんだよな）

　それは過去の俺たちの町を襲った巨大ロボとエルの会話。

　エルは〝強硬派〟の襲しゆう撃げきを知らず、敵のロボを操あやつる連中はエルの態度を訝いぶかしんだ。

〝強硬派〟がエルを見捨てたにしてはおかしな反応。

　妙みようなズレ。

　奇き妙みような齟そ齬ご。

　命令の行き違い？

　だとしたら、何でそんなことが起きたのか？

　命令系統の混乱という線もあるが、それにしては〝穏健派〟への襲撃と過去への襲撃のタイミングはしっかり一いつ致ちしている。

　連れん携けいが取れているところは取れているが。

　それだけに、エルの一件だけ妙に引っかかる。

（命令系統全体が混乱してるっていうよりは、誰かがほんの少しだけ〝自分勝手な〟行動を取ってるような感じがするなぁ）

　まぁ、一番自分勝手な行動をやりそうなのはエルなんだけど。

　どちらにせよ、今すぐ答えは出ないか……。

　なんてことを考えていると、エルが戻ってくる。

「あっちに通り抜ぬけられる門が開いたわ。ついてきなさい」

　俺たちは再びエルに従って、見えない電磁壁とやらを通り抜ける。

　すると。

　急に喧けん騒そうが聞こえてきた。

　騒さわぎの源は敵のアジト。

　どうやら大銀河連れん邦ぽうの艦隊に囲まれ、敵も混乱しているようだ。

　今までは、おそらくエルの言っていた電磁壁のせいで、声が遮しや断だんされていたらしい。

　これだけの騒ぎになっているなら、潜もぐり込こむのは容易たやすそうだ。

「リア。ここから先はテレパシーで会話しよう。みんなの頭をつないでくれ」

「分かった」

　リアは頷いて、テレパシーで全員の意識をつなぐ。

『聞こえるか？』

『ああ、みんなは？』

　尋たずねると、全員から返事がくる。

　問題ないようだ。

『じゃあ、またエルが先頭で頼たのむ』

『それはいいけど、まずはどこに行けばいいの？』

　エルの質問に、俺はしばし考える。

『この建物に、人を閉じ込めておく幽ゆう閉へい施し設せつみたいなものはあるか？』

『牢ろう屋やみたいな？　そういうのは特にないわね』

『そうか。もし『ヒロイン』がここに捕つかまってるなら、閉じ込めておく場所が必要だと思うんだけど……』

『アンタの『ヒロイン』ってことは……二十人以上いるわよね。閉じ込めておくとなると結構な人数よそれ』

『だろ？　だからそれなりに広い部屋とか』

『うーん……ああでも事務室とか実験場とかも入れようと思えば入れられるのよね。格納庫も広いけど、閉じ込めるのに向いてるってわけじゃ……』

　エルは首をひねる。

『悪いわね。考えてみたけど、あんまり部屋数は絞れないわ』

　普ふ段だんは事務や実験を行っている部屋も、業務を丸々停止するかよそへ移せば、二十人強くらいなら収容できなくもないらしい。

　もちろん、捕まえている『ヒロイン』をどのくらい丁てい寧ねいに扱あつかっているかによっても変わってくる。

　テキトーに扱っているなら狭せまい部屋にぎゅうぎゅう詰づめにするだろうし。

　丁てい重ちように扱っているなら相応の部屋を用意しなければならない。

『さすがにそこまでは分からないか……』

　俺は今度はエルの方を見る。

『エル。エルはここの黒幕と直接会ったことはないって言ってたけど、それじゃあどうやってその黒幕からの〝指示〟を受け取ってたんだ？』

『黒幕と接せつ触しよくが持てるのは極ごく々ごく一部の幹部だけよ。そいつらだけが黒幕に会って直接指示を受け取ってきてるの』

『ふむ……となると、その幹部ってのを探すのが手っ取り早いか？』

　俺はあごに手を当てて考える。

『ちょっと待って、烈れつ火か』

　そこでふと博士が発言する。

『皐月。森しん羅らの大魔法で、烈火の『ヒロイン』の居場所は分かる？』

『……？　それならもう試ためしたじゃない』

　皐月は怪け訝げんな顔をする。

『なら、黒幕の居場所は？』

　博士は構わず続けて質問する。

『分からないと思うわ……ねぇ、どうしたの？』

『じゃあ、この建物内で調べようとしても調べられない場所はない？　その情報の喪そう失しつ点に、黒幕か『ヒロイン』がいるはずよ』

『……すぐ調べてみるわ！』

　博士の言わんとしていることを理解した皐月は、すぐにそう言って森羅の大魔法を起動した。

（黒幕が何らかの方法で森羅の大魔法から自分に関する情報を消してるなら、その消えている場所を探そうってことか！）

　俺は感心しながら、皐月が調べ終わるのを待つ。

『……』

　調べたいものを直接検けん索さくするのではなく、検索できないものを調べる、というのにはやはり手間がかかるのか、だいぶ時間がかかっているようだ。

『……あったわ。全知の書庫にぽっかりと蝕しよくみたいに黒く塗り潰された場所がある。きっとそこにいるわ。誘ゆう導どうする』

『よし。それじゃあエルは皐月の指示に従ってくれ』

『はいはい』

『エルちゃん。お願いね』

『……分かったわよ。皐月』

　エルはぷいっと前を向いて、皐月の指示通り進み始めた。

　扉とびらのロックを解除し、セキュリティーを無力化し、通路を駆かけ回まわる〝強硬派〟の人たちとぶつからないように気をつけながら、進む。

　エレベーターを何度か使った。

　進む先は地下。

　降りるほどに周りから人は減っていった。

　あまり使わない区画まで来たらしい。

　それからまたエレベーターで下降して、最下層に着いた。

　のだが……。

『え？　ここが一番下？』

『そうよ』

　皐月の疑ぎ問もん符ふにエルが頷く。

　しかし。

『おかしいわ』

『何が？』

『私の見通せない区画は、ここよりもさらに地下にあるの』

『……？』

『どういうことだ？』

　俺たちは揃そろって視線を下へ向ける。

　当然、そこにあるのは床ゆかだけだ。

『ほかに降りるエレベーターがあるのか？』

『それはないわ。少なくとも私の知る限りじゃね』

　エルは答える。

　ますます俺たちは首をひねり。

『秘密の階段とか、さらに降りる手段があるのかしら？』

『だったら今乗ってきたエレベーターが怪あやしくない？　特とく殊しゆな操作をしたらさらに降りられるとか？』

『何ならあたしがブッ壊こわそうか』

『ファム。お願いだからそれはやめて』

『私がもう一回調べてみるわ』

『頼む皐月』

　皐月はここでもう一度森羅の大魔法を使う。

　今度は調べるべきことが明確なので簡単だ。

　だが。

『ないわね』

『え？』

『どうやら物理的な手段でこのさらに下へ降りる方法はないみたい』

『どういうことだ？』

『そうね。もしかしたらテレポートのような移動手段で入るものなのかも』

『テレポートってなると、この中じゃエルの粒子化転移装置くらいか』

『でも、あれは人体に影えい響きようが』

『状じよう況きよう的てきにそうも言ってられないんじゃないの？』

『こうなったら私が床を破壊して穴でもあけるか？』

『リア。お願いだからそれはやめて』

『なぜだ？』

『いや、だから派手なことしたら〝強硬派〟の連中に私たちが侵入してることバレちゃうでしょ！』

　喧けん々けん諤がく々がく。

　ここへ来て微妙な足止めを食う。

　そこで。

『レッカ様。サツキさん』

『ハリッサ？』

『ウチに任せていただけませんか？』

『いいけど……どうするんだ？』

　俺の問いを受けて、ハリッサは皐月へと視線を向ける。

『サツキさん。その黒幕さんがいると思われる地下の部屋が、ここからどれくらい下にあるのかと部屋の広さを正確に調べることはできますか？』

『それはもちろん。すぐ調べられるわ』

『でしたら、そこから座標を計算して、ウチが転移魔術を使います』

　自信満々に言うハリッサに、俺は軽く驚おどろく。

『アカイイトとかナシで転移が使えるのか？』

『新しく開発した魔術です。基点を設置せず、縁えんなどの依より代しろも用いず、自身を中心点として任意の場所に転移できます』

『ワープ装置を用いずに人ひとりの魔ま力りよくだけでそれを？』

　博士も目を丸くして尋ねると、ハリッサはまた頷く。

『ずっと昔にイリスさんのワープウォッチに助けられたことがあって、あれをヒントに開発したんです。科学的なワープと違って、ワープアウト時の時空の歪ゆがみも発生しませんから、下の部屋にいる黒幕さんに気取られる心配もないと思います』

『……でもいいの？　そんな、使い方次し第だいでいくらでも危険になる魔術を外部に漏もらすなんて、立場を悪くするどころか、ヘタしたら……』

　心配する博士。

　その話を聞いて、俺も大丈夫なのかと思う。

　だが、ハリッサは。

『いいんです』

　と、笑った。

『こうやって、みなさんと力を合わせていると、昔のことを思い出します。ウチの知っているレッカ様も、最初はこうして、『ヒロイン』の力を借りて大事を成していました』

　ハリッサは喋しやべりながら、チラリと俺の顔を見た。

　彼かの女じよは【波なみ乱だれ烈火】が助けた最初の『ヒロイン』。

　彼女の『物語』は、俺と未来の俺が解決した『物語』の中で、最もブレが少ないものだ。

　さっきのワープウォッチの話もそうだが、きっとこの未来のハリッサは、この俺自身が知る『ヒロイン』に最も近い。

　だから、そう。

　俺が知恵を絞って解決した『ハリッサの物語』の筋書きを、未来のハリッサもよく知っている。

　あの、まだみんなが力を合わせて戦っていた頃ころの俺たちの『物語』を。

『ウチの作る魔術では……もうみんなを助けることはできなくなってしまいました。ならせめて、過去の『ヒロイン』の方々を助けて、この長い戦争を終わらせる助けになりたい。それがウチの望みです』

「……」

　もうみんなを助けることができなくなった……。

　広がりすぎた戦火はもはや止めようもなく、ハリッサとて自分の世界、自分の国を護まもるのできっと精いっぱいだったのだろう。

　彼女の声に込められた想おもいを、俺は数秒噛かみ締しめた。

　この俺は、未来の俺に比べたら、だいぶ頼りない奴やつに違いない。

　ロクな力もないただの子供に見えているだろうし、それは自分でも分かってる。

　だけれど。

　それでも。

　俺は、波乱烈火だ。

「任せとけ！」

　俺は請うけ負おい、胸をドンと叩く。

『烈火。声大きい』

『っとと！』

　博士に注意され、慌てて口を塞ふさぐ。

『調べ終わったわ』

　皐月はそう言って、下の部屋の広さとそこまでの床ゆか下したの厚さをハリッサに伝える。

『では、行きます。みなさん、準備はいいですか？』

　ハリッサは俺たちを見回し、みんなはそれに頷うなずく。

「トライ・テレアットケイト！」

　ハリッサが呪じゆ文もんを紡つむぐ。

　瞬しゆん間かん、彼女の魔力の光が俺たち全員を包つつんだ。

　わずかなタイムラグを挟はさんで視界がブレる。

　空間を跳ちよう躍やくする時にいつも感じる違い和わ。

　今回のそれは本当に一いつ瞬しゆんだった。

　気がつけば、俺たちは別の部屋にいた。

　先さき程ほどまでの薄うす暗ぐらい地下室とは違ちがい――こちらも地下室だろうが――随ずい分ぶんと広く、明るい部屋だった。

　だが、部屋の広さに比して物がまるで置いてない。

　あるのは、小さな机と椅い子す。




　そして、人間がふたり。




（女の子……!?）

　話しているふたりの内、片方は意外なことに女の子だった。

　歳としは俺と同じか少し上に見える。

　黒くろ髪かみで、ジャケットにジーンズ。ゴツいバックル。

　これも意外というか……パッと見、彼女は地球人の、それも日本人に見えた。

　いや、何だろう。

　それだけじゃない。

　妙、というか、既き視し感かん、というか。

　俺は……なぜだかその少女と、はじめて会った気がしなかった。

『烈火？』

『……あ、いや、何でもない』

　博士に声をかけられ、俺は頭を振ふって呆ほうけていた気持ちを振り払はらう。

　件くだんの少女は、もうひとりの、こちらは人間型の宇宙人らしき男性と会話をしていた。

「ユーヒ様！　外は完全に大銀河連邦の艦隊に包囲されています！　何か指示をください！」

「……相手の要求は何だ？　そもそも、なぜ奴らにこの拠点がバレた？」

「分かりません！　奴らの要求は【波乱烈火】の身み柄がらを引ひき渡わたせとか何とか……まったく意味不明です！」

「……」

　俺たちは離れた位置でふたりの会話を盗ぬすみ聞ぎきする。

『あの男の方が、エルの言ってた幹部って奴か？』

『たぶんね。私も幹部全員と面識があるわけじゃないから』

『親玉に状況を報告中って感じだな』

　じゃあ、あのユーヒって呼ばれた少女が例の黒幕？

　俺の『ヒロイン』たちを攫さらい、町を巨きよ大だいロボに襲わせた張本人？

『皐月。あれ、『未来のヒロイン』の誰だれかかしら？』

『私は見覚えがないわ……ハリッサちゃんは？』

『ウチも知らない方です。ほかの方々は？』

『知らんな』

『あたしも』

　博士、皐月、ハリッサ、リア、ファムは全員、あのユーヒという少女に見覚えはないらしい。

『全ての戦争オールオブウオー』の発ほつ端たんは『未来のヒロイン』たちの争い。

　なら、あのユーヒも『未来のヒロイン』なのか？

『でも、彼女が『未来のヒロイン』なら、何で【波乱烈火】を殺そうとする〝強きよう硬こう派は〟の黒幕なんてやってるんだ？』

『……そうよねぇ。動機が根本的に矛む盾じゆんするわ』

『争あらそうのに疲つかれちゃったとか？』

『もしくは〝私のものにならないならいっそのこと〟って奴でしょうか？』

『ヤンデレか。それならあり得るな』

　……なんか怖こわいこと言ってるな。
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　と、とにかく。

『とりあえず、見える範はん囲いに『ヒロイン』は見当たらないな』

『そのようね。けど念のため……エル、室内をスキャンできる？』

『ちょっと待って』

　博士に言われ、エルが床に手を触ふれて。

　瞬間。

　バチッ！

『ッ！　攻こう性せい防ぼう御ぎよ!?　部屋全部に!?』

　エルは慌てて床から手を離す。

　が。

「……チッ」

　遠くで、ユーヒが小さく舌打ちする。

「ユーヒ様？」

　幹部の男が怪訝な顔をして。

　その首筋に、ユーヒはいきなり手を当てた。

　すると。

「ガッ!?」

　男は一瞬ビクンッとなってそのまま床に倒たおれる。

『気絶させた……!?』

　なぜ？

　少なくともあの男は〝強硬派〟の仲間なのでは？

　だが、それを考察する間もなく。

「ブレイク」

　ユーヒがひと言呟つぶやき、手の平をこちらへと翳かざす。

　そうすると、何か風のようなものが俺の頬ほおを撫なでた。

（何だ？　何をした？）

　確実に何かされたと感じたが、それが何なのか俺には分からない。

　戸と惑まどい。

　俺が動きあぐねていると、ハリッサが、

「……ッ!?　気をつけてください！　透明化が解除されてます！」

「何ッ!?」

　というか、テレパシーも切れてる!?

　まさか、あのユーヒって奴の仕し業わざか？

「もう来てたのか、波乱烈火。予想より早い」

「……俺のことを知ってて、俺を見ても驚かない。どうやら、お前が黒幕で間ま違ちがいないみたいだな」

「黒幕？　フンッ、そんな風に俺のことを呼んでたのか」

　勇ましく、忌いま々いましそうに、ユーヒが言い捨てる。

　問い詰めたいことはたくさんある。

　しかし、それは全てあと回しだ。

「俺の『ヒロイン』を返せ！」

「……」

　ユーヒは目を細め、答えない。

　その目は俺たちを見回し――ふとエルのところで止まった。

「お前か、エル。お前がここまで案内したんだな」

「……るっさいわね。アンタ、私に何にも報しらせなかったじゃない。捨てたんでしょ、私のこと。だったら、文句言われる筋合いないわ」

　エルは刺とげ々とげしい表情でユーヒを睨にらむ。

　彼女は、今回の件の発端となった〝強硬派〟の過去襲撃を、この黒幕から聞かされていなかった。

　そんな大事なことを報されなかった……それはつまり捨てられたのだと、彼女は結論づけていた。

　しかし、ユーヒは顔を顰しかめて。

「文句を言われる筋合いがないのは俺の方だ」

「……何ですって？」

「エル。お前はすでにそこの波乱烈火の『ヒロイン』になっていた。夏祭りの時に、すでにな」

「え？」

「もっともまだ『救われている途と中ちゆう』だったから、自覚はなかったようだな。だが、もうしばらくしたら、お前は自分の方から俺を裏切っていたはずだ」

「……」

　ユーヒの指し摘てきに、エルは言葉を失う。

　その沈ちん黙もくは思い当たる節があるからなのか、それともまったく予想外なことを言われて放心しているからなのか。

「随分と勝手なことを言うのね、ユーヒさん」

　その時、博士が口を開く。

「私のエルを誑たぶらかしておいて、よくもそんなことを言えたものだわ」

「ラピュータ王」

「文句のひとつでも言ってやりたいところだけど、あなたにはまず訊きいておきたいことがあるわ」

「……」

　博士のセリフに、ユーヒは反応しない。

　それでも構わず、博士は言った。




「もしかしてあなた、私たちの波乱烈火の行方を知ってるんじゃない？」




「……？」

　俺は最初、博士が何を言っているのか分からなかった。

　段々と、その言葉の一言一句を理解して……俺はようやく目を丸くして、ユーヒの顔と博士の顔を交こう互ごに見やった。

「ど、どういう意味だよそれ!?」

「確か、君にも話したでしょう？　『全ての戦争オールオブウオー』が始まるキッカケとなった、ふたつの大事件」

「ふたつの大事件？」

　俺は記き憶おくを掘ほり起おこす。

　ひとつは大銀河連邦の中心議会テロ事件。

　もうひとつは、未来の俺が行方不明になってしまった事件。

「『全ての戦争オールオブウオー』のそもそもの発端は、私たちの【波乱烈火】の姿が消え、誰かが彼かれを独どく占せんしているという噂うわさが流れたこと……そして、その噂を誰も否定できなかったのは、皐月の森羅の大魔法でも彼の行方が分からなかったせい」

（そうだ。確かにそう言っていた）

　それは俺も疑問に思って、博士に質問したから覚えている。

（……ん？）

　森羅の大魔法でも分からなかった？

　それって。

　黒幕――ユーヒの存在や、俺の『ヒロイン』たちの居場所が分からないのと……同じ？

　博士はユーヒを睨みつけながら続ける。

「今日、ずっとあなたを追いかけていて、ふと頭を過よぎったの。もしかして、『全ての戦争オールオブウオー』には『未来のヒロイン』以外の思惑が、最初から絡からんでいたんじゃないかって」

　博士は淡たん々たんと推論を述べる。

　彼女は――目の前のユーヒこそ、未来の【波乱烈火】を攫った張本人なのではないか、そう言っているのだ。

　それを聞いていた皐月やハリッサ、リアにファムの目つきは、明らかに鋭するどくなっていた。

　俺も、心臓が痛いくらい鼓こ動どうを打ってる。

　まさか。

　まさか……こいつが？

　そんな正解と不正解、どちらを望んでいるのか自分でも分からないような、謎なぞの興奮で、心臓が痛い。

　そして、当のユーヒは。

「……答える必要はない」

　返答を拒きよ絶ぜつした。

　ザワリ、と空気がのたうった。

「……無理やり口を開かせてやろうか？」

　あの温おん厚こうなリアですら、物ぶつ騒そうなことを言い出す。

　彼女たちの殺気を全身で受けてなお、ユーヒは動じず、

「フンッ……あのアールという人工生命体に邪じや魔まをされ、【波乱烈火】を取とり逃にがした時点で、お前らがここまで来るのは予想していた」

　そう、言って、

「それで、俺が何の準備もしてなかったと思うのか？」

　ジャケットの袖そでに隠かくしていた何かのスイッチを押おした。

　瞬間。

　空間に亀き裂れつ。

「ワープゲート!?」

「いえ……異世界に通じる門にも似てます！」

　ファムとハリッサがその亀裂を見て叫さけぶ。

　が、ユーヒは小さく首を横に振る。

「異世界への門には近いが……違う。これは本来絶対に交わることのない、鏡の向こう側につながる裂さけ目めだ」

「鏡の向こう……？」

「そうだ。この裂け目の中は、どの世界にも属さぬ空間。ここに隠しておけば、俺以外の誰も見つけられない」

「……!?」

　森羅の大魔法は世界の全知を司つかさどる魔法。

　だが、ゆえに。

　あの裂け目の先がどの世界にも属さぬ空間なら、それは森羅の大魔法の埒らち外がいにある。

　ということは。

　ということは、つまり。

「さあ、出てこい」

　ユーヒが裂け目に向かって呼びかける。

　すると、その裂け目から複数の人ひと影かげが飛び出してきた。

「なっ!?」

　俺おれは目を疑う。

「えっ!?　わ、私たち!?」

　すぐ傍そばで、『未来のヒロイン』たちも驚きの声をあげる。

　そう、俺たちの前に立ち塞がったのは――

　皐月。

　イリス。

　ハリッサ。

　リア。

　ロザリンド。

　ファム。

　コロナ。

　――俺のよく知る、俺の『ヒロイン』たちだった。

「どうしてみんなが奴の言うことを……」

　愕がく然ぜんと呟きつつ、俺はその理由を探す。

　よく目を凝こらしてユーヒを見てみれば……奴の右耳に、小さな赤い宝石のついたピアスがつけてあった。

　あれは……見覚えがある。あのピアスは、

（『ゲンガーの緋ひ石せき』!?　異能をコピーする石じゃねーか！）

　そういえば、博士の話では、ユーヒは『ゲンガーの緋石』を使って、俺から『ヒロイン』たちの記憶を奪うばったと言っていた。

　あの石があると分かれば、俺の『ヒロイン』たちがユーヒの言うことを聞いている理由にも納得がいく。

（あいつ、ロザリンドの『魅了チヤーム』の能力をコピーしやがったな……！）

　そう考えれば、俺たちの前に立ち塞がる皐月たちの目には見覚えがある。

　生気のない目……アレは『魅了チヤーム』で操あやつられている人間の目だ。

　それだったら、俺が何か強いショックを与あたえることで正気に戻もどすこともできるはずだが、だからこそなのか、『過去のヒロイン』の中でも特に戦せん闘とうが得意なメンバーが厳選されている。

　にしては、皐月やハリッサもいるが……。

「行け」

　ユーヒがひと言命令すると、『過去のヒロイン』たちは一いつ斉せいに俺たちに襲おそいかかる。

　しかも彼女たちの狙ねらいには規則性があった。

　過去の皐月は未来の皐月に。

　過去のリアは未来のリアに……という感じに。

　基本的に、『同一人物』同士に戦いを挑いどんできた。
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「マズいっ!?　みんな、分かってると思うけど、自分のことを攻こう撃げきしちゃダメよ！」

　博士が叫ぶ。

（……！　そういや、未来人の弱点は過去の人間を攻撃できないことって前に!?）

　正確には、攻撃できないわけじゃない。

　だが、たとえば万が一、未来の皐月が過去の皐月を殺してしまったら、未来の皐月も消えてなくなってしまう。

　そうでなくとも、何か大きなケガを負うような真ま似ねをすれば、その後こう遺い症しようが未来の彼女たちに現れる。

　つまり、『未来のヒロイン』たちは『過去のヒロイン』たちを本気で攻撃できない。

　一方で操られている『過去のヒロイン』たちは、全力で彼女たちを攻撃してくる。

　こんなに不利な戦いはない。

　そして、この場に『同一人物』のいないイリス・ロザリンド・コロナの三人は――

「ッ！」

　――当然、俺を狙ってくる！

　よりにもよってこの三人。

　誰かひとりだったとしたって、俺に勝ち目なんてまるでない。

（勝ち目があるとしたら、ひとりでもいいから正気に戻して味方につけること……だけど、三人同時に襲いかかられて、そんな隙すき見み出いだせるのか!?）

　思考する間にも三人は迫せまってくる。

「くっ！」

　狙うなら誰だ？

　動どう揺ようしやすいのは……コロナが動じるイメージは湧わかない。

　となると狙うはイリスかロザリンドだが。

　このふたりが動揺するようなことを思い出そうとして……フッと、事故でイリスの胸を揉もんでしまった時、彼女が物もの凄すごく取り乱したことを思い出してしまった。

「……ッ！」

　この期ごに及およんで最低最悪な手段な気もするが、ほかに考えている時間も無い。

（イリス！　スマン！）

　俺は正面のイリスに狙いを定める。

　左右からも、ロザリンドとコロナが来ている。

　ふたりの攻撃をかいくぐって、イリスの拳こぶしも避よけて、彼女を正気に戻す。

　彼女たちとの身体能力の差を考えると成功率はゼロに等しい。

　だが、やるしかない。

　ここまで考えるのに五秒。

　あとは前に出……!?

　コロナの手の平に黒い魔力が集まる。

　彼女の闇やみ魔ま法ほうだ。

「ちょ……それ反則ッ!?」

　遠えん距きよ離り攻こう撃げきを防ぐ手段なんて持ってない。

　それでも反射的に、両りよう腕うでで防御姿勢を取ってしまう俺めがけて、コロナは闇魔法を放ってくる。

　消し飛ばされるッ!?

　本気で死を覚悟した、直後。

「何やってんのよこのバカ！」

　エルが罵倒しながら、バリアを張って闇魔法を防いでくれた。

「エル、助かっ!?」

　礼を言う間もなく、俺はハッとする。

　赤い霧。

　視界を赤く染め上げる霧が、俺を包み込む。

（これはロザリンド!?）

　俺は咄とつ嗟さに目を庇かばう。

　赤い霧で視界はゼロ。

　つい棒立ちになってしまった俺に、

「烈火！　伏せて！」

　博士の声が飛ぶ。

「！」

　俺は言われるがまま床に伏せた。

　一瞬遅れて、それまで俺の頭があった空間を、ロザリンドの右腕が薙なぐ。

「―――」

　彼女は生気のない瞳ひとみで俺を見下ろし。

　そのまま鋭いカカト落としを見舞ってきた。

「のわっ！」

　俺は横っ飛びにその場を転がる。

　ズガンッ！

　床材が砕け散り、ロザリンドのカカトがめり込む。

　彼女は再び霧になり、俺を襲おうとした。

　が。

「ロザリンドっ、それは悪手ね！」

　博士の声とともに、白い煙状のものが赤い霧にぶっかけられた。

　何事かとビックリする俺の目の前で、パキパキと、またたく間に霧が凍っていく。

　どうやら瞬間冷凍材のようなものを博士がスプレーしたようだ。

「あとで解凍してあげるから、今は我が慢まんしてて」

　博士は言いつつ、俺の許もとへ。

（そうか。博士は俺の『ヒロイン』にはいないから、過去の自分に狙われてないのか）

　それはエルもそうだが、彼女たちふたりがこの場の鍵かぎになりそうだ。

「烈火。このままじゃジリ貧よ」

「分かってる」

　特に『過去ヒロイン』と戦っているみんながマズい。

　相手は本気を出せるのに、こちらはほとんど手が出せないんじゃ、防戦一方。いずれやられてしまうのは目に見えてる。

　逆に言えば、『未来ヒロイン』たちが『過去ヒロイン』たちを押さえてくれている今しか、俺たちに勝つチャンスはない。

　そして、この場の勝ちは……。

「ッ！」

　俺は、ユーヒの方に目を向ける。

「……」

　向こうも、俺を見ていた。

　お互たがいに分かっているのだ。

　俺かユーヒを倒せば勝敗は決すると。

「……ピアスだ」

「え？」

「奴の持ってるゲンガーの緋石さえ何とかすれば、みんなを操ってる『魅了チヤーム』が解ける。そうすりゃ俺たちの勝ちだ」

「それはそうだけど。でも、どうやって？」

「――俺に考えがある」





▽






「リア！　俺たちをもう一度テレパシーでつないでくれ！」

　俺は大声で叫ぶ。

　一度はユーヒの謎の力で切断されたテレパシー。

『つないだぞ！』

　リアからの返事は、テレパシーで来た。

『みんなよく聞いてくれ！』

　俺はユーヒに作戦が筒抜けにならないように、テレパシーでみんなに伝える。

　だが、向こうだって黙だまってない。

「ブレイク！」

　ユーヒの声。

　テレパシーが切れる。

　しかし、相変わらず『魅了チヤーム』された『過去ヒロイン』たちは俺たちを襲ってくる。

（チッ！　消す異能は任意で選べるのか、厄やつ介かいだな）

　ユーヒの力は、おそらく特定の異能を消し去る能力。

　まったくもって反則臭い。

　きっとあれで今まで森しん羅らの大魔法の索さく敵てきからも逃のがれていたのだろう。

　とはいえ。

　俺の立てた作戦は単純明瞭。たったのふたつだ。

　伝達はとっくに終わってる。

「エアリム・ネクラム！」

　ハリッサの呪文。

　透とう明めい化かの魔ま術じゆつが俺たち全員にかかる。

　それにより、俺たちの姿を見失った『過去ヒロイン』たちの動きが止まる。

　これがひとつ目の作戦。

「―――」

「―――」

　俺とエルのアイコンタクト。

　彼かの女じよは二つ目の作戦に従い、ある装置を袂たもとから取り出す。

「ブレイク！」

　ユーヒの二度目の声。

　透明化が解ける。

　俺たちの姿が彼女らの前に現れる。

　が。

　透明化が解ける前とあとで、明らかな変化が起きていた。

　変化が起きたのは、エルを相手にしていたイリスとコロナ。

「「!?」」

　イリスはコロナを見て、動きを一瞬止める。

　なぜなら、彼女の前には偽装ホログラム装置で波乱烈火の姿に変化したコロナがいたからだ。

「ハァ！」

　イリスはあらかじめ『魅了チヤーム』で与えられていた命令通りに、波乱烈火を攻撃する。

　一方で、わけが分からないのはコロナの方だ。

　突とつ然ぜん味方に攻撃されたわけだが、鏡のないこの場所では、彼女は自分に起きた変化に気づけない。

　しかも科学技術である偽装ホログラム装置は、ユーヒの異能消去能力も影えい響きようを受けない。

　そうして意図的に誘発させた同士討ちにより、本物の俺とエル、博士の三人がフリーになる。

　俺たち三人は孤立したユーヒの許へと駆かける。

「ユーヒィィィ!!」

「……」

　ユーヒは俺を睨んでくる。

　その目には、強い光が宿っていた。

「お前も、そうか。諦あきらめるような奴やつじゃない。だろうな。俺たちはそういうタイプの人間だ」

　俺はユーヒのセリフを無視して拳を固める。

「ちりか！　シャーリー！」

「!?」

　空間の裂け目から、ちりかとシャーリーが飛び出してくる。

　ちりかはエルに、シャーリーは博士を標的に、ふたりとも俺の脇わきを通り過ぎて攻撃を仕掛けた。

「チッ！」

「くっ、シャーリー！」

　エルと博士の足が止まる。

（そうか。俺に正気に戻されるのを警けい戒かいしてるだけで、別に絶対に出せないわけじゃないんだよな！）

　これ以上、ほかの『ヒロイン』の増援を出される前に決着をつけなければ！

　俺の前には、立ちはだかるユーヒ。

　彼女は逃にげるでもなく、俺と同じように拳を握り締めていた。

　計ったようなタイミングで、互いに拳を振りかぶる。

　まるで鏡合わせのように。

「――ッ」

「――ッ」

　拳と拳がぶつかる。

　威力は同等。

　お互いに後ろへよろけ、たたらを踏む。

　その、距きよ離りを離はなした一いつ瞬しゆんがマズかった。

「波乱烈火。お前には、お前を倒すのに相応ふさわしい奴の相手をさせてやる」

「誰だよそりゃ？」

「もちろん、お前のよく知ってる奴さ」

　そう言って、ユーヒが呼び出したのは。

　青い髪かみ。

　旧日本軍のような軍服。

　ちんまい背丈。

　感情の読めない無表情。

　俺のよく知る――

「――アール!?」

　アールは相変わらずの無表情で、俺を見て。

「敵対勢力確かく認にん。排はい除じよします」

　静かに、そう宣言した。

「何言ってんだアール!?　排除って、俺が分からないのか!?」

「無む駄だだ」

　ユーヒは冷たく言い放つ。

「『１と０の狭間』で機能停止に陥おちいっていたこいつのシステムは、俺が完全に上書きした。もうお前の仲間じゃない」

「なっ!?」

　ユーヒの言葉に俺はヒドく動揺した。

「ふざけないで！　私のアールをシステムハックするなんて、不可能だわ！」

　シャーリーと化学兵器で牽けん制せいし合っていた博士も、必死になって叫ぶ。

「……」

　ユーヒは博士の声を黙殺する。

（そういや、博士の『時空渡と航こう装置』を〝強硬派〟の誰が使いこなしたのか、まだ分かってなかったんだったか……！）

　俺にはよく分からないが、時間跳ちよう躍やくを可能とする『時空渡航装置』は設計だけではなく、その使用自体も非常に困難な代物らしい。

　実際、以前エルを俺の時代に送り込んできた奴らは操作を誤り、彼女を俺の部屋に直接飛ばしてしまい、作戦を失敗させた。

　しかし、今回の巨きよ大だいロボを送り込んだ奴は、間違いなく『時空渡航装置』を使いこなしていた。

　それが……もしかしたら、ユーヒなのかもしれない。

　だとしたら、彼女は博士並の科学的な知識を持っているということになる。

　それならアールのシステムを強ごう引いんにイジることも、彼女になら、可能。

「排除」

「ぐあッ！」

　アールの五指から放たれた青い光線が、俺の手足を貫通する。

　肉の焼け焦げる臭いがして、俺はその場にどうっと倒れた。

「ク……そ……」

　こういう時、やっぱり俺は自分の無力さを痛感する。

　未来の俺みたいに、いろんな特別な力を持ってれば。

　なんて、そこまで言わなくても、せめてもう少し運動ができりゃ。

　頭がよけりゃ。

　誰だれにも負けない何かがあれば。

　もうちょっと主人公らしくやれたんじゃないか。

　俺には何の力もない。

　いつも誰かの力を頼ってばっかりだ。

　いわば絆きずなが、俺の力だった。

　だけどその絆を、ユーヒに奪われた。

　特にアールは……俺が『波乱の血』に目覚めて以来、本当に片時も離れずにいてくれた。

　力を貸してくれはしなかったが。

　どんな時でも俺の味方だった。

　それまで奪われた時。

（俺に、残されたものなんて……）

　床ゆかの上に這はいつくばる俺に、アールが近づいてくる。

「トドメを刺させてもらいます」

　彼女の指先が光る。

　その狙いは、見当をつけるまでもない、俺の頭だ。

「烈火！」

「レッカ様！」

「烈火ぁ！」

　俺のピンチを察して、『未来ヒロイン』たちがこちらへ向かってこようとする。

「邪魔をしないでください」

　が、アールが手を振ふると、半はん透とう明めいの青いバリアが周囲に張り巡らされ、彼女たちの行く手を阻んだ。

　一度立ち止まらされた彼女たちの背に『過去ヒロイン』たちが追いつく。

　もはや、アールの動きを邪魔する者はいない。

「今度こそ、さようなら」

　青い光線が発射される。

　それを、俺は正面から見つめ。

　無慈悲な光が俺の脳天を貫く瞬しゆん間かん。

　バシンッ

　と、赤いバリアが、青いビームを防いだ。

「エル!?」

　粒りゆう子し化転移装置でアールの作ったバリアの中に入ってきたのか！

　いつかの光景とは真逆の立ち位置で、エルはアールの攻撃を防いでいた。

　だが、出力の違ちがいゆえか、徐じよ々じよに踏ふん張る足が後ろへとずりさがっている。

　押し負ける――かに思えた時。

「こンのッッッバカ妹！」

　エルの、怒ど声せいと。

「―――」

　アールの目元の微かすかな揺らぎ。

　ふたつが重なって、赤と青の光が相殺された。

「うおおおっ！」

　俺は痛みを無視して立ち上がり、駆け出す。

　アールめがけて。

　痺しびれる腕に無理やり力を入れて、拳を作る。

　俺の唯ゆい一いつの力である絆を奪われた時。

　最後に俺の手て許もとに残るものがあるとすれば。

　そんなもの、結局は。




　この拳と――。




（――俺たちの絆が、誰にも奪えないものだってことに賭かけるしかねぇ！）




　アールの目が俺を見る。

　その指に再び光が集束し、こちらの額に狙いをつける。

　俺も、彼女の額に狙いを定める。

「目ぇ、覚ましやがれぇぇ！」

　拳を振り抜く。

　ゴンッ、と硬い衝しよう撃げきが返ってきて。

　アールの軍帽が宙を舞う。

　俺たちを囲っていた青いバリアが消える。

「……」

「……」

　ぱさり、と軍帽が床に落ちた。

　アールはそれを無言で拾う。

　そして。

「……女の子を殴るとは、しばらく見ない内に随ずい分ぶんとヒドい男になりましたね、烈火さん」

　なんて、いつもの憎にくまれ口ぐちを叩たたきながら、アールは赤くなった額を軍帽で隠した。

　俺は痛みを堪こらえながら笑って、

「そう言うなよ、相棒」

　彼女のことを、そう呼んだ。
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ネクストプロローグ







「……バカな。システムを乗っ取られた人工生命体が、なぜ？」

　正気に戻ったアールを見て、ユーヒがはじめて苦々しい口調で呟つぶやく。

　それに対してアールは、

「ロボットが反逆する理由なんて決まってます」

　と言って、なんか両手でハートマークを作る。

「愛です、愛。烈れつ火かさんの本官に対するフォーリンラブが世界を救ったのです。映画ならここでエンドロールが流れてますね」

「って、おい」

　何が映画だ、ハリウッドか。

「……チッ」

　ユーヒは特に否定も肯こう定ていもせず、ただ舌打ちした。

「ちょっとアンタ、まさかよりにもよってアールと結ばれて『全ての戦争オールオブウオー』を終わらせるつもりなの？」

　エルがジト目で、しかし明らかに殺気を滲にじませて、俺のことを睨にらんでくる。

「……このロリコン」

「違ぇ！」

「まぁまぁお姉ちゃん。本官が魅力的すぎるのが悪いんですから、そんなに烈火さんを責めないでくださいませんか」

「誰がお姉ちゃんよ!?」

「おや？　さっき確かに本官のことを妹と呼んでいた気がしましたが」

「……あ、頭にバカってつけたでしょ！　バカ妹と妹は別物よ！　別種よ！　別次元よ！」

「ではバカ妹の姉は何と言うのでしょうか、アホ姉？」

「誰がアホだあああああ！」

　すっかり調子を取り戻したアールはエル相手にも絶好調だ。

「って、コラ！　まだ戦いは終わってないんだぞ！」

　周りでは今でも『未来ヒロイン』と『過去ヒロイン』が戦っている。

　早くユーヒの持つ『ゲンガーの緋石』のピアスを破は壊かいして、みんなを解放しなければ。

「フンッ……そう簡単にいくと思うな」

「そちらこそ、簡単に逃げられるとは思わないことですね。本官とお姉ちゃんは高性能ですよ？」

「……」

　俺とアールとエル、三人と対峙してもなお、ユーヒの瞳には力強い光が宿っていた。

　まだ自分の方が圧倒的に優位だからとか、そんな慢心によるものじゃない。

　決して諦めに屈しない強い光。

　それが彼女の目にはある。

（何なんだ……博士の考えじゃ、『全ての戦争オールオブウオー』の発ほつ端たんそのものがユーヒみたいなのに、あの目には、ちっぽけで薄っぺらい『悪』を感じられない……）

　何でユーヒは俺たちと戦う？

　彼女の動機は何だ？

「……」

「……」

　アールとエルも、俺と同じものを感じているためか、その場から動けずにいた。

　でも、いつまでもそうしているわけにはいかない。

　こうしている間にも周囲の状じよう況きようは動いている。

　俺おれたちがユーヒを倒たおさなければ、いつ逆転されてもおかしくない。

「……ッ」

　行くぞッ、と無理やり俺は自分を叱しつ咤たして前へ出ようとして。

　それを見た。

　ユーヒの背後で立ち上がる影を。

（あれは、最初にユーヒに気絶させられた〝強きよう硬こう派は〟の幹部!?）

　幹部の男はその手にナイフを持っていた。

　そのナイフは、ユーヒを背後から狙っている。

「――ッ」

　一瞬遅れて、ユーヒもその殺気に気づいたのか、後ろを振り向き様に肘を見舞う。

　だが、男のナイフの方が早かった。

　ピキンッ

　ナイフの刃は、ユーヒの右耳につけていたピアスを破壊し――『ゲンガーの緋石』を床へと転がした。

「ッ！」

　俺たちは咄嗟に動き、その緋ひ色いろの石を奪取する。

「みんな戦うのをやめて正気に戻れ！」

『緋石』を掴んで、速そつ攻こうで俺はそう命令した。

　途端に、ピタリと戦闘がやむ。

「……あれ？」

「私たち、何を？」

『過去ヒロイン』たちの戸と惑まどいの声が聞こえ、『未来ヒロイン』たちの安あん堵どのため息がそこかしこで漏もれた。

　そのことに俺も安堵しつつ、視線をユーヒの方に戻す。

　正確には、彼女と、彼女を襲った男に。

（何でユーヒの味方のはずの男が彼女を？）

　俺は男の顔を見やる。

　と。

「!?」

　男の顔が裂けていた。

　おそらく、ユーヒのカウンターの肘が掠かすっていたのだろう。

　だが、大怪我というのもおかしなくらい、男の顔はビリビリに裂けていて……ビリビリ？

　俺は驚きよう愕がくしつつも、男の裂けた痕から血が一滴も流れ出ていないことに気づいた。

「アンタ、いったい……？」

　俺は男に問いかける。

　すると男は、スクッと立ち上がって。

　顔を脱いだ。

「イッ!?」

「落ち着いてください烈火さん。あれ、マスクです」

「マ、マスク？」

　確かによく見れば男の顔は、映画の特とく殊しゆメイクみたいな人間の顔を模したマスクのようだった。

「キサマ……」

「お察しの通りだよ。キミに異能による変身は意味をなさないし、科学的なギミックに対する対策もしていた。ただその逆に、こういった原始的な手は見逃していただろう？」

　幹部の男――いや、正体を現した彼女は、睨みつけてくるユーヒと対峙する。

　その顔には、俺のよく知る『ヒロイン』の面おも影かげがあった。

「……響ひびき？」

「やあ。寝たフリをしながら話は聞いていたから、何となく状況は把は握あくしているよ」

　未来の響は、そう言って軽く俺に笑いかける。

　彼女の登場に驚おどろいているのは俺だけではなく、博士や未来の皐さ月つきにとっても同じのようだった。

「響！　何であなたがここに!?」

「僕には皐月たちみたいな便利な力はないからね。情報は足で稼ぐのさ。〝強硬派〟の幹部にまでなるのは結構大変だったよ」

　響はさらりと答える。

　どうやら彼女はどの勢力にも属さず、独自に〝強硬派〟のことを調べていたようだ。

（響は響で、ここの黒幕……ユーヒがどこか臭いと嗅ぎつけていたのか）

　その調査力に俺たちは驚かされつつ、改めて響に尋たずねる。

「響……響は、もしかして知ってるのか？　ユーヒが何でこんなことをしたのか、その動機を？」

「……残念ながら、それは本人の口から聞くしかない。でも」

　響は、言う。

「彼女の本当の正体なら、突き止めたよ」

「本当の、正体？」

「ああ」

「……」

　俺たち全員の目がユーヒを注視する。

　ユーヒはただ無言で、それを受け止めていた。

　そして、響は――彼女の正体を口にした。




「彼女の名前は『波なみ乱だれ』遊ゆう陽ひ。僕らの『世界』とは完全に隔絶させた鏡合わせの『世界』からやってきた、まったく別人のもうひとりの【波乱烈火】だ」





―続―
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あとがき







　超宇宙グランドバトルラブコメ第十五巻です。十四巻から続なめこの方はお久しぶりです。十五冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。




　未来編・中編いかがだったでしょうか？　今回の舞台は主に宇宙でしたが、このシリーズは主に『現代（地球）』『未来（宇宙）』『異世界』の三舞台をくるくる回しながら書き続けてきました（例外もたまにありましたが）。

　ある意味総決算的な未来編ではその三舞台を全部出していきたいと思っています。ということは、次の十六巻の舞台は……と、予測がつくかと思うのですが、ぶっちゃけ予定は未定です（笑）。

　まぁなるべく達成できるように頑張ります。達成を頑張るといえば、今回は上中下合わせて全ヒロインをしっかり出していきたいと思っているのですが、どうしよう、まだ半分くらい出番のないヒロインがいますあばばば。

　果たして私は全ての目標を達成できるか!?　乞うご期待！




　そしていつも通り最後に謝辞を。

　和狸ナオ様。今回もまた多くの素晴らしいイラストとデザインをありがとうございます！　未来の成長したヒロインたちのデザインは、作者の私も毎回とてもワクワクしながら受け取っておりました！　ありがとうございました。

　担当の木下様。今回もプロットや原稿のチェックなどお世話になりました。ありがとうございました。そして、ＨＪ文庫編集部並びに営業部の皆様、書店で本を並べてくださる書店員様方、この本を手にとってくださった読者の皆様、リトル黙示録シリーズに関わってくださる方々へ最大級の感謝を！　どうぞこれからもよろしくお願いいたします。
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